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巻頭言 
 

山形県立鶴岡南高等学校長  坂尾 聡 
 
 平成２４年度から始まった本校のスーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）研究開発事

業も、今年度で９年目を迎えます。平成２９年度より文部科学省からⅡ期目の指定を受けて

から早いもので、４年目の事業が終了しようとしております。令和元年１１月には、ＳＳＨ

事業における中間評価に関するヒアリングが行われ、その中間評価の結果が昨年７月に公表

されました。この中間評価の結果を受け、これまでの３年間を振り返るとともに、残り２年

間に取り組むべき課題が明確になったところです。今年度の取り組みは、この中間評価での

指摘事項をもとに、各事業内容に改善を加えながら実施してきましたが、コロナ禍の影響で

当初の計画通りに実施できなかった事業もあり、やむを得ず代替の事業を急遽実施しており

ます。特に、台湾への進路研修が中止になり、ＳＳＨ事業開始時から継続しておりました台

北市立建国高級中学との英語による研究発表による交流ができなかったことは大変残念で

ありました。 
本校ＳＳＨの研究開発課題は「『TSURUOKA SCIENCE CLUSTER』におけるＳＳＨ活

動の深化による科学技術の発展を担う『人財』の育成」です。地域にある最先端の研究機関

や大学・企業・自治体や近隣のＳＳＨ校等を始めとする様々な高等学校と連携しながら、本

校での課題研究をさらに活性化することを目的として設定しました。また、SDGs未来都市、
学術文化都市「鶴岡」をモデルとしながら、地域や日本の抱える課題や問題を発見し解決す

る「『地方創生』に資するイノベーションシステムの構築」を担う『人財』の育成もまた大

きな柱としています。 
本校は、ＳＳＨ事業を推進する上で、理系の生徒に特化した事業として捉えるのではなく、

全ての生徒が課題研究に取り組み課題解決を目指すことを特色としております。特に、理数

科も普通科理系も普通科文系も混ざって探究活動を行うことで豊かなテーマ設定が可能と

なっています。これも本校の特色であり、これまでも高い評価をいただいてきました。学校

内外での探究活動や成果発表の活動はこの４年間で驚くほど向上しました。このような生徒

たちの大きな変容と成果は、今年のＳＳＨ運営指導委員会で多くの委員の方から賞賛されま

した。そして、この間の生徒の力の伸長は、ＳＳＨ指定により、新しいカリキュラムづくり

をはじめとして、真剣に取り組んできた指導方法の研究と蓄積、評価方法の研究など生徒指

導に当たった教職員の努力の結果に他なりません。特に、本校のＳＳＨ事業が、理数系の教

職員だけでなく、全教職員が取り組んでいることが生徒の変容につながっていることは明ら

かであります。 
Society5.0 で実現する社会は、IoT で全ての人とモノがつながり、様々な知識や情報が共

有され、今までにない新たな価値を生み出すことで、これからの課題や困難を克服すると考

えられています。今こそ、生徒一人ひとりの興味・関心に沿って、学校だけにとどまらず、

高等教育機関、企業、地域社会、ＮＰＯといった多様な学びの場を活用して、社会に開かれ

た教育課程による学びを進めていく必要があります。このことは、まさしく本校の研究開発

課題であり、本校の果たすべき役割はますます大きくなると考えられます。 
最後になりますが、ＳＳＨ事業実施につきましては多くの方々のご協力とご支援により進

めていくことができました。ここに厚くお礼申し上げますとともに、今後なお一層のご支援、

ご指導を賜りますようにお願い申し上げます。 
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ᒣᙧ┴❧㭯ᒸ༡㧗➼Ꮫᰯ ᣦᐃ➨㸰ᮇ┠ 㸰㸷㹼㸮㸱

ル研究開発実施ሗ࿌㸦せ⣙㸧࣮ࢡイスࣁス࢚ࣥイࢧ࣮ࣃ௧࿴㸰ᖺᗘス࣮޽

 ձ 研究開発課題

 ே㈈࠘の⫱成ࠗ࠺ᢸࢆる㹑㹑㹆άືの῝໬による⛉Ꮫᢏ⾡の発ᒎࡅ࠾TSURUOKA SCIENCE CLUSTERࠖにࠕ

 ղ 研究開発のᴫせ

 地域に᰿௜く᭱ඛ➃の研究機関や大学・企業・自治体、近隣のＳＳＨ、Ｓ㹎Ｈ校等（TSURUOKA SCIENCE CLUSTR）
との連携により、ᖜ広い視野でከᵝなテーマでの探究活動を深化・発展させることで、地域や日本、ୡ⏺が┤
㠃する課題を発見しゎỴする能力を㌟に௜け、学⾡ᩥ化㒔市「鶴岡」を≌ᘬし、ୡ⏺で活㌍する科学ᢏ⾡の発
展をᢸう高いᚿを持ったࠗ人財࠘の持続的な育成を行うために௨ୗの研究を行う。 
㸿 ⌮ᩘᡯ⬟ࢆఙ㛗ࠊࡏࡉ研究ᶵ㛵࣭大Ꮫ࣭௻ᴗ࣭⮬἞య➼と㐃ᦠࡓࡋ᥈究άືの῝໬発ᒎにྥࡓࡅ研究 
㹀 ⛉Ꮫⓗコࣥࢆ࣮ࢩࣥࢸࣆఙ㛗ࠊࡋ㹇㹁㹒ά⏝⬟ຊとコࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⬟ຊのྥ上ࠊⱥㄒຊのྥ上にྥࡅ

 研究ࡓ
㹁 ⌮ᩘయ㦂඘実のࡵࡓのࣉロ࣒ࣛࢢ開発によるᗈいど㔝ࢆᣢࡓࡗ⌮ᩘ⣔ே㈈ࢆ⫱成ࡍる研究 
㹂 㹑㹑㹆஦ᴗࢆ᥎㐍ࡍるࡵࡓの評価᳨࣭ド᪉ἲの研究 

 ճ ௧࿴㸰ᖺᗘ実施つᶍ

基本的には全校生徒（㸳８４ྡ）と全教員を対象とする。
学科 

コース 
➨１学年 ➨２学年 ➨３学年 ィ 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 
理数科 ͤ４２ １ ４１ １ ４０ １ １２３ ３ 

普通科 
理系 ͤ８㸳 ２ ８２ ２ 㸵㸳 ２ ２４２ ６ 
ᩥ系 ͤ６６ ２ 㸵㸳 ２ 㸵８ ２ ２１９ ６ 

ィ １９３ 㸳 １９８ 㸳 １９３ 㸳 㸳８４ １㸳 
（ഛ考）ͤまとめເ集のため、➨１学年は次年度の予定人数 

Ӑ全校生徒を対象とする取組ӑ
Ａ－①「ＳＳ科目」の改善と教ᮦ開発、指導法や評価法等の研究
Ａ－②全校生徒が取り組ࡴ継続した探究活動ࠗ鶴南ゼミ࠘の深化・発展
Ｂ－ն「情報・科学コンピテンシー」の開タと࢝リキュラム開発
Ｂ－շＩＣＴ機ჾを活用する能力、コミュニケーション能力の育成
Ｂ－ո英語力の向上とᾏ外の高等教育校との交流、連携の拡大
Ｃ－չ鶴南キャリアプログラムの研究開発
Ｃ－⑪研究成果の社会への還元と発信

Ӑ理数科または科学部の生徒を対象とする取組ӑ
Ａ－④科学部活動の充実と発展、高度・ඛ➃研究に取り組ࡴ生徒の育成
Ｃ－պᑠ中学校での理数体験充実と高等学校間での理数体験を共有するための研究
Ｃ－⑫大学・研究室を訪問する研修（理数セミナー）の拡充

Ӑ≉ูに⯆࿡を持って研究を進める生徒を対象とする取組ӑ
Ａ－③探究活動ࠗ鶴南ゼミ࠘におけるࠗ地方๰生࠘ศ野の開タと拡大
Ａ－④科学部活動の充実と発展、高度・ඛ➃研究に取り組ࡴ生徒の育成
Ａ－յ国㝿科学ᢏ⾡コンテスト等への生徒の参加数、入㈹数の増加に向けた取組

Ӑ教員中ᚰの取組ӑ
Ｃ－պᑠ中学校での理数体験充実と高等学校間での理数体験を共有するための研究
Ｃ－⑪研究成果の社会への還元と発信
Ｃ－⑬大学・企業と連携した研究実績を進路指導へ活用するための研究
Ｄ－⑭評価・検証法の研究とＳＳＨ事業を効果的に運営するための研究
Ｄ－⑮運営指導委員会の開催
Ｄ－⑯報告書の作成

 մ 研究開発ෆᐜ

○研究ィ⏬ 

➨１年次
ᖹ成 29 年度

研究体ไの確立、各プロジ࢙クトの内容の整ഛ
Ａ 理数才能を伸長させ、研究機関・大学・企業・自治体等と連携した探究活動の深化発展に向

けた研究 
・「ＳＳ科目」の改善と教ᮦ開発、指導法や評価法等の研究をする。
・学校タ定教科「探究」学校タ定科目「鶴南ゼミ（基礎）」の実施にకうシラࣂスの整ഛと評

価方法の࿘▱を行い、スムーࢬに進めていけるようにする。
・「鶴南ゼミ」における「地方๰生」ศ野の充実を目指す。
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・科学部の活動を充実させる。
・外部コンテスト等への積極的に参加するよう働きかける。

Ｂ 科学的コンピテンシーを伸長し、ＩＣＴ活用能力とコミュニケーション能力の向上、英語力
の向上に向けた研究 

・学校タ定科目「情報・科学コンピテンシー」を開タし、ＩＣＴ活用能力向上࢝リキュラムの
開発を行う。

・ᾏ外の高等教育校との相互交流を実施する。
・本校鶴南ゼミ発表会において௚校生徒による発表を取り入れる。

Ｃ 理数体験充実のためのプログラム開発による広い視野を持った理数系人財を育成する研究 
・鶴⩧ア࣓ࢹ࢝イア（大学ᶍᨃ講義）を充実させる。
・鶴南キャリアプログラムを充実させる。
・鶴南ゼミの活動でᑠ中学生と関わる部ศを๰っていく。
・理数セミナーを充実させる。
・探究活動が進路実現へどのように関連しているかの研究を進める。 

Ｄ ＳＳＨ事業を推進するための評価・検証方法の研究 
・鶴南ゼミ発表会でルーࣈリックによる評価を導入する。
・卒業生追跡調査の実施。

➨２年次
ᖹ成 30 年度

研究体ไの改善、各プロジ࢙クトの内容の拡大・深化 
Ａ 理数才能を伸長させ、研究機関・大学・企業・自治体等と連携した探究活動の深化発展に向

けた研究 
・学校タ定教科「探究」学校タ定科目「鶴南ゼミ（探究）」の実施にకうシラࣂスの整ഛと評

価方法の࿘▱を行い、スムーࢬに進めていけるようにする。 
・「鶴南ゼミ」における「地方๰生」ศ野では鶴岡市や地域のᅋ体との連携企⏬を実施する。 
・外部コンテスト等への参加者に対しຮ強会を開く。 

Ｂ 科学的コンピテンシーを伸長し、ＩＣＴ活用能力とコミュニケーション能力の向上、英語力
の向上に向けた研究 

・ᾏ外の高等教育校とጜጒ校⥾⤖を目指す。 
・鶴南ゼミ発表会では࿘ᅖの高校の発表本数の増加を目指す。 

Ｃ 理数体験充実のためのプログラム開発による広い視野を持った理数系人財を育成する研究 
・ᑠ中学生に本校の探究活動について▱ってもらう機会の増加を目指す。 

Ｄ ＳＳＨ事業を推進するための評価・検証方法の研究 
・各種評価方法を実施してみての཯┬Ⅼをฟし、ᑓ㛛的視Ⅼから助言を㡬く。

➨３年次
令和元年度

中間検証の実施 
Ａ 理数才能を伸長させ、研究機関・大学・企業・自治体等と連携した探究活動の深化発展に向

けた研究 
・２・３年生の合同ゼミの実施により、上学年からの継ᢎを目指す。 

Ｂ 科学的コンピテンシーを伸長し、ＩＣＴ活用能力とコミュニケーション能力の向上、英語力
の向上に向けた研究 

・ᾏ外の高等教育校と相互交流の上、ጜጒ校⥾⤖をする。 
Ｃ 理数体験充実のためのプログラム開発による広い視野を持った理数系人財を育成する研究 

・高等学校間でお互いの発表会の行き᮶を拡大していく。 
・ᑠ中学校と組⧊的に連携した活動を企⏬していく。 

Ｄ ＳＳＨ事業を推進するための評価・検証方法の研究 
・教員間の目線合わせと౑いやすいルーࣈリック表の作成を目指して評価に関する校内研修会

を実施し、より本校に㐺した評価の形を整えていく。 

➨４年次
令和２年度

୰㛫評価ࢆ㋃ࡓ࠼ࡲ取組のぢ┤ࠊࡋᨵၿ 
㸿 ⌮ᩘᡯ⬟ࢆఙ㛗ࠊࡏࡉ研究ᶵ㛵࣭大Ꮫ࣭௻ᴗ࣭⮬἞య➼と㐃ᦠࡓࡋ᥈究άືの῝໬発ᒎにྥ

 研究ࡓࡅ
 ࣭㭯༡࢔ࣗࢽ࣐࣑ࢮルࢆస成ࠊࡋά⏝ࡍるࠋ 
࣭୰㛫評価ࢆ㋃࠼ࡲて取組のぢ┤ࠊࡋᨵၿࢆᅗるࠋ 
࣭㭯༡ࡣ࣑ࢮ㸰ᮇ┠⤊஢後の᥈究άືのᅾࡾ᪉ࡶᶍ⣴ࡋていࠋࡃ 
㹀 ⛉Ꮫⓗコࣥࢆ࣮ࢩࣥࢸࣆఙ㛗ࠊࡋ㹇㹁㹒ά⏝⬟ຊとコࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⬟ຊのྥ上ࠊⱥㄒຊ

のྥ上にྥࡓࡅ研究 
࣭୰㛫評価ࢆ㋃࠼ࡲて取組のぢ┤ࠊࡋᨵၿࢆᅗるࠋ 

㹁 ⌮ᩘయ㦂඘実のࡵࡓのࣉロ࣒ࣛࢢ開発によるᗈいど㔝ࢆᣢࡓࡗ⌮ᩘ⣔ே㈈ࢆ⫱成ࡍる研究 
 ࣭୰㛫評価ࢆ㋃࠼ࡲて取組のぢ┤ࠊࡋᨵၿࢆᅗるࠋ 
㹂 㹑㹑㹆஦ᴗࢆ᥎㐍ࡍるࡵࡓの評価᳨࣭ド᪉ἲの研究 
 ࣭୰㛫評価ࢆ㋃࠼ࡲて取組のぢ┤ࠊࡋᨵၿࢆᅗるࠋ 
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➨㸳年次
令和３年度

㸳年間のＳＳＨ事業の検証
Ａ 理数才能を伸長させ、研究機関・大学・企業・自治体等と連携した探究活動の深化発展に向

けた研究 
 ・㸳年間のＳＳＨ事業の検証・総ᣓ 
Ｂ 科学的コンピテンシーを伸長し、ＩＣＴ活用能力とコミュニケーション能力の向上、英語力

の向上に向けた研究 
・㸳年間のＳＳＨ事業の検証・総ᣓ 

Ｃ 理数体験充実のためのプログラム開発による広い視野を持った理数系人財を育成する研究 
 ・㸳年間のＳＳＨ事業の検証・総ᣓ 
Ｄ ＳＳＨ事業を推進するための評価・検証方法の研究 
 ・㸳年間のＳＳＨ事業の検証・総ᣓ 

○ᩍ⫱課⛬上の≉౛➼≉グࡁ࡭ࡍ஦㡯 
学科 

コース 
開タする科目ྡ ༢఩数 代替科目等 ༢఩数 対象 

理数科 
情報・科学コンピテンシー ２ 社会と情報 ２ ➨１学年 
鶴南ゼミ（基礎） １ 総合的な探究の時間 １ ➨１学年 
鶴南ゼミ（探究） １ 課題研究 １ ➨２学年 

普通科
理系 

情報・科学コンピテンシー ２ 社会と情報 ２ ➨１学年 
ＳＳ数学 １８ 数学Ⅰ�Ａ�Ⅱ�Ｂ�Ϫ １８ ➨１～３学年 
ＳＳ≀理 
ＳＳ化学 
ＳＳ生≀ 

１８ 
≀理基礎・≀理 
化学基礎・化学 
生≀基礎・生≀ 

１８ ➨１～３学年 

鶴南ゼミ（基礎） １ 総合的な探究の時間 １ ➨１学年 
鶴南ゼミ（探究） １ 総合的な探究の時間 １ ➨２学年 

普通科
ᩥ系 

情報・科学コンピテンシー ２ 社会と情報 ２ ➨１学年 
ＳＳ数学 １４～１㸵 数学Ⅰ�Ａ�Ⅱ�Ｂ�Ϫ １４～１㸵 ➨１～３学年 
ＳＳ≀理 
ＳＳ生≀ 
ＳＳ地学 

１１ 
≀理基礎 
生≀基礎・生≀ 
地学基礎・地学 

１１ ➨１～３学年 

鶴南ゼミ（基礎） １ 総合的な探究の時間 １ ➨１学年 
鶴南ゼミ（探究） １ 総合的な探究の時間 １ ➨２学年 

○௧࿴㸰ᖺᗘのᩍ⫱課⛬のෆᐜ
 ูῧ ➨㸳❶ 関連㈨ᩱ 令和２年度教育課程表参↷
○ලయⓗ࡞研究஦㡯࣭άືෆᐜ

Ａ－①「ＳＳ科目」の改善と教ᮦ開発、指導法や評価法等の研究
・「ＳＳ数学」「ＳＳ≀理」「ＳＳ生≀」の継続した教ᮦ開発、指導法の研究（１、２、３年生対象）
・「ＳＳ化学」「ＳＳ地学」の継続した教ᮦ開発、指導法の研究（２、３年生対象）

Ａ－②全校生徒が取り組ࡴ継続した探究活動ࠗ鶴南ゼミ࠘の深化・発展
 ・鶴南ゼミマニュアルの作成、活用

  ・上学年からの継ᢎを目指し、２・３年合同ゼミの開催
Ａ－③探究活動ࠗ鶴南ゼミ࠘におけるࠗ地方๰生࠘ศ野の開タと拡大
 ・地域課題のゎỴに関わるㅖᅋ体と連携しながらの探究活動実践
Ａ－④科学部活動の充実と発展、高度・ඛ➃研究に取り組ࡴ生徒の育成
 ・「鶴南ゼミ」での外部との連携講ᗙの拡大と」数年にわたる継続研究の拡大

・山形大学㎰学部㣗ᩱ生࿨⎔ቃ学科加᮶伸夫教ᤵの指導・助言を㡬きながら、研究活動の深化・発展
Ａ－յ国㝿科学ᢏ⾡コンテスト等への生徒の参加数、入㈹数の増加に向けた取組
 ・参加大会数１㸳、参加生徒の࡭数１㸵４ྡ
Ｂ－ն「情報・科学コンピテンシー」の開タと࢝リキュラム開発
 ・「情報・科学コンピテンシー」の指導法と教ᮦ開発、㜵⅏に関する講演会の実施
Ｂ－շＩＣＴ機ჾを活用する能力、コミュニケーション能力の育成
 ・ＩＣＴ機ჾを活用したᤵ業の拡大と効果の検証、指導方法の改善
Ｂ－ո英語力の向上とᾏ外の高等教育校との交流、連携の拡大
 ・「台湾でのᾏ外進路研修の実施」（１１月１１日～１４日）と英語を用いた交流に向けた事前学習と「鶴

南ゼミ（探究）」の研究内容の英語を用いた発表交流会の実施
Ｃ－չ鶴南キャリアプログラムの研究開発
 ・鶴岡市およࡧ地元企業の協力のୗ「鶴南キャリアプログラム」を実施
Ｃ－պᑠ中学校での理数体験充実と高等学校間での理数体験を共有するための研究

  ・本校生徒によるᑠ中学校でのᤵ業実践 
  ・௚校の発表会での࣏スࢱー発表 
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・ＳＳＨ生徒研究発表会、東北地区サイエンスコミュニティ研究校発表会、山形県探究型学習課題研究発
表会への参加 

Ｃ－⑪研究成果の社会への還元と発信
 ・「鶴南ゼミ中間発表会」「鶴南ゼミ全体発表会」の実施
Ｃ－⑫大学・研究室を訪問する研修（理数セミナー）の拡充
 ・「理数セミナーⅠ（令和２年４月２０日～２２日）」（理数科２年生対象：宮城研修）

「理数セミナーⅡ（令和３年３月１８日～２０日）」（理数科２年生対象：つくば研修）の実施
Ｃ－⑬大学・企業と連携した研究実績を進路指導へ活用するための研究
 ・「鶴南ゼミ」や科学部の研究成果や活動内容を希望する進路の実現に活用するために、学校推薦型・総

合型選抜の積極的な活用と研究
Ｄ－⑭評価・検証法の研究とＳＳＨ事業を効果的に運営するための研究
 ・評価に関する教員研修会の実施
 ・「基礎調査（生徒アンケート）」、民間業者の思考力等を調査する試験の実施
 ・卒業生追跡調査の実施
Ｄ－⑮運営指導委員会の開催
 ・年２回の運営指導委員会における運営指導委員の方々からの指導・助言による事業改善
Ｄ－⑯報告書の作成

  ・今年度の取組についてまとめた研究開発実施報告書の作成、発行

 ⑤ 研究開発の成果と課題

○研究成果の普及について 
成果の普及方法は次のとおりである。 

① ホームページに各種取組の紹介を掲載する。 
② ＳＳＨ通信（年３回）を作成して、関係者に配布する。 
③ １０月に鶴南ゼミ中間発表会、２月に鶴南ゼミ全体発表会を開催して研究成果を発表、公開する。 
④ 年度末に作成する研究開発実施報告書と鶴南ゼミ（探究）要旨集を関係者に配布する。 

○実施による成果とその評価
Ａ 理数才能を伸長させ、研究機関・大学・企業・自治体等と連携した探究活動の深化発展に向けた研究 

・年々発表会での質問等のやりとりが１・２年生問わずに活発になり、その内容も向上が見られる。
・鶴南ゼミのマニュアルを作成し、探究活動についてある程度の枠組みを整えることができた。
・化学ゼミが地域の産業であるシルク産業と連携した活動に着手した。

Ｂ 科学的コンピテンシーを伸長し、ＩＣＴ活用能力とコミュニケーション能力の向上、英語力の向上に向け
た研究 

・台湾研修が中止になり、校内で行った「鶴南ゼミ英語発表会」では活発な質疑を展開することができた。
・今回初めてＪＳＳＦにオンラインで参加し、生徒は大変な思いをしながらも得るものは大きかった。

Ｃ 理数体験充実のためのプログラム開発による広い視野を持った理数系人財を育成する研究 
・コロナ禍にもかかわらず鶴南ゼミ全体発表で２校６テーマの近隣高校から発表のご協力をいただいた。

Ｄ ＳＳＨ事業を推進するための評価・検証方法の研究 
・中間発表会前に評価についての教員研修会を行い、職員の目線を合わせながら意見交換を行った。

○実施上の課題と今後の取組
Ａ 理数才能を伸長させ、研究機関・大学・企業・自治体等と連携した探究活動の深化発展に向けた研究 
 ・鶴南ゼミの活動充実のために、教員間での情報共有、ゼミ活動時間の確保を図る。 
 ・化学ゼミのシルク産業と連携した活動の継続を目指す。 
Ｂ 科学的コンピテンシーを伸長し、ＩＣＴ活用能力とコミュニケーション能力の向上、英語力の向上に向け

た研究 
・台北市立建国高級中学と相互交流を更に進めるためにどのようなことができるかの検討をする。

Ｃ 理数体験充実のためのプログラム開発による広い視野を持った理数系人財を育成する研究 
・中高一貫校になることを視野に入れた中学生への発信の強化と鶴岡北高校との協働活動の検討を行う。
・研究内容の発信と自己の研鑚のためにオンライン参加も考慮しながら外部発表機会の増加を図る。

Ｄ ＳＳＨ事業を推進するための評価・検証方法の研究 
・１つ１つの取組の評価法を改善し、目標に対する達成度等がより明確になるように工夫を考え、実践して

いく。

 ⑥ 新型コロナウイルス感染拡大の影響  

本校主催で中止、変更になった主な事業 
・台湾進路研修（１１月１１日～１４日）が中止となり、東北地区研修（１１月１１日～１３日）で代替。 
・鶴南キャリアプログラム（６月１８日）が中止となり、講演「地域活性化のために庄内で起業する意義」（１

１月１９日）で代替。 
・理数セミナーⅠ（４月２０日～２２日）が中止となり、「数学トップセミナー」（１２月２３日）で代替。 
・理数セミナーⅡ（３月１８日～２０日）が中止となり、「鶴岡南高理数科・酒田東高理数探究科合同研修」

（３月１８日～１９日）で代替予定。 
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ู⣬ᵝᘧ㸰㸫㸯 
ᒣᙧ┴立鶴ᒸ南高等学校 ᣦᐃ➨㸰ᮇ┠ 㸰㸷㹼㸮㸱 

 
 ク࣮ル◊✲開発のᡂᯝとㄢ㢟ࢫ࢖ࣁࢫ࢚ࣥ࢖ࢧ࣮ࣃ࣮ࢫ௧࿴㸰ᖺᗘ޾

 
 ձ ◊✲開発のᡂᯝ 㸦᰿ᣐとࢱ࣮ࢹࡿ࡞等ࢆሗ࿌᭩߀ࠕ㛵ಀ㈨ᩱ㸦௧࿴㸰ᖺᗘᩍ⫱ㄢ⛬表࣮ࢹࠊ 
 と㸧ࡇࡿࡍᥖ㍕࡟㸧ࠖ࡝࡞ཧ⪃㈨ᩱࠊࢱ
Ａ 理数才能を伸長させ、研究機関・大学・企業・自治体等と連携した探究活動の深化発展に向けた研究 

Ａ－①「ＳＳ科目」の改善と教材開発、指導法や評価法等の研究 
 「ＳＳ数学」「ＳＳ物理」「ＳＳ化学」「ＳＳ生物」「ＳＳ地学」の継続した教材開発と指導法の研究が

なされている。特に今年度は新型コロナウイルスの影響でオンライン環境を利用した教育活動が色々な場

面で登場した。校内のＩＣＴ機器の整備も加速度的に進み、多くの教員が手軽に利用できるようになって

きた。 
Ａ－②全校生徒が取り組む継続した探究活動『鶴南ゼミ』の深化・発展 
 ・「鶴南ゼミ（基礎）」（第１学年生徒全員対象） 
  １年を通じて１単位で自然クラス毎の活動で「物理」「化学」「生物」「地学」「数学」「英語」を各

３時間「ディベート」を６時間で実施した。他の生徒のプレゼンを聞いたり、ディベートの手法を学ん

だりする中で他人の考え方への共感や反論の視点が身についてきており、発表会では積極的に質問をす

る１年生の姿が目立った。 
 ・「鶴南ゼミ（探究）」（第２学年生徒全員対象） 
  １５ゼミ（物理Ａ、物理Ｂ、化学Ａ、化学Ｂ、生物Ａ、生物Ｂ、地学、数学、家庭科、保健体育、慶應

義塾大学先端研特別研究生、社会科学、国語、英語、芸術）で実施した。昨年に引き続き２・３年生の

合同ゼミを実施し、先輩の成果や反省を引き継いだ。「鶴南ゼミマニュアル」を作成、活用し、ゼミ活

動が全般的にまとまりのあるものに整備されてきた。発表の場における質問の回数・質は年々向上して

きている。全体発表の場で臆することなく質問できる生徒が増え、質問内容も発表の趣旨を捉えた上で

の建設的なものとなっている場合が多く、そうした雰囲気が醸成されてきている。 
・「鶴南ゼミ（発展）」（第３学年生徒全員対象） 

  ７講座（上級国語、標準国語、数学Ⅲ、数学ⅠＡⅡＢ、英語①、英語②、学問研究）を前期・後期それ

ぞれ開設し、生徒は前期・後期で１つずつ講座を取る形で実施した。それぞれ共通するテーマを持つ者

での学習活動ということもあり、グループ内では活発な意見交換等がなされ、自己理解、他者理解を通

して個々の学びが深まるだけでなく、コミュニケーション能力、表現力の向上にもつながった。  
Ａ－③探究活動『鶴南ゼミ』における『地方創生』分野の開設と拡大 
地域活性化ゼミでは地域の情報発信、地産地消、地域医療をテーマとした活動がなされた。生徒主導で、

必要な時に自分達で関係する機関にアドバイスを求めに行くという形で進め、主体性がおおいに涵養され

た。活動の中で参加した「やまがたイノベーションプログラム 2020」では「＃庄内 Raiseプロジェクト」
のグループが地区の予選を勝ち抜き、本戦では努力賞（３位相当）を受賞することができた。そして、今

年度、新たに化学ゼミで鶴岡市のシルク産業に関わる取組を行い、サイエンスと地域活性の両輪で活動す

ることができた。 
Ａ－④科学部活動の充実と発展、高度・先端研究に取り組む生徒の育成 
・科学部の部員数は２８で過去最高となった。山形県探究型学習課題研究発表会では物理部門で最優秀賞

を受賞し、次年度の全国総合文化祭和歌山大会への出場権を獲得（１１年連続）、地学部門で優良賞を

受賞した。 
・慶應義塾大学先端生命科学研究所特別研究生が高校生バイオサミット in鶴岡にて鶴岡市長賞を受賞。 
・鶴南ゼミにおいて外部研究機関・教育機関と連携をしている部分については生徒数６１、テーマ数１６

である。テーマ数の内訳は慶應義塾大学先端生命科学研究所２、鶴岡高専５、山形大学農学部６、山形

県水産試験場１、東北公益文科大学１、鶴岡高専と山形大学農学部１。 
Ａ－⑤国際科学技術コンテスト等への生徒の参加数、入賞数の増加に向けた取組 
・化学グランプリ ２名参加 
・全国高等学校総合文化祭 ３名参加、発表 
・第１０回バイオサミット in鶴岡 ２名参加、発表、計画発表部門 鶴岡市長賞１名受賞 
・全国ＳＳＨ生徒研究発表会 １名参加、発表 
・科学の甲子園山形県大会 １チーム（８名）参加、総合４位 
・山形県高校生英語ディベート大会 １チーム（６名）参加 
・やまがたイノベーションプログラム２０２０ ２チーム（６名）参加、努力賞（３位相当）受賞 
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・Japan Super Science Fair2020 㸳ྡ参加、発表
・シル࢝ࢳࣀࢡラ２０２０ 㸱ྡ参加、発表

・科学地理オࣜンピࢡࢵ᪥本選手ᶒව国際地理オࣜンピࢡࢵ選抜大会ᒣᙧ┴予選

㸷㸱ྡ参加、う２ྡࡕ一次予選通㐣、さらにう１ྡࡕ㖡࣓ࢲルཷ㈹

・数学オࣜンピ１ྡ ࢡࢵ参加

・ᒣᙧ┴ＳＳＨ校合ྠ課題研究ࣜࣔート発表会 １２ྡ参加、発表

・ᒣᙧ┴探究型学⩦課題研究発表会 １㸷ྡ参加、発表

科学ᑓ㛛部の部 ≀理分野 ᭱ඃ⚽㈹ཷ㈹㸳ྡ 地学分野 ඃ良㈹ཷ㈹㸲ྡ

・ᗉ内・♫会基┙ᢏ⾡࢛ࣇーラム 㸳ྡ参加、発表

・ᮾ北地༊サイエンスコミュニテ࢕研究校発表会 㸶ྡ参加、発表

・௧࿴㸱年度᪥本Ỉ⏘学会᫓Ꮨ大会高校生࣏スࢱー発表 㸴ྡ参加、発表予定

Ｂ 科学的コンピテンシーを伸長し、ＩＣＴ活用能力とコミュニケーション能力の向上、英語力の向上に 

向けた研究 

Ｂ㸫⑥「情報・科学コンピテンシー」の開設と࢟ࣜ࢝ュラム開発

 ᖹ成２㸷年度、それまでの「情報・科学ࣜテラシー」を発表能力等の向上に更に力を入れる࡭く「情報・

科学コンピテンシー」に改めて実施した。ẖ年実施していた㜵⅏ㅮヰは実施できなかったがᘚㆤኈの先生

にⴭ作ᶒや法ᚊに㛵するㅮ₇をいただいた。今年度は≉に発表活動に重点的に取り組み、発表を⪺くጼໃ、

視点を㣴い、発表会での活発なやりとりにつなげることができた。

Ｂ㸫⑦ＩＣＴ機ჾを活用する能力、コミュニケーション能力の育成

᪂型コロ࢘ࢼイルスの影響でオンライン⎔ቃの整ഛ、㹊㹊教ᐊの整ഛが進み、学校඲体としてＩＣＴ機ჾ

の活用が㢖回になってきており、教員生徒ともに機ჾ扱いの⩦⇍度が上がっている。

Ｂ㸫⑧英語力の向上とᾏ外の高等教育校との交流、連携のᣑ大

 ・᪂型コロ࢘ࢼイルスの影響で１１᭶に予定されていたྎ‴研修が中Ṇになった。ẖ年行っていた現地学

生との交流の機会をኻったが、校内において「鶴南ゼミ英語発表会」を行い、英語による活発な質␲を

ᒎ開することができた。

 ・今回ึめて㹈ＳＳ㹄に参加したが、そのつᶍに㦫き、័れない言ⴥ、័れないオンラインの中でᅄⱞඵ

ⱞしながらఱとか᭱後まで向かっていき、参加生徒は大ኚな思いをしたが、ᚓるものは大きかった。

Ｃ 理数体験充実のためのプログラム開発による広い視野を持った理数系人財を育成する研究 

Ｃ㸫⑨鶴南ࣜࣕ࢟アプログラムの研究開発

 ・᪂型コロ࢘ࢼイルスの影響で㸴᭶に予定されていた鶴南ࣜࣕ࢟アプログラムが中Ṇとなったが、௦᭰と

して１１᭶にㅮᖌ合ྠ会♫ work life shiftఀ⸨㯞⾰ᏊẶによるㅮ₇「地域活性化のためにᗉ内で㉳業する
意⩏」が実施され、地ඖᑵ⫋、地域を作る人財について考えるきっかけとなった。

Ｃ㸫⑩ᑠ中学校での理数体験充実と高等学校間での理数体験を共有するための研究（成果の公表・普ཬ）

 ・௧࿴２年度ＳＳＨ生徒研究発表会（㸶᭶㸵᪥㹼 オンライン）への参加

 ・本校生徒によるᑠ中学校での授業実践（英語ゼミᑠ学校㸱回、中学校１回）

 ・Japan Super Science Fair（１０᭶㸱１᪥、１１᭶㸵᪥、㸶᪥、１㸲᪥）へのオンライン参加 

 ・௧࿴２年度ᒣᙧ┴探究型学⩦課題研究発表会（１２᭶１㸷᪥）への参加（現地開ദは中Ṇ）

 ・ᒣᙧ┴ＳＳＨ校合ྠ課題研究ࣜࣔート発表会（１２᭶１㸷᪥）へのオンライン参加

・௧࿴２度ᮾ北地༊サイエンスコミュニテ࢕研究校発表会（１᭶２㸷᪥・㸱０᪥）へのオンライン参加

Ｃ㸫ջ研究成果の♫会への㑏ඖと発信（成果の公表・普ཬ）

 ・鶴南ゼミ中間発表会（１０᭶１㸱᪥）実施

  発表⪅は本校２学年生徒඲員１㸷㸴ྡ。テーマ数はＳＳ探究㸱㸱、ＨＳ探究㸱㸲、ᒣᙧ┴立㓇⏣ᮾ高等

学校２の合計㸴㸷の࣏スࢱー発表を本校体育㤋および๢㐨場にて行った。

 ・鶴南ゼミ඲体発表会（２᭶㸲᪥）実施

発表⪅は本校２学年生徒඲員１㸷㸴ྡと外部高校生２㸳ྡ。༗๓は１年生による࣋࢕ࢹート大会Ỵ຾ᡓ

とステーࢪ発表を本会ึめてⲮ㖟ࢡࢱト鶴岡で行った。ステーࢪ発表のテーマ数はＳＳ探究㸲、ＨＳ探

究㸱の合計㸵。༗後からは࣏スࢱー発表を本校体育㤋および๢㐨場にて行った。テーマ数はＳＳ探究㸱

２、ＨＳ探究㸱１、ᒣᙧ┴立加ⱱỈ⏘高等学校２、ᒣᙧ┴立㓇⏣ග㝠高等学校㸲の合計㸴㸷。

Ｃ㸫ռ大学・研究ᐊをゼၥする研修（理数ࢭミࢼー）のᣑ充

・理数ࢭミࢼーϨ（௧࿴２年㸲᭶２０᪥㹼２２᪥）（理数科２年生対㇟㸸ᐑᇛ研修）

 ᪂型コロ࢘ࢼイルスの影響で中Ṇし、௦᭰事業「数学トࢵプࢭミࢼー」を１２᭶２㸱᪥に実施。

・理数ࢭミࢼーϩ（௧࿴㸱年㸱᭶１㸶᪥㹼２０᪥）（理数科２年生対㇟㸸つくࡤ研修）

 ᪂型コロ࢘ࢼイルスの影響で中Ṇし、௦᭰研修「鶴岡南高理数科・㓇⏣ᮾ高理数探究科合ྠ研修」を㸱

᭶１㸶᪥㹼１㸷᪥に実施予定。
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Ｃ㸫ս大学・௻業と連携した研究実績を進㊰指導へ活用するための研究

 鶴南ゼミや科学部の研究成果や活動内容を進㊰実現に結びつけるための学校推薦型・総合型選抜の積極的

な活用と研究を行った。

 㸺௧࿴２年度の主な進学実績㸼合計１㸵ྡ

   ᮾி工業大学 総合型 ≀質理工学㝔１ 

   ⛅⏣大学 総合型 国際資※学部１ 

        学校推薦型 教育ᩥ化１

ᶓ὾ᕷ立大学 総合型 国際教㣴１

ᮾி外国語大学 学校推薦型 国際♫会学部１ 

ᒣᙧ大学 学校推薦型（་学部┳ㆤ１、地域教育ᩥ化学部１）合計２

᪂₲大学 学校推薦型 人ᩥ学部２

ᐑᇛ教育大学 学校推薦型 教育学部１

ᒣᙧ┴立保೺་⒪大学 推薦入ヨ 保೺་⒪学部┳ㆤ学科１

㟼岡┴立大学 学校推薦型 ⸆学部１

៞᠕⩏ሿ大学 総合型 ⎔ቃ情報学部１

ᮾ北学㝔大学 総合型 工学部１

᪩✄⏣大学 学校推薦型 ᩥ学部１

明἞⸆科大学 学校推薦型 ⸆学部１

᪥本体育大学 学校推薦型 体育学部１

Ｄ ＳＳＨ事業を推進するための評価・検証方法の研究 

Ｄ㸫վ評価・検証法の研究とＳＳＨ事業を効果的に運営するための研究

  ・発表会後の生徒の᣺り㏉り

   中間発表から඲体発表の間に⮬分の成長を認めている生徒が多数おり、達成ឤ・‶㊊ឤをもって活動に

ບࡴことができたようだ。

  ・１年を通した探究活動の᣺り㏉り

   １年生では「鶴南ゼミ（基礎）」の活動が次年度の⮬分の探究活動のテーマをỴめていくにᙜたり、参

考になった、と多くの生徒が回答している。また、２年生では᫓に行った２・㸱年の合ྠゼミでの先㍮

からのアࣂࢻイスが参考になったと回答している生徒が多く、「鶴南ゼミ」の大きな流れはうまく回っ

てきていると考えられる。

  ・鶴南ゼミ中間発表会・඲体発表会における教員による生徒発表の評価

教員による生徒発表の評価にᙜたり、教員の研修会を行い、評価基‽の目⥺合ࢃせを行った。᫖年度、

２᭶の඲体発表๓に行った研修会を今回は１０᭶の中間発表会๓に実施することができた。目⥺合ࢃせ

だけでなく、ルーࢡࢵࣜࣈ表や評価方法についての意見交᥮も行った。

  ・基礎アンケート調査の実施 

   ᖹ成２㸶年度㹼௧࿴２年度で㐣年度ẚ㍑を分ᯒする中で、本校のＳＳＨでの取り組みや理科・数学に㛵

する能力やࢭンス向上に対して、大きな期ᚅをᢪいて入学してくる生徒が年ࠎ増加していることがㄞみ

取れる。

  ・ＧＰＳテストの実施

   ＧＰＳテストでは㸱つの思考力（ᢈ判的思考力・༠ാ的思考力・๰㐀的思考力）を ることができる。

一᫖年度より取り入れたテストであり、今年度を含め㸱年間の結果が（資ᩱＤ㸫㸵）である。今年度は

᫖年度までにẚ࡭てᴫねపい結果であった。ṇ確な分ᯒのもと、次の取組につなげていく。

  ・卒業生追跡調査の実施

   ᖹ成２㸴年度卒業生（大学㝔修ኈ課程修஢を᝿定）およびᖹ成２㸶年度卒業生（大学学部卒業を᝿定）

を対㇟に卒業生追跡調査を実施した。今回から ᚟はがきをやめて㹵㹣㹠回答のみのཷ௜にしてみたが、

Ｓ㹌Ｓを฼用した࿘▱も行っているためか、回答数はこれまでと大きくኚࢃらなかった。

 Ｄ㸫տ運営指導委員会の開ദ

  ௧࿴２年度 ➨１回 ᒣᙧ┴立鶴岡南高等学校ＳＳＨ運営指導委員会（㸷᭶㸱０᪥）

  ௧࿴２年度 ➨２回 ᒣᙧ┴立鶴岡南高等学校ＳＳＨ運営指導委員会（２᭶㸳᪥）

 Ｄ㸫ր報࿌᭩の作成

 㸨上記Ｄ㸫վの評価・検証を行うと共に、年度ᮎに研究成果を報࿌᭩としてまとめる。

 ղ ◊✲開発のㄢ㢟  㸦᰿ᣐとࢱ࣮ࢹࡿ࡞等ࢆሗ࿌᭩߀ࠕ㛵ಀ㈨ᩱ㸦௧࿴㸰ᖺᗘᩍ⫱ㄢ⛬表࣮ࢹࠊ

と㸧ࡇࡿࡍᥖ㍕࡟㸧ࠖ࡝࡞ཧ⪃㈨ᩱࠊࢱ

㸿 理数ᡯ能を伸長させ、研究機㛵・大学・௻業・⮬἞体等と連携した探究活動の῝化発ᒎに向けた研究

 ・鶴南ゼミάືの඘ᐇ 
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  今年度、鶴南ゼミのマニュアルを作成し、探究活動についてある程度の枠組みを整えることはできた。課

題としては、他のゼミが今どんな活動を行っているのかが見えていないことや、校内での連携を充実させ

ることなどが挙げられている。これらに対して教員向けの「ＳＳＨだより」で情報提供、情報共有を図っ

ていきたい。また、まとまった活動時間を作り、活動の幅を広げることを目的に、学期に１回２時間連続

のゼミの時間の設定を考えていく。

 ・化学ゼミのシルク産業との連携 

  今年度、サイエンスと地域活性が重なる部分に着手できた活動を次年度以降も継続できるようにする。

Ｂ 科学的コンピテンシーを伸長し、ＩＣＴ活用能力とコミュニケーション能力の向上、英語力の向上に向け

た研究 

 ・台北市立建国高級中学との連携 

相互交流を更に進めていくためにどのようなことが出来るかを検討していく。 

Ｃ 理数体験充実のためのプログラム開発による広い視野を持った理数系人財を育成する研究 

 ・中高一貫校の開校へ向けた取組 

  中高一貫校の開校を視野に入れて、中学生へ向けた本校の取組を発信する機会を増やすことや、統合とな

る鶴岡北高校と今後どのようなことができるかを検討していく。

・外部発表機会の増加 

  研究内容の発信および発表内容や発表手法の研鑚をねらいとして、オンライン参加の選択肢も十分に考慮

に入れながら外部発表会への参加機会を増やす。

 ・学校推薦型・総合型選抜等への対応 

  国公立、私立を含めて、学校推薦型・総合型選抜の取扱いが、志望理由や活動実績のみならず、入学後の

研究活動に必要な学力の評価も大きく影響する傾向が出てきたため、探究活動と教科指導での思考力や判

断力、表現力等を意識させたＳＳＨにおける探究活動、普段の授業の質的向上や生徒への情報提供と指導

体制の確立が望まれる。

Ｄ ＳＳＨ事業を推進するための評価・検証方法の研究 

 ・各事業の評価方法の見直し 

２回の運営指導委員会でのご助言や今年度のＧＰＳの結果などを通して、１つ１つの取組のねらいや目標、

効果の重要性を改めて認識することができた。次年度は客観性を高めることを意識しながら、その１つ１

つの取組の評価法を改善し、目標に対する達成度等がより明確になるような工夫を考え、実践していく。

・鶴南ゼミの評価方法の改善 

学校設定教科『探究』の学校設定科目「鶴南ゼミ（基礎）」「鶴南ゼミ（探究）」の評価法について、発

表会以外の場面での評価の充実という視点で、先生方の意見をいただきながら改善を続けていく。

 ・卒業生追跡調査の改善 

卒業生追跡調査は次年度以降も継続予定だが回答率を上げるための手立てを検討する。

 ・中間評価への対応 

  中間評価を以下のようにまとめ、その対応について検討し、できる部分から実践する。

① 評価の客観性を高める工夫

  ② 発表会以外の場面における評価の充実

  ③ 理数科の課題研究の質向上のための時間・指導体制確保

  ④ 課題研究における生徒の主体的なテーマ設定

  ⑤ 多岐に渡る探究テーマの指導に対応するための外部人材の積極的活用とその際の連携方法の工夫

  ⑥ 校内研修等の組織的な取組の計画的な実施

  ⑦ 地域活性化ゼミのサイエンス色の強調

  ⑧ 各種コンテスト等への参加生徒の支援強化

  ⑨ 校内における成果の「継承」に資する取組の充実

  ⑩ 開発した教材等の積極的公開

  これらをもとに今年度の活動に改善を加えている部分もある。次年度以降もＳＳＨの活動が良い方向に向

かっていくように上記１０項目に十分留意しながら進めていく。
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㸿 ⌮数ᡯ⬟ࢆఙ㛗ࠊࡏࡉ◊✲ᶵ㛵࣭኱学࣭௻ᴗ࣭⮬἞య➼࡜㐃ᦠࡓࡋ᥈✲άືの῝໬発展ࡓࡅྥ࡟◊✲ 

学ᰯタᐃ⛉┠の࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ᐇ㊶࡜ᨵၿࡾࡼ࡟㧗ᗘࡸ✲◊࡞᥈✲άືの⣲ᆅ࡞࠿☜ࡿ࡞࡜▱㆑ࢆ⣔⤫ⓗ࡟

ᐃ╔ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡏࡉᖜᗈࠊ࡛࣐࣮ࢸ࠸◊✲ᡤ࣭኱学࣭௻ᴗ࣭⮬἞య➼࡜㐃ᦠࡓࡋ᥈✲άືࡴ⤌ࡾྲྀ࡟

ࡓࡅ௜࡟㌟ࢆຊ⬟ࡿࡍゎỴࡋ発ぢࢆㄢ㢟ࡿࡍ㠃┤ࡀ⏺ୡࠊ᪥ᮏࡸᆅᇦࠊࡵ㧗ࢆ᥈✲ᚰࡿࡍᑐ࡟学⛉ࠊ࡛࡜ࡇ

⛉学ᢏ⾡の発展ࢆᢸ࠺㧗࠸ᚿࢆᣢࠗࡓࡗே㈈࠘ࢆ⫱ᡂ࡛ࠋࡿࡁ 

㸿㸫ձ ࠕ㹑㹑⛉┠ࠖのᨵၿ࡜ᩍᮦ㛤発ࠊᣦᑟἲࡸホ౯ἲ➼の◊✲ 

【ᚲせࡿ࡞࡜ᩍ⫱ㄢ⛬の≉౛ࡑ࡜の㐺⏝⠊ᅖ】 
 ༢位数をኚ᭦した 

  科目（現行の科目） 

ᒚಟ 

学年 

༢位 

数 
э 

新たにタ⨨する科目 

   （㸳㸳分授業） 

ᒚಟ 

学年 

༢位 

数 

普
通
科
理
⣔ 

社会と情報 １ ２ э 情報・科学コンࣆテンシー １ ２ 

数学Ϩ㸪数学㸿㸪数学ϩ 

数学㹀㸪数学Ϫ 
１㹼３ １８ э 㹑㹑数学 １㹼３ １８ 

物理ᇶ♏・生物ᇶ♏ 

化学ᇶ♏ 

化学 

物理・生物（どちらかを選ᢥ） 

１ 

２ 

２㹼３ 

２㹼３ 

２×２ 

２ 

㸴 

㸴 

э 

㹑㹑物理 

㹑㹑化学 

㹑㹑生物 

１㹼３ １８ 

⥲合的な探究の時間 

⥲合的な探究の時間 

１ 

２ 

１ 

１ 
э 

「鶴༡ゼミ（ᇶ♏）」 

「鶴༡ゼミ（探究）」 

１ 

２ 

１ 

１ 

普
通
科
ᩥ
⣔ 

社会と情報 １ ２ э 情報・科学コンࣆテンシー １ ２ 

数学Ϩ㸪数学㸿㸪数学ϩ 

数学㹀 
１㹼３ 14㹼17 э 㹑㹑数学 １㹼３ 14㹼17 
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社会と情報 １ ２ э 情報・科学コンࣆテンシー １ ２ 

⥲合的な探究の時間 １ １ э 「鶴༡ゼミ（ᇶ♏）」 １ １ 

課題研究 ２ １ э 「鶴༡ゼミ（探究）」 ２ １ 

㸺㹑㹑数学㸼 

（１）目標 
数学におけるᇶ本的なᴫ念、ཎ理・ἲ๎などについての⣔⤫的な理ゎを深め、数学的に考ᐹし表現する能力

とែ度を育て、๰㐀的な能力を高める。クロス࢝リキュラムにより体⣔的な理ゎを深めるとともに、発展的

な内ᐜをᢅうことにより、理ㄽ的に考えて的☜にฎ理し、᫂☜に表現するែ度と能力を養う。 
（２）仮説 
 ａ 本校⊂自のクロス࢝リキュラムや学⩦プリントの⊂自教材等によって、生徒がᇶ♏から応用まで‶㐢なく

取り組み、また、本校数学科として一㈏した指導をྍ能にすることで、生徒の体⣔的な理ゎへと⧅げる。 

 ｂ 学⩦プリントを෉子化した㹑㹑数学テキストを年度ึめに㓄ᕸしたり「数学࢜リンࢵࣆク」などの案内を

積極的に行ったりすることによって、発展的な内ᐜへ取り組む生徒や数学に関する各種コンテスト等に参

加する生徒などがቑえ、自発的に数学に取り組む㞺ᅖẼが生まれる。 
（３）実践と成果 
 ａ 対㇟生徒と༢位数 
  普通科１年生（㸳༢位）、普通科２年生（㸴༢位）、普通科３年生（理⣔㸵༢位・ᩥ⣔㸴༢位） 
 ｂ ᴫ要 
  ３年間を見通して、高校数学の内ᐜを鶴岡༡高校⊂自に⦅成し┤し、より効果的なᒚಟがྍ能になるように

する。また、授業は⊂自にస成した学⩦プリントを使用し、発展的な内ᐜにも取り組めるよう工夫する。 
 ｃ 評価の観点 
  ア ᪥㡭の授業ែ度・学⩦ጼໃ、試験⤖果等 
   ・各種試験⤖果、授業でのアンケート、グループ学⩦での振り返り等の内ᐜが๓年度までにẚべて、どう

ኚ化しているか。 
  イ 各種コンテストへの参加者数・成⦼ 
   ・๓年度までにẚべて、参加者数がቑ加しているか。また、コンテストでの成⦼はどうか。 
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 㹢 仮説の検証 
  仮説ａについては、コロナ の影響を受け、授業時数の๐ῶに対応するⅭ、今まで使用してきた⊂自教材プ

リントの内ᐜを᭦に⢭査することで、ᇶ本のᐃ╔から応用力の育成までᖜ広く指導することができた。その

上で、ࢹジタル教科᭩やプロジェクタを活用した授業の実践に各教ㅍが積極的に取り組んだ。また、その様

子を஫いに参観したり、数学科会㆟で情報஺᥮したりすることで、教員間の指導力向上にも⧅がっている。

教員の㹇㹁㹒に関するスキルアࢵプを目的とした研ಟ会を教科内で実᪋することができた。さらに、「大学

入試ඹ通テスト」に向けて、ᐃᮇテストでは「思考力・ุ断力・表現力」をព識した問題స成に努めた。 
  仮説ｂについては、自主的に発展的な内ᐜへ取り組む生徒や、学⩦を進めていく中で関連࡙けられる内ᐜに

ᡠり、内ᐜの理ゎを深めていく生徒の様子が見られた。コロナ の中、数学⏥子ᅬは中Ṇとなるものの、࢜

ンラインで実᪋された数学࢜リンࢵࣆクの予選に参加した生徒がいたことは評価できる。 
（４）次年度へ向けての課題 
  より適切で効果的な࢝リキュラムについて᭦に継⥆して研究を進めていく。グループ学⩦など生徒ྠኈが積

極的に関われる学⩦活動が制限される中、より生徒が඘実した学⩦活動が展開できる方⟇を検ウしていく。

クラウドサーࣅスを฼用したᑠテストの実᪋や個々の学力の分ᯒなど、㹇㹁㹒の活用についても研㛑を重ね

ていく。「大学入試ඹ通テスト」に向けた「思考力・ุ断力・表現力」をព識した教材やテスト問題のస成を

次年度も引き⥆き行い、深化させていく。 
 
㸺㹑㹑≀⌮㸼 

（１）目標 
「物理ᇶ♏」と「物理」のᯟにとらわれず༢ඖを⣔⤫的に学⩦することで物理の理ゎを深める。発展的な内

ᐜや協ാ的な観ᐹ・実験などを༑分に行い、㹇㹁㹒機ჾを効果的に活用した発表活動を積極的に取り入れる

ことで、高度な研究や探究活動の⣲地となる☜かな知識をᐃ╔させ、科学ᢏ⾡の進展に対する興味・関心や

知識を活用する能力などを育成する。 

（２）仮説 
 ａ 学⩦指導要㡿の科目「物理ᇶ♏」と「物理」の཮方にまたがる༢ඖを、科目のᯟにとらわれず⣔⤫的に学

⩦することで理ゎを深めることができる。 
 ｂ ࠗἼ動࠘とࠗ力学࠘といった␗なる༢ඖ間でも、༢振動などのඹ通஦㡯についてはඹ有して学⩦すること

で理ゎを深めることができる。 
 ｃ 生徒が物理現㇟を┤᥋的にイ࣓ージすることができるように、実物や実際の現㇟をできるだけ取りᢅわせ

るとともに、視⫈ぬ教材や授業プリントの活用、⌜ごとのアクテࣈ࢕ラーニングといった࣓ࢵソドを効果

的に用いることで理ゎを深めることができる。 
（３）実践と成果 
 ａ 対㇟生徒と༢位数 

１年生２༢位、２年生２༢位、３年生４༢位 
１年生では඲員（193 名）が物理と生物をᒚಟ、２年生（66名）と３年生（61名）が選ᢥ者による授業 

 ｂ ᴫ要 
  ༢ඖの組み᭰えにより、ࠗ 力学・⇕力学 （࠘物理ᇶ♏㸩一部物理）、ࠗ Ἴの性質 （࠘物理ᇶ♏㸩物理）、ࠗ 㡢 （࠘物

理ᇶ♏㸩物理）、ࠗ ග （࠘物理）、ࠗ 力学・⇕力学 （࠘物理）、ࠗ 㟁☢Ẽ （࠘物理ᇶ♏㸩物理）、ࠗ ཎ子 （࠘物理）の㡰

に学⩦する。༢ඖを分野ごとに学⩦することで、⣔⤫❧てた⥲合的な理ゎを目指す。 
 ｃ 評価の観点 
  ༢ඖごとの内ᐜを理ゎできたか。㺃㺃㺃授業での発表、❶ᮎ問題₇⩦、ᐃᮇテスト、課題テスト 
  「物理ᇶ♏」と「物理」を⥲合的に理ゎできたか。㺃㺃㺃授業での発表、課題₇⩦、模ᨃ試験、大学入試 
 㹢 仮説の検証 
  ࠗἼ動 と࠘ࠗ 㟁☢Ẽ に࠘ついては、まとまった༢ඖを⣔⤫的に学⩦することができ、㢧ⴭな効果が得られた。

また、ࠗ Ἴ動࠘とࠗ力学 、࠘ࠗ ⇕力学࠘といった༢ඖ間のඹ通஦㡯をඹ有して学⩦することで、物理現㇟を┤視

してᢕᥱできるようになり、生徒の理ゎの深まりが見られた。 
  㹇㹁㹒の活用においては、現㇟のኚ化を動⏬で☜ㄆしたり、物理の授業ではないが探究活動（鶴༡ゼミ）の

中で実験ࢹータを集⣙してྍ視化したりといった活動が有効だった。 
（４）次年度へ向けての課題 

物理が඲員必ಟの１年生では、数学的な࢛ࣇローが必㡲となっている。஧次関数・指数・୕角ẚなど、その

取ᢅいにはᨵၿのవ地がある。３年生でも理科と数学が୙得ពな理⣔物理選ᢥが今年は多くおり、物理を理

ゎするᡭ段としての数学のᙅさにつまずく生徒がいた。ᩥᏐ式の計⟬などへの物理的なព味௜けが、物理の

理ゎ向上にᙺ❧つだけでなく、数学への࢛ࣇローにもつながると思われる。 
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㸺㹑㹑໬学㸼 

（１）目標 
「ᇶ♏を௜した科目」と「ᇶ♏を௜さない科目」のᯟにとらわれず、発展的な内ᐜや協ാ的な観ᐹ・実験や、

発表活動を積極的に取り入れ、㹇㹁㹒機ჾを効果的に活用した上で、⣔⤫的に学⩦することで、高度な研究

や探究活動の⣲地となる☜かな知識をᐃ╔させ、科学ᢏ⾡の進展に対する興味・関心やそれらの知識を活用

する能力などを育成する。 
（２）仮説 
 ・「化学ᇶ♏」「化学」の༢ඖのᯟにとらわれず、生徒の実情に合わせた༢ඖの入れ᭰えにより⣔⤫的に学⩦す

ることで、化学現㇟に対する生徒の理ゎを深めることができる。 
・授業の中で発展的な内ᐜや環境問題等を取り上げ協ാ的な活動、観ᐹ・実験等を取り入れることで科学ᢏ⾡

の進展に対する興味・関心や知識を活用する能力を育成することができる。 
 ・௚の教科（数学、物理、生物等）の内ᐜと重」ཪは᪤⩦஦㡯を๓提とする༢ඖについては学⩦内ᐜや学⩦す

る時ᮇを情報஺᥮し、必要に応ࡌて௚教科のᢸ当者の協力のୗに㹒㹒（ࢳームテ࢕ーࢳング）を実践するこ

とで効果的で効⋡的な指導ができる。 
 ・「₇♧実験」「生徒実験」に加えて、実験の様子や化学཯応の様子を㓄信されている動⏬を効果的に活用する

ことで、生徒の興味関心が向上し、理ゎが深まる。 
（３）実践と成果 
㸺実践㸼 

・学校タᐃ科目開タ８年目、現行の教育課⛬㸵年目となった。今年度においても、๓年の生徒のᇶ♏学力（

≉に数学的な⣲養）、理ゎ度のᕪ␗などを㋃まえてᨵၿをし、以ୗの様な≉ᚩを持たせ、生徒の理ゎ度、

ᐃ╔度等をẚ㍑した。 
・新教育課⛬㺀化学ᇶ♏㺁㺀化学㺁をベースにしているが、生徒の実情に合わせた༢ඖの入れ᭰えにより、次の

ような≉ᚩを持たせている。 
ձ 㺀物質㔞と化学཯応式㺁をベースにした⣔⤫❧てた指導 

以๓、物質㔞を学⩦した┤ᚋに化学ᖹ⾮を学ばせ、一部生徒の理ゎが深まらなかった཯┬をୗに、㺀物質㔞と

化学཯応式㺁を༑分理ゎした上で、化学཯応式の係数のẚにకう計⟬で㔞的な関係がゎỴできる「「物質㔞と

化学཯応式」Ѝ「㓟とሷᇶ」を㓄⨨した。」このことにより、中学の理科で化学分野を学んで１年間のࣈラ

ンクがある生徒に対して、中学分野で学んだことを☜ㄆしながら、高校での取りᢅう新しい஦㡯へ発展させ

ながらの指導がྍ能となった。しかし、౫↛として数的ฎ理のⱞᡭな生徒には内ᐜの理ゎのᐃ╔には多くの

時間を要した。 

ղ ↓機分野を理ㄽ分野とリンクさせた₇⩦と実験・観ᐹ 

↓機化学と↓機物質の性質の分野では、一方的な知識のワめ㎸みによる生徒の学⩦ពḧのపୗを㜵ぎ、興味

関心を持たせるためにできるだけ「₇♧実験」や「生徒実験」を取り入れようとしたが、生徒実験を行うこ

とがྔわなかった。ᬯグ஦㡯が多い分野ではあるものの理ㄽ分野、≉に㓟化㑏ඖで学⩦した内ᐜをリンクさ

せながら₇⩦することでᐃ╔୙㊊だった化学ᇶ♏の᚟⩦もවねることができた。 
また、教科᭩で取り上げられている↓機物質の性質に関する実験や、㈨ᩱ集で取り上げられている実験で、

教科᭩会社による動⏬㓄信されている内ᐜに関しては、㓄信サイトからの動⏬を授業に効⋡的に取り入れる

努力をした。 
ճ ௚教科との連携をព識した進度 

昨年とྠ様に、数学で指数・対数を学び時ᮇが経ったᚋに学⩦する「㓟とሷᇶ」で取り上げる㹮㹆を求める

㐣⛬で必要となる常用対数の数的ฎ理の指導、᭦に今年は、「化学ᖹ⾮」「Ỉ⁐ᾮ中の化学ᖹ⾮」で取り上

げる、ᖹ⾮ᐃ数、㟁㞳ᐃ数を求める㐣⛬で必要となる指数の数的ฎ理の指導、「Ẽ体の性質」で取りᢅうㅖ

ἲ๎とそのබ式が表すグラࣇの形≧に関しては、≉に数学的な知識のᐃ╔がὸい生徒について、数的ฎ理、

グラࣇのイ࣓ージがつかめない様子があった。数学のᢸ当者と協ാした㹒㹒を行いたいと考えていたが、⮫

時ఇ校による時数୙㊊などがཎᅉで実᪋できなかった。᮶年度以㝆、௚教科との連係についても重」してい

る学⩦分野に関する情報஺᥮を行い、より理ゎが深まるようにព識した指導を心᥃けたい。 
㸺成果㸼 

・㺀物質㔞と化学཯応式㺁をベースにした⣔⤫❧てた指導により、以๓より㔞的関係の計⟬でつまずく生徒はῶ

ᑡしたと思われる。一方、౫↛として༢位のኚ᥮、ẚ例、཯ẚ例関係のグラࣇの理ゎ等、数学的な⣲地が⬤

ᙅなために、理ゎに多くの時間を要する生徒が年々ቑ加している。このഴ向は今ᚋも⥆くものと思われる。 
 ・生徒実験をすることがྔわなかったため、๪教材から見ることができる「実験動⏬」を⤂௓するなどした。

それにより一ᐃ⛬度の理ゎの深まり、興味関心の向上は見られたが、実際の実験᧯సで得られる現実味には

及ばない。しかし、効果的に฼用できる内ᐜも多々あるため継⥆して研究を進めていきたい。 
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（４）次年度へ向けての課題 
・今年度の཯┬を活かすとともに生徒のኚᐜ（生徒のᇶ♏学力（≉に数学的な⣲養）、理ゎ度のᕪ␗）に対応

した࢝リキュラムの᭦なるᨵၿ 
・より効果的な「₇♧実験」「生徒実験」「㓄信動⏬を効果的に取り入れた」の教材研究。≉に㹇㹁㹒を取り入

れた実験教材の開発。 
・継⥆した௚の教科（数学、物理、生物等）の内ᐜと重」する༢ඖについての効果的な指導方ἲや協力体制の

構築に向けた情報஺᥮や㹒㹒の実᪋に関する研究。 
 

㸺㹑㹑⏕≀㸼 

（１）目標 
「ᇶ♏を௜した科目」と「ᇶ♏を௜さない科目」のᯟにとらわれず、発展的な内ᐜや協ാ的な観ᐹ・実験な

どを༑分に行い、発表活動を積極的に取り入れ、㹇㹁㹒機ჾを効果的に活用し、⣔⤫的に学⩦することで、

高度な研究や探究活動の⣲地となる☜かな知識をᐃ╔させ、科学ᢏ⾡の進展に対する興味・関心や知識を活

用する能力などを育成する。 

（２）仮説 
リキュラムの効⋡化と内ᐜの⢭選を行うことで「生物ᇶ♏」「生物」のᯟにとらわれず、඲体としての授࢝

業展開のὶれを構築できる。また、内ᐜの⢭選に関しては取り上げるべき㡯目と、そうでない㡯目でかける

時間にᕪをつけ、生徒もព識できるような形になる。１年生の「生物ᇶ♏」では学ᮇに１ᅇ、テーマをỴめ

てアクテࣈ࢕ラーニングの授業を行い、これまでに学⩦した知識を活用する時間をタけることで、思考力や

ุ断力をつけることができる。 

（３）実践と成果 
 ａ 対㇟生徒と༢位数 

１年඲員２༢位 

２年理⣔２༢位、２年ᩥ⣔選ᢥ者２༢位、 

３年理⣔４༢位、３年ᩥ⣔選ᢥ者２༢位、３年ᩥ⣔「㹑㹑地学」選ᢥ者１༢位 

１年では඲員が㹑㹑生物をᒚಟする。 

２・３年理⣔「生物」において、選ᢥ者による授業を展開する。 

２・３年ᩥ⣔「生物ᇶ♏」において、選ᢥ者による授業を展開する。 

また３年は「㹑㹑地学」選ᢥ者も１༢位だけ授業を展開する。 

 ｂ ᴫ要 
新教育課⛬「生物ᇶ♏」、「生物」をベースに学⩦する。学⩦分野の組み᭰えにより㺀生物ᇶ♏㺁を、᳜生の多

様性と分ᕸ、生ែ⣔とそのಖ඲、生物の体内環境、生物の≉ᚩ、㑇ఏ子とそのはたらきの㡰に学⩦する。中

学の学⩦内ᐜと「生物ᇶ♏」とのつながりや、㺀生物ᇶ♏㺁と㺀生物㺁のつながりを考えて学⩦させることで、

⣔⤫❧てた⥲合的な理ゎを目指す。教材は「生物ᇶ♏」、「生物」の教科᭩を用い、適ᐅ図㘓やプリント、視

⫈ぬ教材等で⿵඘を行う。 

新教育課⛬においては探究的な内ᐜが≉に重要視されているため、₇♧実験をྵめ実験をできるだけ行い、

理ゎをಁす効果のᮇᚅできる視⫈ぬ教材を用いる。 

 ｃ 評価の観点 
 ༢ඖごとの内ᐜの理ゎに関してはᐃᮇテストや課題テストの成⦼、提出物の内ᐜ等で⥲合的に評価する。඲

体的な理ゎはࢭンター試験や２次試験等の≧ἣ、興味・関心においては実験や探究活動での取り組み≧ἣを

⥲合的に評価する。 
 㹢 仮説の検証 

㹑㹑生物においては２年次の理科の選ᢥに関わらず、すべての生徒が㺀生物ᇶ♏㺁をᒚಟしたことは、自↛஦

㇟に対する興味・関心を引き出し、生物学的ᇶ♏的知識とㄽ理的な思考力を養うために大ኚព⩏がある。２

年次では「生物ᇶ♏」の学⩦内ᐜを㋃まえて、㺀生物㺁の授業を展開した。学⩦する㡰番をᩚ理することで「生

物ᇶ♏」と「生物」との関連性をより深く理ゎし、授業に⮫むことができた。新࢝リキュラムでは教科᭩の

内ᐜが大ᖜにቑ加した。さらにコロナ⚝により授業時間が大ᖜにῶᑡし、授業は教科᭩を進めることで⢭一

ᮼとなり、࡯とんど₇⩦をすることができなかった。しかし、授業の進行に集中することで進度を✌ࡄこと

ができた。᮶年度はできるだけ₇⩦の時間をタけるように心᥃ける。３年次のᚋ༙の問題₇⩦において、஦

㇟を多面的に捉えるために様々なゎき方を実践できた。 
（４）次年度へ向けての課題 

コロナ⚝で対面式の授業ができず、࡯とんどの実験や観ᐹができなかった。᮶年度はᑡ人数でローテーショ

ンを組んだり、教員の人数をቑやしてู々の教ᐊで行うなど、実᪋に工夫が必要である。授業の人数もᐦに

なってしまうところがあったので、ᑡ人数にしてクラスを分けるなどの対⟇をとる。また、授業展開のὶれ
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を構築する中で、中学の生物分野の内ᐜと「生物ᇶ♏」、「生物ᇶ♏」と「生物」のつながりをより඘実させ、

 。リキュラムの効⋡化と授業内ᐜの⢭選で実験・観ᐹの時間を᭦に☜ಖできるように努める࢝
 
㸺㹑㹑ᆅ学㸼 

（１）目標 
「ᇶ♏を௜した科目」と「ᇶ♏を௜さない科目」のᯟにとらわれず、発展的な内ᐜや協ാ的な観ᐹ・実験な

どを༑分に行い、発表活動を積極的に取り入れ、㹇㹁㹒機ჾを効果的に活用し、⣔⤫的に学⩦することで、

高度な研究や探究活動の⣲地となる☜かな知識をᐃ╔させ、科学ᢏ⾡の進展に対する興味・関心や知識を活

用する能力などを育成する。 
（２）仮説 

ྠ時୪行で「ᇶ♏を௜した科目」と「ᇶ♏を௜さない科目」の学⩦を進めれば、地学的な現㇟をより深く理

ゎし捉えることができるようになる。理ゎが深まった段階で実験・観ᐹを行うことで、さらに深い理ゎへと

つなげることができる。また㹇㹁㹒の活用により、目で見ることがᅔ難な自↛現㇟や地⌫史をより現実的に

ឤࡌることができるようになる。 
（３）実践と成果 

ａ 対㇟生徒と༢位数 
２年生 ᩥ⣔ ඲員２༢位、地学選ᢥ者２༢位 
３年生 ᩥ⣔ 地学選ᢥ者２༢位、生物選ᢥ者１༢位 

ｂ ᴫ要 
２年生のᩥ⣔඲員が「地学ᇶ♏」を通年学ぶ。２年時ははࡌめに「ᅛ体地⌫とそのኚ動」、次いで「⛣りኚわ

る地⌫」の㡰で学ぶことにより地⌫に対する知識を深める。次いで３年時に「大Ẽと海ὒ」「Ᏹᐂの構成」を

学ぶことで地⌫を取りᕳく᭦に大きい自↛に対しての正しい自↛観を養い、᭱ᚋに「自↛とのඹ生」を学ぶ

ことによって地⌫環境と人㢮の関わりについて理ゎを深める。それに加え、地学選ᢥ者はྠ時進行でูに開

ㅮされる２༢位の授業において、「大Ẽと海ὒ」「Ᏹᐂの構成」を先取りして学ぶ。その上で、඲員の授業が

「⛣りኚわる地⌫」の「地⌫と生࿨の進化」まで進んだところで、選ᢥ者はヱ当する「地学」の内ᐜを学⩦

する。「地⌫と生࿨の進化」の内ᐜは地学ᇶ♏・地学で学⩦する඲ての内ᐜを⥙⨶的にྵむものであるため、

地⌫の歴史のヲ⣽を学ぶことで、地学඲体への理ゎが深まることがᮇᚅされる。地学選ᢥ者はそのᚋ３年生

にかけて、実験・観ᐹを஺えながら地学を学ぶことにより、さらなる知識の深化を目指す。また、⅏ᐖや㈨

※、環境等に関する内ᐜでは、教科横断的に地政学などの内ᐜをᢅい、現ᅾのୡ⏺において地学的な内ᐜが

どのように関୚しているのかをព識させる。 
なお、๓年度までは඲⠊ᅖにおいて、地学選ᢥ者は「地学ᇶ♏」と「地学」をྠ時ᒚಟしていた。 
地学選ᢥ者は教材は教科᭩「地学ᇶ♏」と「地学」を用いる。また、適ᐅ授業プリントや図表、問題集等で

⿵඘を行う。 
学⩦にあたっては、大つ模な実験⿦⨨が必要な自↛現㇟の෌現やⅆ山ᄇⅆ等の地学現㇟やኴྂの地⌫のጼ、

Ᏹᐂで㉳こっているኳ体現㇟など、実際に見ることがᅔ難な஦᯶について、スライドを用いた⏬ീの提♧や

動⏬などを積極的に活用して進める。 
ｃ 評価の観点 
部分的な内ᐜの理ゎに関してはᐃᮇテスト、課題テスト、提出物の内ᐜ等で、඲体的な理ゎはඹ通テストの

≧ἣから⥲合的に評価した。興味・関心においては授業ែ度や実験の取り組み≧ἣ、試験へ向けた学⩦の取

り組み≧ἣで⥲合的に評価した。 
㹢 仮説の検証 
今年度は上グのようなὶれにኚ᭦したึ年度にあたり、２年生が現ᅾ「地⌫と生࿨の進化」をྠ時進行でᒚ

ಟ中である。今年度は⮫時ఇ校の影響で開ጞが㐜れたが、進度としては㡰調に進むことができた。地学選ᢥ

者は地学ᇶ♏の内ᐜをࡰ࡯ᒚಟし⤊わっているため、「地⌫と生࿨の進化」についてもスムーࢬにはいるこ

とができ、㐣ཤに学んだ内ᐜの᚟⩦にもなっているので、効果的に進むことができている。㹇㹁㹒の活用に

ついては、スクリーンへの教材⏬ീのᢞ影、テレࣅ⏬面への教科᭩のᢞ影、教材動⏬の෌生などを効果的に

使うことができている。 
๓年度までのὶれで進めた現３年生については、深い理ゎに฿達できたかどうかははっきりとは言えない。

ඹ通テストの⤖果などからは地学選ᢥ者の࡯うが得点できているが、有ពな࡯どではなく、༢⣧に時間をか

けた分であるྍ能性が高い。 
（４）次年度へ向けての課題 

地学選ᢥ者に対し効果的な実験・実⩦を考えることが課題である。ᒚಟした内ᐜを༑分に生かすことができ

る実験・実⩦を計⏬する必要がある。地学はスケールの問題でᐊ内で෌現できる実験がᑡないが、効果的な

実験を研究したい。 
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㸿㸫ղ ඲ᰯ⏕ᚐࡓࡋ⥆⥅ࡴ⤌ࡾྲྀࡀ᥈✲άືࠗ鶴南ゼミ࠘の῝໬࣭発展 

㸯ᖺ⏕ 㸰ᖺ⏕ 㸱ᖺ⏕ 
ᑐ㇟ 

⛉┠ྡ ༢఩数 ⛉┠ྡ ༢఩数 ⛉┠ྡ ༢఩数 

鶴南ゼミ（ᇶ♏） 㸯 鶴南ゼミ（᥈✲） 㸯 
⥲ྜⓗ࡞学⩦の᫬㛫 
（鶴南ゼミ（発展）） 

㸯 ඲ᰯ⏕ᚐ 

㸺鶴南ゼミ（ᇶ♏）㸼 

（１）目標 
２年次の「鶴༡ゼミ（探究）」での探究活動につながるようにᇶ♏的な実験ᡭἲ、ࢹータฎ理、情報検索、

プレゼンのᡭἲ、レ࣏ートのまとめ方等の知識を身に௜けるとともに生徒ྠኈのコミュニケ㸫ションを通し

た課題ゎỴに取り組ませる。 
（２）仮説 

ａ ึᮇ段階で理科の４㡿域（物理、化学、生物、地学）のᇶ♏的な実験᧯సのᡭἲの学⩦、ⱥㄒを用いた発

表のᇶ本を学ぶことで自↛現㇟を科学的、ㄽ理的に考ᐹする能力の向上や科学ⱥㄒの学⩦に関する興味関

心が向上する。ⱥㄒ、数学２㡿域においてはテーマタᐃから発表までの探究活動を体験することでプレゼ

ンのᡭἲやレ࣏ートのまとめ方を身に௜ける。社会科分野では様々な角度から地域社会が抱える問題につ

いてのㅮヰを通して考ᐹを深めていくことが出᮶る。࢕ࢹベート活動を通して物஦をしっかりと理ゎした

上で、ㄽ理的思考、ᢈุ的思考をし、相ᡭと㆟ㄽする力を身に௜ける。 
ｂ 情報機ჾの活用方ἲや効⋡的な情報検索方ἲの⩦得により、ᖜ広い探究活動を展開していくことができる。 
ｃ 年間を通ࡌた取組を通ࡌて２年次の探究活動のテーマタᐃや活動に、⁫りなく⛣行することが出᮶る。 

（３）実践と成果 
ａ 学⩦計⏬ 
ア 科目名 「鶴༡ゼミ（ᇶ♏）」（１学年඲生徒対㇟） 

  イ ༢位数 １༢位（ⅆ᭙㸵校時） 

  ウ 形ែ・内ᐜ 

各科目３コマ�㸴教科㸩࢕ࢹベート㸴コマ㸻２４コマの᪥⛬で行う 

ᴫ要は以ୗの通り 

 

 科目 ᴫ要 

１ 物理 
有効数Ꮠの考え方と実験等における数್の取りᢅいを学ぶ。 
グ㘓タイマーを用い⢭度よく ᐃჾをᢅう方ἲを探り、 ᐃ数್のฎ理における有効数Ꮠの影響を学ぶ。 
 ᐃ⤖果と理ㄽ್とのᕪのཎᅉを探る。 

２ 化学 
２年生からの㹑㹑化学、鶴༡ゼミの学⩦・実験計⏬・レ࣏ートのస成等に⧅がるように、次のような活動をする。 

・㣗品や⸆品など、身㏆な物質に化学物質がྵまれていることをᨵめて知り、それについての調べ学⩦を行う。 

・化学物質の表し方が」数あること（分子式、構㐀式、♧性式など）を理ゎする。自分が調べた化学物質についてまとめ、プ

レゼンテーションをする。また、発表に対する質問やព見などをもちより、࢕ࢹスࢵ࢝ションする。 

３ 生物 

次のことを主な目的とし、２年生での探究活動の際にスムーࢬに実験を行うことができるようにする。 
・㢧ᚤ㙾でミクロのୡ⏺を見て、普段ではẼがつかない発見の中から、自↛஦㇟に対する興味・関心を引き出す。 
・ᇶ♏的な観ᐹ実験を通して、スケࢳࢵのᡭἲやレ࣏ートのまとめ方を学び、実験の⤖果から自↛の஦㇟について考ᐹできる

力を養う。 
・サンプル᥇集からレ࣏ートの提出までを実際にやってみることで、研究活動における一連のὶれを経験する。 

４ 地学 
・エラトステࢿスが行った地⌫の大きさの ᐃᡭἲを学び、㏆い方ἲを用いて地⌫の大きさの ᐃを行うことで、地⌫のスケ

ールを実ឤするとともに、工夫次➨でឤ知することが難しいスケールのものを ᐃྍ能であることを体験させる。 

・グーグルアースとグーグルス࢝イを使って地⌫のスケールを体験し、正しい自↛観を身につけるためのୗ地をసる。 

㸳 
ࢹ
䣵
ベ
䤀
ト 

 。て、今ᚋで必要となる「思考力」「表現力」の育成をめざす。ල体的な目標としてはୗグの㸳点であるࡌベートを通࢕ࢹ

ձ 自らの主ᙇをㄽ理的に構成するㄽ理的思考力を養う。 

ղ 必要な情報や㈨ᩱを཰集、ᩚ理し、多角的に分ᯒする力を養う。 

ճ 自らの主ᙇを的☜に表現することができる。 

մ 相ᡭの主ᙇを正☜に理ゎして聞くことができる。 

յ 社会問題に対して興味・関心を深める。 

㸴 数学 

２年生で行う探究活動の導入として、 
ձ 身のᅇりにある数学 
ղ 社会生活と数学 
ճ 数学の発展と人間の活動 

の観点からテーマを１つ選んで、そのテーマに必要なᇶ♏知識の⩦得と考ᐹ、発表を行い、テーマタᐃから発表までの探究活

動のὶれを経験させる。 
 。௚ᕫ評価・指導者評価をもとに自ᕫ評価させ、２年次の取り組みに⧅がるようにするۻ

㸵 ⱥㄒ ２年生での「ྎ‴研ಟ」、「鶴༡ゼミ発表会」でのプレゼンテーションをより効果的に行うためのᇶ♏力（テーマタᐃ力、リサ

ーࢳ力、分ᯒ力、ⱥㄒでの発表力、質␲に対する応⟅力）を身につける。 
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ｂ 評価の観点 
各科目でస成してもらった「関心・ពḧ・ែ度」「思考・ุ断・表現・ᢏ能」「知識・理ゎ」の３観点に関す

る活動内ᐜに༶した評価㡯目により評価を行う。 
ｃ 仮説の検証 
各分野において、ࠗ（２）仮説࠘を実現するためにテー

マをタᐃした。 
ベートについては඲体でやり方を学んだ上で実際࢕ࢹ

に試合を行った。各クラスでの予選、クラス௦表ࢳー

ムによるトーナ࣓ントを経て、鶴༡ゼミ඲体発表会で

は１㸪２学年、᮶㈱の方等の๓でỴ勝戦に⮫んだ。๓

年度ྠ様、࢕ࢹベートを通ࡌてᐈ観的・多角的な視点

やㄽ理的思考力、表現力を養うことができた。Ỵ勝は

ームによるものであったが、クラスでの予選からࢳ２

ᅇを重ねるにつれ、❧ㄽ・質␲ともにࣈラࢵシュアࢵ

プされⓑ⇕した࢕ࢹベートとなった。 
ⱥㄒゼミでは、「鶴岡の㨩力を外国の人にプレゼンす

る」というテーマで㨩力、課題、ゎỴἲをྵめてプレ

ゼンした。プレゼンのᇶ♏指導も行い、ⱥㄒゼミだけ

でなく௚のゼミにおいても効果がみられた。 
数学ゼミでは、㏆年重要性がቑしている⤫計学をᢅい、

身㏆な஦㇟を⤫計的に見る目を養った。 
理科（物理・化学・生物・地学）ゼミでは、それぞれの

分野での実験・観ᐹを通し、専門的な知識の一➃にゐ

れ、୪行して仮説・⤖果への進め方、研究の௙方と観

ータのฎ理方ἲを学んだ。≉に生物のミクロな視ࢹ 

点や地学のマクロなスケールឤには生徒のୡ⏺観のẆ

を◚ったឤがឤ᝿から᥎ される。 
ᇶ♏ゼミでの௚の生徒のプレゼン、２年生のゼミ探究

での発表に参加することで、聞くጼໃ（௚の人の考え

方へのඹឤや཯ㄽする視点など）にも良い影響が出て

いる。 
（４）次年度へ向けての課題 

・時間が３時間ということで、時間୙㊊をᠱ念するኌが

多かった。▷い時間でより඘実したものとなるよう、

内ᐜの⢭選を行うことが重要とឤࡌる。 
・今年度は、実験ྎを使わない実験や、グループではな

く個人での発表をするしかなかった場面が多かった。

᮶年度の情ໃにもよるが、グループでの࢕ࢹスࢵ࢝シ

ョンや活動を取り入れていきたい。 

鶴南ゼミ（ᇶ♏） ᖺ㛫ணᐃ 
 ᭶᪥ 1組 2組 3組 4組 5組 

1 5/21

᪥ 

㹑㹑㹆・鶴༡ゼミ࢞イダンス（鶴⩧会㤋） 

2 5/26 ⱥㄒ 化学 生物 地学 数学 

3 6/2 ⱥㄒ 化学 生物 地学 数学 

4 6/9 ⱥㄒ 化学 生物 地学 数学 

5 6/16 物理 ⱥㄒ 化学 生物 地学 

6 6/23 物理 ⱥㄒ 化学 生物 地学 

7 6/30 物理 ⱥㄒ 化学 生物 地学 

8 7/14 数学 物理 ⱥㄒ 化学 生物 

9 7/21 数学 物理 ⱥㄒ 化学 生物 

10 8/25 数学 物理 ⱥㄒ 化学 生物 

11 9/1 地学 数学 物理 ⱥㄒ 化学 

12 9/8 地学 数学 物理 ⱥㄒ 化学 

13 9/15 地学 数学 物理 ⱥㄒ 化学 

14 9/29 生物 地学 数学 物理 ⱥㄒ 

15 10/6 生物 地学 数学 物理 ⱥㄒ 

16 10/13 鶴༡ゼミ中間発表会 

17 10/20 生物 地学 数学 物理 ⱥㄒ 

18 11/5 ２年鶴༡ゼミⱥㄒ発表会 

19 11/17 化学 生物 地学 数学 物理 

20 11/24 化学 生物 地学 数学 物理 

21 12/1 化学 生物 地学 数学 物理 

 ベート࢕ࢹ 12/8 22

 ベート࢕ࢹ 12/15 23
 ベート࢕ࢹ
 ベート࢕ࢹ
 ベート࢕ࢹ
 ベート࢕ࢹ

 ベート࢕ࢹ 12/22 24
 ベート࢕ࢹ
 ベート࢕ࢹ
 ベート࢕ࢹ
 ベート࢕ࢹ

 ベート࢕ࢹ 1/12 25
 ベート࢕ࢹ
 ベート࢕ࢹ
 ベート࢕ࢹ
 ベート࢕ࢹ

 ベート࢕ࢹ 1/19 26
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㸺鶴南ゼミ（᥈✲）㸼 

（１）目標 
自分の興味関心のある分野で自らテーマをタᐃし、探究していくことで、主体的に学⩦に取り組むጼໃを育

成するとともに学問のᴦしさやዟ深さにẼ࡙かせる。また、発表会に関わる部分では研究内ᐜを࣏スターに

まとめるレ࣏ートస成能力、および大ໃの人の๓で発表するプレゼンテーション能力の育成を図る。これら

の活動を通ࡌて進㊰ᕼᮃ実現へのព識を高める。 
（２）仮説 

ａ １つのテーマを深く探究する課題研究を通して、調査計⏬・実験計⏬の❧て方、調査・実験の進め方、⤖

果のฎ理方ἲやまとめ方に関する能力が高まる。 
ｂ 調査・実験⤖果を発表、見学することを通して、プレゼンテーション能力とともに௚の研究の内ᐜやᡭἲ

について㆟ㄽする能力や表現力が高まる。 
ｃ 各種取組を通して生徒の科学リテラシーと課題ゎỴ能力をఙ㛗することができる。 

（３）実践と成果 

ａ 学⩦計⏬ 

ア 科目名 「鶴༡ゼミ（探究）」（２学年඲生徒対㇟） 

イ ༢位数 １༢位 

ウ 内ᐜ 

生徒は１年次の３᭶に、ゼミᢸ当者の説᫂を聞き、ᡤᒓし研究するゼミをỴᐃする。 
本校各教科教員が中心となり、各ゼミを構成する。各ゼミは、４᭶当ึにグループまたは個人の探究テー

マをタᐃする。Ỵᐃしたグループ・個人から探究活動を開ጞする。その探究活動や内ᐜをまとめたものを、

１㸮᭶の中間発表会で࣏スター発表する。さらに中間発表会をもとに選ばれたグループが１１᭶の海外研

ಟ（ྎ໭市❧ᘓ国高⣭中学）で発表し、研究஺ὶする。その際、ⱥㄒですべてプレゼンテーションする。

２᭶の඲体発表会では、中間発表会のものをᨵၿ・深化させて、࣏スターまたはプレゼンテーションソࣇ

トを用いた発表を行う。 
今年度は「鶴༡ゼミマニュアル」をస成し、ࢹータの᥇り方やฎ理の௙方、まとめ方について生徒・指導

者の情報ඹ有を図った。 
 

 
 

【௒ᖺᗘ࡚ࡵࡌࡣసᡂࡓࡋ鶴南ゼミࣝ࢔ࣗࢽ࣐】 
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ｂ 評価の観点 

ア 発表࣏スター・㈨ᩱの内ᐜ 

・活動内ᐜを適切に聞きᡭにわかりやすく、㈨ᩱをまとめ、発表࣏スターはస成できたか。 

イ 発表 

・探究活動の成果と実⩦の内ᐜを⣔⤫❧ててまとめ、聞きᡭが理ゎしやすいように発表できたか。 

ウ 関心・ពḧ・ែ度 

・自分たちの╔║点・テーマに対して、探究活動のねらいをよく理ゎし調査・実験し、ពḧ的に取り組ん

だか。また、௚の発表者の発表を┿๢に聞き、理ゎ・཯ㄽすることができたか。 
これらの㡯目について取組≧ἣ、自ᕫ評価表、提出レ࣏ート等を⥲合的にุ断し、その取り組みと実践・成

果・まとめに対して、ᢸ当教員が評価する。 
今年度は１㸮᭶の中間発表会๓に評価のための校内教員研ಟ会を実᪋し、目⥺合わせを図った。 

ｃ 仮説の検証 

・๓㏙ａについて、まず今年度は新型コロナウイルスによる影響で、スタートが⣙２ࣧ᭶㐜れた。また、１

１᭶に予ᐃされていた海外研ಟは国内研ಟにኚ᭦となったため、ⱥㄒの発表の機会として例年海外研ಟ┤

๓に行っていたリࣁーサルの場を、今年度はⱥㄒ発表の本番として௦᭰した。 
 活動の様子や発表内ᐜを見ると、指導者のຓ言を受けながら、調査計⏬・実験計⏬の❧て方、調査・実験

の進め方、⤖果のฎ理方ἲやまとめ方の能力が高まったと考える。１㸮᭶の中間発表会から２᭶の඲体発

表会にかけて、中間発表会での指᦬を受けて内ᐜやᡭἲをᨵၿし、より進化した発表になっているグルー

プが多かった。┤๓ᮇは᫨ఇみやᨺ課ᚋの時間を使うなど、課外に多くの時間を㈝やすグループが多かっ

たが、それだけ発表に対して┿๢に取り組んでいたጼໃの表れとも言える。 
また、今年度は対外的に活動したグループがቑえ、校内に␃まらず探究の成果を地域に発信していくጼໃ

ができつつある。 
・๓㏙ｂについて、࣏スターやプレゼンテーションの内ᐜは、１㸮᭶から２᭶にかけて向上したグループが

多かった。⤖果がල体化するにつれ、「もっとこうしたらいいのではないか」「こういったことは考えら

れないか」といった部分にẼ࡙くようになり、活動に対するጼໃもより積極的になっていった。ただ、こ

れらの生徒のఙ㛗をᐈ観的にどう評価するかにはついては課題がṧる。 
・๓㏙ｃについて、年々発表の場における質問のᅇ数・質が向上してきている。඲体発表の場で⮑すること

なく質問できる生徒がቑえ、質問内ᐜも発表の㊃᪨を捉えた上でのᘓタ的なものとなっている場合が多

く、そうした㞺ᅖẼが醸成されてきている。 
（４）次年度へ向けての課題 
 ・ᐈ観的ࢹータを取得するにはどうすればいいか、ࢹータ

᥇取の際に␃ពすべきことはどのような部分か等につ

いてはまだᨵၿのవ地がある。「鶴༡ゼミマニュアル」

をస成したことで、≉にࢹータฎ理については⤫計ฎ理

を行うグループがቑえるなど一ᐃの成果はあったが、ま

だまだ活用しきれていない。 
・生徒の評価をする際の教員の目⥺合わせがまだ୙༑分

である。今年度は研ಟ会を行ったことで、ある⛬度観点

の目⥺合わせができた上で評価に⮫むことはできたが、

඲体発表会の評価シートからは、まだ教員間でばらつき

がある。個ูの観点が入ることは必要なഃ面もあるが、

評価のᐈ観性を考えるとዲましくない部分もあるため、

ᨵၿが必要である。 
 ・上学年からの継ᢎ（今年度のように引継ぎ会の実᪋）。

生徒の興味関心に合わせつつ、継⥆研究になるものをసっていくことも必要。 
・本校の௚ゼミや㏆㞄高校との連携。地域の方をᕳき㎸んだ発表会のあり方の検ウ。 

 

㸺鶴南ゼミ（発展）㸼 

（１）目標 
１、２年次の探究活動によって育まれた物஦を探究していくጼໃで教科の学⩦や進㊰実現の取組に向かい、

グループ活動等を通ࡌてより深い思考を目指すとともにඹྠព識やプレゼンテーション能力のఙ㛗を図る。 
（２）仮説 

ａ 発展的な問題や課題をグループで学び発表する活動を通ࡌて、コミュニケーション能力や表現力、思考力、

【鶴南ゼミ୰㛫発⾲఍๓ࡓࡗ⾜࡟ホ౯の⫋ဨ◊ಟ఍】 
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課題ゎỴ能力が高まる。 
ｂ １㸪２年次に探究した内ᐜを進㊰実現につなげるための研究を行うことで進㊰ព識が高まり、⤖果として

進㊰実現を図ることができる。 
（３）実践と成果 

ａ 学⩦計⏬ 

ア 科目名 ⥲合的な学⩦の時間「鶴༡ゼミ（発展）」（３学年඲生徒対㇟） 

    イ ༢位数 １༢位 

    ウ 形ែ  ゼミ࢞イダンスЍゼミのỴᐃЍゼミẖの探究活動 
    エ 内ᐜ 

ゼミ 内ᐜ 

国
ㄒ 

上⣭国ㄒ 入試問題から物஦の本質へつなげる。 

標‽国ㄒ ྂᩥ・₎ᩥでは࣌ア࣡ークを繰り返しながらᇶ♏ᅛめをし、知識を活用してᩥ❶を読み思考力を

養った。 

数
学 

数学Ϫ グループ学⩦の形ែで進める。数学Ϫ分野の問題に対してグループ内で㆟ㄽしながら理ゎを深化

させていく。またゎ⟅をプレゼンテーションし、ព見஺᥮のうえ඲体で考え方をඹ有する。 

数学Ϩ㸿ϩ㹀 
グループ学⩦の形ែで進める。数学Ϩ㸿・ϩ㹀分野の問題に対してグループ内で㆟ㄽしながら理

ゎを深化させていく。また、ゎ⟅をプレゼンテーションし、ព見஺᥮のうえ඲体で考え方をඹ有

する。 

ⱥ
ㄒ ⱥㄒձղ 

⩦⇍度ูクラスに分かれ、グループで Opinion Writing の㐣ཤの入試問題を使ったព見స成эグ

ループ内でのඹ有э分ᯒэಟ正э඲体での発表、という活動を通ࡌて、問題の理ゎ力、ㄽ理的思

考力、表現力を養った。 

学問研究 

・自ᕫ分ᯒをし、ᕼᮃの学部・学科研究とそれを実現できる大学を研究・調査する。それにకっ

たᚿᮃ理⏤᭩స成の研究や㐣ཤ問研究、面᥋ἲ研究をし、進㊰実現を目指す。 
・ᚿᮃ学部・学科で学ぶ分野についてⱥㄒのᩥ⊩を読み、グループで読んだものの要⣙を発表し

ゎỴ⟇などについてヰし合った。 
   b 評価の観点 

ア 関心・ពḧ・ែ度 

・各活動のねらいをよく理ゎしてពḧ的に取り組んでいるか。ゎ⟅までの思考の㐣⛬が適切か。௚の人の

ゎ⟅や発表を考ᐹし、ព見஺᥮できるか。 

    イ 発表 

      ・自分のゎ⟅までの思考の㐣⛬を、௚の人に理ゎできるように発表できたか。また、質問やព見に対して

応対できたか。 
ｃ 仮説の検証 

   ア ඹ通するテーマを持つ者での学⩦活動であるから、グループ内で教えあい、㆟ㄽしあう≧ἣ・環境がで

きあがり、質問やព見஺᥮するコミュニケーション能力や表現力の向上に⧅がった。 
イ ௚の人のព見や発言を聞くことでྠព・⣡得するだけでなく、␗なる考え方を理ゎできる思考力や課題

ゎỴに応用する能力も高まった。 
ウ ఇみ時間にも問題について㆟ㄽする様子が見られた。学⩦ពḧ・目的、学ぶこと・理ゎすることへのᴦ

しさ・႐びが向上し進㊰ព識が高まった。 
エ 学問研究ゼミではグループ内での対ヰを通し自ᕫ理ゎと௚者理ゎが相஫に影響し、深い自ᕫ分ᯒにつな

がった。஧༓Ꮠのᑠㄽᩥを」数᭩きあげ⥲合型選抜入試に合᱁する生徒なども現れた。 
（４）次年度へ向けての課題 

ア 学問研究ゼミでは理⣔学部ᕼᮃ者のᕼᮃする進㊰

に対する深い理ゎと実践のᑡなさがឤࡌられた。

２年時に取り組んだゼミとᕼᮃする進㊰に┤᥋的

な関係がᑡなく高校時௦の取り組みをඖに大学で

の研究につなげることができなかった。２年時の

ゼミ活動のᨵ良も必要と思われる。 
  イ 集まった集ᅋに合わせたල体的な目標タᐃと、目

標達成のための課題開発、⢭選が必要である。その

ための指導ἲはẖ年、研究・実践しなければならな

い。 
 

【鶴南ゼミ（発展）数学の様子】 
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㸿㸫ճ ᥈✲άືࠗ鶴南ゼミ࠘ࠗࡿࡅ࠾࡟ᆅ᪉๰⏕࠘ศ㔝の㛤タ࡜ᣑ኱ 

（１）目標 
先➃企業や研究機関をはࡌめとし、様々な᪋タが集積する鶴岡市のサイエンスパーク構᝿と本校の探究活動

「鶴༡ゼミ」の⼥合による新たな地方๰生ࣔࢹルの提ၐを試み、地域や᪥本の抱える課題や問題を発見しゎ

Ỵする㺀ࠗ地方๰生࠘に㈨するイノベーションシステムの構築㺁をᢸうࠗ人㈈࠘の育成を目指す。この取組を

本校が中᰾となり㏆㞄の高校と協ാした活動に発展させ、今ᚋ㸳年計⏬で自἞体にࠗ地域活性プラン࠘ࠗ地

方๰生プラン࠘を提言する力を身につけさせる。 
（２）仮説 

ａ 地域活性化について探究活動を進めていくことで地方㒔市の抱える様々な課題を自分自身のテーマとし

てとらえ、大きな視点で物஦に対応するጼໃを身につけることができる。 
ｂ サイエンスパークやバイ࢜ベンࢳャー企業、先➃研究機関等と連携した探究活動に取り組むことで科学に

対する探究心を高めることができるとともにアントレプレナーシࢵプが醸成される。 
（３）実践と成果 

ａ 実践内ᐜ（㸿㹼㹃は地域活性化ゼミの活動、㹄は化学ゼミの活動） 
  㸿ࠕ㸡ᗉෆ Raiseࠖࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ 

   ๓༙は㹑㹌㹑を฼用して自分達で取材した観ගスࢵ࣏ト、㣧㣗ᗑの⤂௓を行う活動。１㸮᭶からは庄内地

方の㣗ᩥ化をఏえ、発展させていくための஦業の計⏬も୪行して行った。㒓ᅵᩱ理をレトルト㣗品のよう

な形ែで庄内出身の人たちにᏯ㓄する஦業を計⏬し、᭱⤊的には市ᙺᡤへ提案という形で⤊わった。 
  㹀ࠕ鶴ᒸ࡜ඹࠋࢆ࡜ࡇࢇࡽ࠶࡟㹼͐࠸࡞ࡽ▱ࡔࡲࡔࡲ㨩ᝨのᗉෆの┿ᐇ㸟㸽㹼ࠖ 

   地域の㨩力発信の活動。スマ࣍アプリを自分達でస成し、取材調査や広報普及までᖜ広く活動した。活動

にあたってはࣖマ࢞タࢨࢹイン株式会社のᴮ本ᣅᕭẶからアドバイスをいただき、進めることができた。 
  㹁ࠕ鶴ᒸ㥐๓ Makes you happyࠖ 

   地域の㨩力発信の活動。鶴岡㥐๓のᗑ⯒に対し、⣽かく取材を行い、,QsWaJUaP を用いて情報発信を行っ

た。୪行して෗┿やイラストを用いた２つの㥐๓࢜リジナルマࢵプをస成した。活動にあたっては鶴岡㥐

๓商ᗑ⾤振興組合の୕ᾆ஽Ặからアドバイスをいただき、進めることができた。 
  㹂ࠕᮅ᪥㸟⸨ᓥ㸟㸟ࡔࡽ࠾の㹊㸿㹊㸿ࣛࣥࠖۼࢳ 

   地産地ᾘをテーマとした活動。鶴岡市のᮅ᪥地区と⸨島地区の㣗材の࣓ニューで地ඖ㣗材の良さや新たな

調理方ἲを知ることで地ඖの良さを෌発見してもらう。鶴岡市の㣧㣗ᗑ「PaQRPa」さんから多大なるご

協力をいただき、ఱ度もᡴち合わせを重ね、実際に１２᭶の１㐌間のᮇ間限ᐃで࣡ンプレートランࢳとし

て㈍኎していただいた。また、その際、生産者さんを取材してస成したパンࣇレࢵトも㓄ᕸした。 
  㹃ࠕゼၥ┳ㆤの࣓ࣜ࠸ࡋ࡯࡚ࡗ▱ࢆࢺࢵ㸟ࠖ 

   地域་⒪をテーマとした活動。ゼ問┳ㆤに↔点を当て、鶴岡市におけるゼ問┳ㆤの現≧、課題等について

調査を行った。より多くの方々にゼ問┳ㆤについて࿘知してもらうために࣏スターをస成した。 
 

 
 

【ᮅ᪥㸟⸨ᓥ㸟㸟ࡔࡽ࠾の㹊㸿㹊㸿ࣛࣥۼࢳのάືの様子ࢆ展♧】 【⮬ศ㐩࡛స࡛ࣜࣉ࢔࣐࣍ࢫࡓࡗ᝟ሗ発ಙ】 
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  㹄ࢡࣝࢩࠕ㨩ຊ発ぢࠖࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ 

   シルクタンパク質についての研究。化学的探究だけではなく、シルクの歴史を学び、実験を重ねて有用な

物質であるシルクタンパク質の実用化を計ることで多角的な学びを目指し活動した。鶴岡市主催「鶴岡シ

ルクプロジェクト」への参加、鶴岡シルク株式会社さんからのご協力、山形大学工学部鹿野一郎先生から

のご指導、鶴岡工業高等専門学校飯島政雄先生からのご指導と、関係機関と連携しながら進めることがで

きた。 
 ｂ 評価の観点 
   ・地域の抱える問題を自分自身の問題として捉えることができたか。 
   ・探究活動を進めるにあたっては関係者、関係機関と適切に連携することができたか。 
   ・新しいことに対して失敗を恐れず試行錯誤を繰り返すことができたか。 
 ｃ 仮説の検証 
  今年度の地域活性化ゼミの活動は新型コロナウイルスの影響でイベント中心ではない取組を行わざるを得

なかった。その中で生徒が自分達で考えながらそれぞれの活動を工夫しながら進めてきた。昨年度までは連

携ありき、の考え方が強かったために、大人の影響が大きかったが、今年度は必要な時に自分達でアドバイ

スを求めに行く、という進め方にしたので、うまくいかない場面も見受けられたが、主体性の涵養という面

ではこれまで以上に効果があったことが生徒個々の振り返りから読み取れる。活動の中で関わった大人の

方々としっかり向き合って応対できたことは、地域課題を自分の問題として捉えることができた証左である

と言える。必要なソーシャルスキルやマナーを身につけたり、地域を支える大人の思いを聞くことができる

ことは生徒にとって非常に実のある経験となっている。活動の中で参加した「やまがたイノベーションプロ

グラム 2020」では「＃庄内 Raise プロジェクト」のグループが地区の予選を勝ち抜き、本戦では努力賞（３

位相当）を受賞することができた。 
そして、今年度、新たに化学ゼミで鶴岡市のシルク産業

に関わる活動を行った。シルクという地域と関わりの深

い教材を用いることで歴史を知り、先人の知恵や努力に

対する畏敬の念を醸成するとともに、シルクからタンパ

ク質（高分子化合物）を学ぶことで知識の広がりや地域

への親しみにつなげることができ、サイエンスと地域活

性の両輪で活動することができた。 
これらのことから仮説ａ、ｂの正当性は高いと言える。 

（４）次年度へ向けての課題 
 ・地域活性化ゼミの生徒主体の活動は良いのだが、活動が

どこまでも際限なく広がっていき、学校の授業時間外に

それぞれのグループが活動するケースが多くなってい

る。 
・調査をして、情報発信やプランの提案をするところまでは行くのだが、その次の段階に行く、というのは限

られた時間の中ではなかなか難しい。先輩達の取組をそのまま引き継ぎながら自分達の色も出していくこと

ができれば一番良いのだが、次年度になればまたそれぞれ違う思いを持った生徒が集まってくるのでこれも

また難しい。 
・シルクについて、鶴岡市の企業とシルクを使った商品の開発を模索しており、高校生が発信する地域活性化

としてどのように進めていくことができるか。 
・シルクについて、鶴岡市の歴史と養蚕の関わりから地歴科との横断的な学びを実現できないかを模索する。 

 
㸿㸫մ ⛉学㒊άືの඘ᐇ࡜発展ࠊ㧗ᗘ࣭ඛ➃◊✲ࡴ⤌ࡾྲྀ࡟⏕ᚐの⫱ᡂ 

（１）目標 
研究成果の国内学会での発表、また、海外研究機関での発表も視野に入れながら、様々な場面で積極的に発

信していく活動を通して、生徒の主体性の向上を図る。また、自分達が地域の理数教育のリーダーとなり、

裾野を拡大・発展させるべく成果の普及に取り組む体制を構築する。 
（２）仮説 

ａ 各種発表会で研究成果の発表を行う機会を多く経験することにより、プレゼンテーション能力やコミュニ

ケーション能力の向上、研究の質の向上を図ることができる。 
ｂ 大学等の高等教育機関との連携により恵まれた環境のなかで活動を進めていくことで、貴重な経験を積み、

科学に対する興味関心をより深く強いものとすることができる。 
（３）実践と成果 

今年度は科学部の部員数において３年生が２名、２年生が１４名、１年生が１２名と合計２８名と例年以上

【஝⇱ࡓ࠸⏝ࢆࢡࣝࢩᐇ㦂の様子】 

��



に、科学部の活ᛶ化が数Ꮠとして表れている。３年生の㯮ἑ立ுがオンラインという形になったが、全国総

合文化祭高▱大会に参加、物理部門で発表を行った。１２᭶の探究型課題研究発表会がコロࢼ感ᰁ㜵止の㛵

ಀで中止となり、高文㐃科学専門部は１᭶にオンラインで発表・ᑂᰝを行った。物理部門において最優秀賞

を受賞し、᮶年度の全国総合文化祭和ḷ山大会へのฟሙ権を⋓ᚓすることができた。最優秀賞を⋓ᚓしたの

は４年ࡪりである。高文㐃科学専門部地学部門においても優良賞を受賞できた。これで全国総合文化祭のฟ

ሙが１１年㐃続となり、⮬↛科学部門が全国総合文化祭にタ立されてからẖ年参加していることになる。ま

た、今年度は៞᠕⩏ሿ大学ඛ➃生命科学研究ᡤ≉ู研究生の２年生の小林怜奈が８᭶にオンライン形ᘧで行

れた高校生バイオサミットࢃ in鶴岡にて鶴岡市長賞を受賞することができた。 
 
鶴༡ࢮミにおいて外部研究ᶵ㛵・教⫱ᶵ㛵と㐃ᦠをしている部分は生徒数６１㸪テー࣐数１６である。 

  ៞᠕⩏ሿ大学ඛ➃生命科学研究ᡤ ２テー࣐ 
「ク࣐ムシのㄏᘬ物㉁の探⣴」 
Ѝ全国ＳＳＨ生徒研究発表会、バイサミット in 鶴岡、山形県ＳＳＨ校合同課題研究リモート発表会
で発表 

    「Ẽ㇟᮲௳がࣄ࣐ࣁル࢞オのⰼᘚの⪁化に୚えるᙳ㡪」 
鶴岡工ᴗ高等専門学校 ５テー࣐ 
「㉸㡢Ἴスピーカーにࡼるどぬ㞀ᐖ⪅⏝࣍ーム㌿ⴠ㜵止システムの開発」 
「ேとാくロ࣎ット「cRERWWa」㹼↓ே⦕日への挑戦㹼」 
「ኚᗁ⮬ᅾ㸽テンࢭグリティ㸟」 
「ᙅⅆで１０分をᙉⅆで５分は大୔夫㸽」 
「వ⇕のṇしい౑い᪉は㸽」 

 山形県水産ヨ㦂ሙ １テー࣐ 
  「このᕪってఱでしࡻう㸽ࢼࣈと㖟ẟ」 
   Ѝ令和３年度日本水産学会春季大会高校生ポスター発表で発表予定 
山形大学㎰学部 ６テー࣐ 
「このᕪってఱですか㸽㹼「つやのあるト࣐ト」と「つやのないト࣐ト」のᕪ㹼」 
「㯜⳦の㓝⣲生産にཬࡰす⢾㢮のᙳ㡪」 
「究ᴟのサ࣐ࢶイモを㣗࡭たい㸟㸟」 
「つやጲも⇕中⑕ᑐ⟇㸟㸟」 
「᪂クリーンエࢿルࢠーになれる㸽㸟㹼ᚤ生物と㌟㏆な᭷ᶵ物を⏝いた発㟁㹼」 
「㒔市ୗ水ฎ理ሙにおけるコリスチン⪏ᛶ⳦の᳨ฟ」 
 ЍＪＳＳＦ、庄内・社会基盤技術フォーラムで発表 
東北බ┈文科大学 １テー࣐ 

    「ගᐖ࣐ップのస成」 
   鶴岡工ᴗ高等専門学校と山形大学工学部 １テー࣐ 
    「シルク㨩力発ぢプロ࢙ࢪクト」 
     Ѝやまがたイノベーションプログラム 2020、シルクノチカラ 2020、東北地区サイエンスコミュニテ

ィ研究校発表会で発表 
（４）次年度へ向けての課題 
全国での受賞はᖹ成２３年全国総合文化祭富山大会文化ᗇ長ᐁ賞、ᖹ成２４年全国総合文化祭長ᓮ大会ዡບ

賞、ᖹ成２５年日本学生科学賞ㄞ኎理工学㝔賞以᮶ฟていない≧ែなので、᮶年度は全国区での活㌍を┠ᣦ

して準備を㐍めていく。また、全国総合文化祭へのฟሙが１１年㐃続となっている。次年度もฟሙをỴめて、

１２年㐃続ฟሙというグ㘓に向けて㡹ᙇらせたいと⪃えている。 
また、今年はコロࢼのᙳ㡪で生徒㐩の発表のሙがῶり、研究成果をᢨ㟢することができなかった。オンライ

ン形ᘧでの発表が࡯と࡝ࢇであったが୙័れなとこࢁもあり、✚ᴟⓗな参加ができない面もあった。᮶年度

もオンラインでの発表のᶵ会がቑえることが予᝿されるので、஦๓の準備をしっかりし、発表のሙを確ಖし

たい。 
また、鶴༡ࢮミにおける高等教⫱ᶵ㛵と㐃ᦠしている生徒㐩は⋡ඛして外部発表会等にฟሙし、発表してお

り、本校の探究活動の≌ᘬᙺとなっている。ᘬき続き高等教⫱ᶵ㛵との㐃ᦠをᙉ化していきたい。 
 
㸿㸫յ ᅜ㝿⛉Ꮫᢏ⾡ࢥンࡢ࡬➼ࢺࢫࢸ⏕ᚐࡢ参加ᩘࠊධ㈹ᩘࡢቑ加にྥࡅたྲྀ⤌ 

（１）┠ᶆ 
国際科学技術コンテストや科学の甲子園への参加生徒をቑ加させ、上位ධ賞に⧅がるྲྀ⤌ࡳをᣑ大する。᭦

に上位ධ賞に⧅がるࡼうに学習会等のᑐ⟇ㅮᗙを඘実させる。 
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（２）仮説 
国際科学技術コンテスト等への参加に向けた生徒の活動を通じて、科学リテラシーとコミュニケーション能

力を向上させることができる。 
（３）実践と成果 
・化学グランプリ ２名参加 
・全国高等学校総合文化祭 ３名参加、発表 
・第１０回バイオサミット in鶴岡 ２名参加、発表 
計画発表部門 鶴岡市長賞 ２年 小林怜奈 
・全国ＳＳＨ生徒研究発表会 １名参加、発表 
・科学の甲子園山形県大会 １チーム（８名）参加 
総合４位 
・山形県高校生英語ディベート大会 
１チーム（６名）参加 

 ・やまがたイノベーションプログラム２０２０ 
２チーム（６名）参加 

  努力賞（３位相当） 
２年 野澤賢史、菅紫の、疋田夏海 

 ・Japan Super Science Fair2020 ５名参加、発表 
 ・シルクノチカラ２０２０ ３名参加、発表 
・第１５回科学地理オリンピック日本選手権兼第１８回国際地理オリンピック選抜大会山形県予選 
９３名参加、一次予選通過２名 ２年 小野颯太、野澤賢史、うち野澤賢史が銅メダル受賞 

・数学オリンピック １名参加 
・山形県ＳＳＨ校合同課題研究リモート発表会 １２名参加、発表 
・山形県探究型学習課題研究発表会 １９名参加、発表 
科学専門部の部 
 物理分野 最優秀賞 ２年 佐藤凌、富樫拓海、冨田樹、五十嵐啓太、石川詩乃 
 地学分野 優良賞 ２年 川村祐毅、佐藤快晟、野澤賢史、三浦龍星 

 ・庄内・社会基盤技術フォーラム ５名参加、発表 
・東北地区サイエンスコミュニティ研究校発表会 ８名参加、発表 
・令和３年度日本水産学会春季大会高校生ポスター発表 ６名参加、発表予定 

（４）次年度へ向けての課題 
 ・多くのコンテストや発表会が中止になった中であったが、例年と同程度の活動を行うことができた。その要

因の一つとしてオンライン開催の様々なイベントに参加することができたことが挙げられる。今回初めての

参加となった立命館高校主催の「ＪＳＳＦ」はオンライン開催だったからこそ参加しやすかったという側面

もある。次年度以降も外部発表会やコンテストはオンライン参加という選択肢もあることを踏まえて活動を

していくことが重要である。 
 ・「科学の甲子園」は担当教員と生徒が一丸となって相当準備をして向かったが全国には届かなかった。しか

し、確かな手応えは感じており、次年度以降も工夫して挑戦し続けたい。 
 

【やまがたイノベーションプログラム 2020に参加】 【シルクノチカラ 2020に参加】 
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Ｂ 科学的コンピテンシーを伸長し、ＩＣＴ活用能力とコミュニケーション能力の向上、英語力の向上に向けた

研究 

本校生徒の実態に即した独自教材、学校設定科目のカリキュラムの開発により、全ての生徒の科学的コンピ

テンシーを伸長させ、ＩＣＴ機器を活用する能力、プレゼンテーション能力を含むコミュニケーション能力

を向上することができる。また、海外の高校との継続した研究内容等の交流により、グローバルな視野を育

み、世界で活躍する『人財』を育成できる。 

Ｂ－⑥ 「情報・科学コンピテンシー」の開設とカリキュラム開発 

（１）目標 
「情報コンピテンシー」では、ＳＮＳが発達した社会をより良いものとするため、情報モラルを守り、端末

機器を活用して課題解決の情報収集と加工・発信を行い、日本語と英語でのプレゼンテーションにより環境

適用能力が高まるような判断力の育成と活用能力の向上を目指す。 

「科学コンピテンシー」では、科学分野の発展の歴史を学習し、基礎研究の重要性を理解し応用研究の汎用

性を創造・創作する取組の中で、科学的な視点に基づいてデータの分析や検証、考察ができる能力を養うた

めのカリキュラム開発、教材開発を進める。特に人類の命に関わる「自然災害」については、防災と減災の

観点から理想の社会を科学的に表現する能力の向上を目指し、重点的に取り組む。 
（２）仮説 
ａ 授業実践により情報の収集、処理についての能力が高まる。その際、インターネットなどを利用する場合

のマナーやネット上の危険に対する知識と態度を育むことができる。 
ｂ 授業実践により調べた情報をパワーポイントやワードなどに簡潔にまとめ、効果的に伝える力を高めるこ

とができる。 
ｃ ノーベル賞受賞者や大学教授の講演などを聴講することで科学や防災に関する意識を向上させることが

できる。 
（３）実践と成果 
ａ 学習計画 
ア 科目名 情報・科学コンピテンシー 

イ 単位数 ２単位 

ウ 形 態 講義、調べ学習、発表、講演の聴講 

エ テーマと内容 

＜講義、調べ学習、発表＞ 
・「自己紹介」の作成・発表・相互評価・・・パワーポイントの基本操作と技術 
・情報セキュリティーについて・・・座学とインターネット 
・「ワード」による文書作成・・・ワードの基本操作 
・アカデミックスキルアップ①「災害と防災」の調べ学習・発表・相互評価・・・「自然災害」 
・アカデミックスキルアップ②ポスター化・・・自然災害のスライドから１枚のポスターを作成する。 
・アカデミックスキルアップ③英語版ポスター作成・・・自然災害のポスターを英語で作成する。 
・「エクセル」による処理①（関数を使用したデータ処理と複数の関数を組み合わせたデータ分析） 
・「エクセル」による処理②（グラフ作成）・・・収集したデータの活用 
・３年生激励ポスター制作・・・激励会に合わせて１年生が応援メッセージを３年廊下に掲示 
・情報社会探究・・・ニュースや出来事について調べ、ポスターを作成しグループ内で発表する。 
＜講演会＞ 
防災講話（３月３日） 

『続発する地震・水害─地元の災害を知り備える─』 

講師：鶴岡工業高等専門学校 澤 祥 教授 

※講師の先生の体調不良により令和２年度の実施については中止となる。 

ｂ 使用教材 
ア 教科書「見てわかる社会と情報」（日本文教出版） 
イ 副教材①「ケーススタディ Ver14 情報モラル」（第一学習社） 
ウ 副教材②「情報のノート」（日本文教出版） 
エ 講演に関するプリント（講演時に配布） 
ｃ 評価の方法と観点 
●観点 
ア 関心・意欲・態度 授業に対する取り組み具合をＬＬ教室のマナーと評価する 
イ 科学的な思考   発表には仮説を考えさせ、科学的な検証の必要性を理解させる。 
ウ 言語活動と技能  課題の制作物やスライド・ポスターを周囲に分かりやすく加工する 

��



 知識理解     ペーパーテストによる知識の確ㄆ ࢚
 ホ౯方法ە
ア 自ᕫホ౯ ㄪ࡭学⩦のプレゼンはไ作物と発表にᑐして自ᕫホ౯を行い今後に活かす 
イ 相஫ホ౯ 発表者のプレゼンを⪺いて、発表やスライドのⰋい面をホ౯する 
ウ 教ᖌによる⤯ᑐホ౯ 科会㆟の中でホ౯つ‽を᫂確にし、クラスによる೫りをなくす 
 コンධ力⤖果をྠ୍ᇶ‽での᥇Ⅼにより知識理解度を るࢯパ ࢚
オ Ḟᖍ者へのᑐᛂ（作ရไ作時間相ㄯやᢏ⾡ᨭ᥼）をすることでᒚ修と⩦得を࣏ࢧート 

㹢 ௬ㄝの検ド 
・㹟については᝟ሗの཰㞟、ฎ理についての⬟力を高めることによって、アプリケーションࢯフトの᧯作ᢏ

⬟を高めることができた。また、᪂たな疑問が生じたときはインࢱーࢿットを活用して、༶時にㄢ題を解

Ỵすることができた。さらにಶ人᝟ሗの流出にはៅ重になるとともにࢿット上の࢚チケットやマࢼーにᑐ

する意識を高め、᝟ሗ♫会の中で法ᚊとの関わりの中で生きている⌧実を理解することができた。 

・㹠についてはㄪ࡭た᝟ሗをパワー࣏イントに⡆₩にまとめることによって、効果的に自分の考えを相手に

伝える力が高まった。プレゼンテーションはアニ࣓ーション効果を㥑使したスライドを作成して発表。࣏

スࢱーࢭッションの発表のためには࣏スࢱーをไ作し要Ⅼをまとめてヰをする⤒㦂を✚むことでより効

果的なアピールができるようになった。また௚人の発表には前向きに⪺くែ度が育ち、知識のඹ᭷がᅗら

れ、疑問を感じたらその場で解Ỵするために✚ᴟ的に質問をして㆟ㄽをする生徒もみられた。 

・㹡については実施出᮶なかったものの、１２月にᘚㆤኈの先生をおᣍきしてⴭ作ᶒや法ᚊに関する講₇を

実施することができた。 

（４）次年度へ向けてのㄢ題 
「᝟ሗコンピテンシー」では᝟ሗがỏ℃する⌧ᅾの♫会で生きていくために、᝟ሗࣔラルをᏲり、端末機ჾ

を活用してㄢ題解Ỵのための᝟ሗ཰㞟と加工・発信ができる⎔ቃ㐺ᛂ⬟力が高まるような「ุ᩿力の育成と

活用⬟力の向上」を目指し、௚人を思いやることのできる生徒を育成したい。また᭱近の㹑㹌㹑への୙㐺ษ

な動⏬ᥖ㍕のከ発について、そのような行動を問題視し自ら㉳こさないようにしていきたい。 
「科学コンピテンシー」では科学分野の発ᒎのṔྐを学⩦し、ᇶ♏研究の重要さを理解するとඹにᛂ用研究

のỗ用性を᝿ീ・๰作できる取組の中で、科学的な視Ⅼにᇶづいてデーࢱの分ᯒや検ド、考ᐹができる⬟力

を㣴いたい。また、㜵⅏とῶ⅏のほⅬから理᝿の♫会を科学的に表⌧する⬟力を高めさせて、自らの命と♫

会をᏲることができる人間を育成したい。 
実⩦を行う教ᐊをフレ࢟シࣈルな⎔ቃにᩚഛした。グループ学⩦などを᭦に඘実させようとしたが、コロࢼ

⚝のᙳ㡪をཷけ、㹊㹊教ᐊのᩚഛを活用した効果的な学⩦活動がᒎ開出᮶なかった。実⩦ᐊでの効果的な活

用について᭦に検ウする。 
 
㹀㸫շ 㹇㹁㹒ᶵჾࢆά⏝ࡿࡍ⬟ຊࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࠊ⬟ຊの⫱ᡂ 

（１）目ᶆ 
教員ഃの各教科授業内での㹇㹁㹒の効果的な活用方法の開発と実践、また、᝟ሗ機ჾを活用したより効果的

な理数教育の研究開発、生徒ഃの発表活動や探究活動「鶴南ゼミ（ᇶ♏）」「鶴南ゼミ（探究）」におけるプ

レゼンテーション活動の඘実をᅗる。これらの取り組みを通じて、生徒全員が㹇㹁㹒ᢏ⾡を୍通り⩦得し、

その活用に通じることで、高度なプレゼン力やコミュニケーション力を⋓得し、自ᕫ表⌧の⣲㣴が୍ᒙ高め

られ、国内外に発信し交流を広ࡆていくための質の高いコミュニケーション⬟力を㌟に付けたࠗ人㈈࠘の育

成に⧅ࡆることを目指す。 
（２）௬ㄝ 
㹟 教員が㹇㹁㹒を効果的に活用することで生徒の理解が῝まるとともに、授業内での時間㓄分の効⋡化によ

り、きめ細やかな指導につなࡆていくことができる。 
㹠 探究活動に᝟ሗ機ჾを活用することで生徒の機ჾの活用⬟力の向上、プレゼンテーション⬟力をྵむコミ

ュニケーション⬟力の向上をᅗることができる。 
㹡 ᝟ሗ機ჾをィ ・分ᯒに活用することで生徒の探究活動の幅や質の向上、科学にᑐする探究心を高めるこ

とができる。 
（３）実践と成果 
㹟 各教科の授業において㹇㹁㹒機ჾを活用することで、஦㇟を視ぬ的にᤊえ、理解を῝めることができてい

る。また、教員が学⩦内容を㹎㹁のプレゼンテーション機⬟を用いてスクリーンにᢞᙳし、ㄝ᫂すること

によって、ㄝ᫂時間が▷⦰される場面を作ることが出᮶た。その分、生徒が主体となって取り組む時間や

探究する時間が確ಖされたことはもちࢁん、ᮘ間指導を୎ᑀに行い、きめ細やかな指導することもできた。

さらに、教員だけでなく、生徒୍人ࡦとりがࣈࢱレット端末を使用する授業も実践され、㹇㹁㹒機ჾを用

いることが、学⩦をᣑ大῝化させる୍ຓとなっている。 
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 㹠  日ᖖの授業の中でも、生徒がࣀートやプリントに᭩いた解答を᭩⏬カ࣓ラ・ࣈࢱレット端末のカ࣓ラ機⬟
を活用しスクリーンや大ᆺテレࣅにᫎし出し、生徒自㌟が自分の言葉でㄝ᫂するような取り組みがなされ

ている。≉に、探究活動「鶴南ゼミ」では、᝟ሗ機ჾが先行研究のㄪᰝや࣏スࢱー作成、実㦂デーࢱの⤫

ィ分ᯒ、今年度で３年目となる１年次のディ࣋ートのテーマについてのㄪ࡭学⩦などに᭷効に使われてい

る。≉に、２年次の࣏スࢱーࢭッションにおいては、中間発表と本発表の୧機会において、࣏スࢱー・発

表ཎ✏・参考㈨ᩱなどを‽ഛし、自分㐩の研究が理解してもらえるようにࣈࢱレット端末を用いて動⏬を

流す等の工夫がされていた。鶴南ゼミの発表ᙜ日においては、学校生活を通して㣴われたプレゼンテーシ

ョン⬟力を活かし、参加者からの質問への際のཷけ答えにおいても、質問された⟠所に関連する㈨ᩱをス

クリーンにᫎし出しながら回答する研究グループがከ数見られ、発表者と質問者との間のコミュニケーシ

ョンス࢟ルの向上にᙺ立っていた。 
㹡 「鶴南ゼミ（探究）」では、デーࢱにᑐして回ᖐ分ᯒや㹲検ᐃも行われていて、᝟ሗ機ჾはィ ・分ᯒに

᭷効活用されている。また、各✀文⊩・ㄽ文の検⣴も盛んに行われた。これらのことにより、ㄝ得力のあ

る研究発表がなされていた。 
㹢 㹊㹊教ᐊのᮘ・᳔子をྍ動ᘧの物にධれ᭰えすることにより、฼用方法の工夫をᅗることができた。 

 （４）次年度へ向けてのㄢ題 
・㹇㹁㹒を活用することで視ぬ的な理解を῝めるだけでなく、ㄝ᫂時間を▷⦰し、グループ活動の時間や生徒

の発表時間を確ಖすることで、コミュニケーション⬟力のఙ㛗をᅗりたい。 
・コロࢼ⚝により、リࣔートによる指導や会㆟の実施が要ㄳされているが、各✀要ᮃにᛂえられる⎔ቃᩚഛを

ႚ⥭のㄢ題としてᩚഛしていく必要がある。 
 

 

㹀㸫ո ⱥㄒຊのྥୖ࡜ᾏእの㧗➼ᩍ⫱校࡜の஺ὶࠊ㐃ᦠࢆᣑ኱ 

（１）目ᶆ 
自らの探究テーマに必要な分野のㄽ文や㈨ᩱを英語で読むことができる読解力を㣴うとともに、思考力、表

⌧力の育成もᅗる。また、海外の高校生との交流に必要な英語によるコミュニケーション⬟力を㌟につけ、

交流を通して国際的な視野を㌟につける。 
（２）௬ㄝ 
㹟 ከᵝな英語表⌧活動により英語使用の時間を඘実させることで、⥲ྜ的な英語の⬟力が向上し、英語をࢶ

ールとして使える力が㌟につく。 
㹠 自ᕫの探究テーマに関する英語の文⊩を読んだり、英語でまとめたり、発表したりすることで、英語力と

ともにプレゼンテーション⬟力も向上させることができる。 
㹡 海外の高校生と実際に交流することで英語の必要性をよりᙉく実感することができる。また、国や地域に

よる文化や考え方の違いに気づくとྠ時に、日本について考え┤す機会となり、国際的な視野が㔊成され

る。 
（３）実践と成果 
ձ ධ学時から指導ィ⏬にἢって英語の授業を㐍めてきた。学⩦指導要領の「ᅄᢏ⬟（五領域）の言語活動の

⤫ྜをはかり、発信力を向上させること」を意識し、実際に英語を使用させる機会をከくタᐃしている。

また、学⩦指導要領で重視される「発表」と「やりとり」に関する活動を✚ᴟ的に授業の中で取りධれ指

導してきた。 
 

【᪂ࡓࡗ࡞ࡃࡋ LLᩍᐊでの授業の様子】 
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 《具体的な指導方法と生徒の活動例》 
  ・授業のはじめのWarm-upとしての Speaking活動を継続して行う。 
  ・生徒が英語の五領域の力を向上させる活動を授業に盛り込む。（ペアワーク・グループワークでの意見

交換・発表や質疑のやりとり・パフォーマンステストでのプレゼンテーションやスピーチ等）。それに

よって、Fluency（量・流暢さ）から Accuracy（正確さ）への意識付けを徐々にしていく。 
  ・授業における Input から Outputへの流れを重視する。Outputという目的のために Input活動をする

意識を持たせる。（概要から詳細理解・音読・要約・意見発表まで、学んだ内容を使って発信する継続

的実践を行う。） 
② 例年であれば、本校の探究活動「鶴南ゼミ」の研究内容を、台湾研修において、建国高級中学での交流相

手に英語で伝える機会を得ることができていたのだが、今年度は台湾研修が中止になったということで、

海外の生徒との交流活動を行うことができなかった。しかし、ゼミで探究した内容を２年生全員が英語化

して Abstract を作成し、パフォーマンステストとして自分の探究内容をクラス内で発表した。また、中
間発表で選ばれた８つのゼミに所属する生徒たちは、英語のスライドとスクリプトを作成し、１，２年生

の前で「鶴南ゼミ英語発表会」において発表し、校内でできる「英語発信活動」を行うことができた。何

より驚いたのは、発表の完成度の高さはもとより、その後の英語での質疑の場面である。次々と活発に出

される質問に、自分の言葉で答える発表者たち。体育館の寒さを忘れるほどの熱い雰囲気に圧倒された。

発表テーマは次のとおりである。 
 

 発表テーマ ゼミ  発表テーマ ゼミ 
1 Is this a true “Forgetting Curve”? 数学 5 May Shonai Be With You 地域活性 
2 Tsurunan “Speak Out” Project” ! 英語 6 SU-NATSU try !! 数学 
3 Black hair in waka 国語 7 Search for Attractants of Tardigrade 先端研 
4 Potentiality of jump3 体育 8 Detection of Colistin-Resistant Bacteria in Sewage 生物 

 
③ 「鶴南ゼミ英語」の生徒たち１４名は、それぞれ幅広い７分野に分かれてそれぞれの活動を英語でのコミ

ュニケーションを通して行った。中でも、「鶴南スピークアウトプロジェクト」と題して、「自分の思いや

考えを英語で発信するためには何が効果的か」をテーマに、英語教育に関心を持つ英語ゼミ所属の４人が、

朝暘第三小学校４年生と、鶴岡第三中学校２年生に訪問し、英語の授業を行わせていただいた。小中の子

どもたちの英語力を比較することで、高校で必要とする英語力により近づくためにはそれぞれの学年でど

んな力をつけるとよいのか、また、間違いを恐れずに英語を発信する楽しさを感じてほしい、という思い

を持って、鶴岡市の食文化を題材にしてさまざまな工夫を施したレッスンを行った。 

  
④ Japan Super Science Fairへの参加 
１０月３１日～１１月１４日までの週末の１６時間、立命館高校が主催となって、科学教育の国際化を目

指して 2002年から行われている「Japan Super Science Fair」のオンライン開催に、東北から福島高校
に続く２校目として２年生５名が初参加した。世界２５か国６０校が参加し、各校代表生徒による探究活

動のプレゼンや、専門家による講義、ディスカッションなど英語を用いた幅広い交流が行われた。今回参

加したのは、鶴南ゼミで生物ゼミに属し、山形大学農学部と連携して薬剤耐性菌に関する研究を行ってい

る５名である。抗生物質に耐性を持つ菌の広がりを知るため、国内外の下水から菌を検出する取り組みに

【朝暘第三小学校での授業実践の様子】 【鶴岡第三中学校での授業実践の様子】 
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ついて発表した。また、文化交流や小グループに分かれてのゲームなども行い、世界の壁・言語の壁を全

く感じさせないオンライン交流であった。 

 
（４）次年度へ向けての課題 
   今年度はコロナの影響もあり、台湾研修はもちろん、校外での活動や校内でのコミュニケーションを重視し
た活動が制限されることとなった。これまで継続してきた活動をできる限り継続して行うためにはどうした

らいいか、科内でもさまざまなアイデアを出し合い、発想の転換で工夫した取り組みはできたといえる。今

後は、もし例年通り台湾に行くことができないならば、現地に行かなくても行える Zoomによるオンライン
交流など、情報通信機器を用いたさらなる発展した交流ができればと考える。 
昨今の状況において目まぐるしく社会が変化する中、生徒の学び方も多様化し、教育現場にも変化が求めら

れている。私たち教員が従来のイメージを払拭して、さらに授業の質を上げることが大切になってくると思

うので、生徒たちが様々なことに安心して挑戦できる英語学習の環境を与えていけたらと思う。 

【ＪＳＳＦへオンライン参加の様子】 
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Ｃ ⌮ᩘయ㦂඘実のࡵࡓのࢢࣟࣉラ࣒㛤発によるᗈ࠸ど㔝ࢆᣢࡓࡗ⌮ᩘ⣔ே㈈ࢆ⫱ᡂࡍる研究 

௻業・⮬἞య࡜の㐃ᦠࢆᙉ໬ࣕ࢟ࡓࡋリ࢔ᩍ⫱や小・中・㧗のྛ発㐩ẁ㝵に࠸ࡋࢃࡉࡩ⌮ᩘయ㦂ࢆ㔜ࡡるᶵ

会ࢆタࡅる中᰾ᣐⅬ࡚ࡋ࡜、生徒・⫋ဨの交流のᶵ会ࢆタࡅる࡜ࡇで、ᑗ᮶の⫋業ほ、地ᇦの≉Ⰽの࠶る⮬

↛や⏘業、⛉学ᢏ⾡➼に⯆࿡・㛵ᚰࢆᣢࡘඣ❺・生徒ࢆ⫱ᡂでࡁるࠋ 

Ｃ㸫չ 㭯༡ࣕ࢟リࢢࣟࣉ࢔ラ࣒の研究㛤発 

（１）目ᶆ 
生⏘・科学ᢏ⾡で優れた実践やᢏ⬟をᣢつ地ඖ優良௻業をᣍ⪸し、各௻業のㄝ明を⪺くことによって、地ඖ

に対しての㄂りを㣴うとともに自分㐩は地ඖをᨭ࠼る大ษなᙺ๭があることを理解させる。大学の先の♫会

を見ᤣ࠼ることで、より✚ᴟ的に大学での学習にྲྀり⤌ࡳ、༞業後の♫会࡬の⛣行をスムーࢬに実⌧できる

力を㌟に௜けさせる。また、㉳業のㄝ明を⪺くことで᪂つ஦業を᥀り㉳こし、地ᇦ活性に㈉⊩できるே㈈の

⫱成を目指す。 

（２）௬ㄝ 
ａ 地ᇦで活㌍している௻業からල体的な௙஦の内容をヰして㡬くことによりその௙஦のやりがいやⱞປを

ᑡしでも理解し、ᑗ᮶自分の㑅んだ௙஦に㄂りをᣢってྲྀり⤌ࡳ、地ᇦ♫会に㈉⊩できるே㈈を⫱成する

ことができる。 
㹠 このプロࢢラムを通して、ᑗ᮶に対する展ᮃをᣢち、㐍㊰決定や大学㐍学の動機௜けとすることができる。 
㹡 ㉳業のㄝ明を⪺いて、アントレプレナーシップの㔜せ性を理解することができる。 
（３）実践と成果 
࠙実施予定内容ࠚ 
ᮇ日 令和２年６月１８日（ᮌ） 
対象 １学年生徒１９３名 ３学年生徒１９３名 
内容 ① ඲体講₇「地ᇦ活性化のために庄内で㉳業するព義」 

講ᖌ ྜ同会♫ Zork OLIe sKLIt ఀ藤㯞⾰子 Ặ 
② ௻業ㄝ明会 
参加௻業２２♫  各♫１回１０分⛬ᗘ�３回  一ேの生徒はྜ計３♫のㄝ明を受ける。 

上グ内容で実施予定だったが、᪂型コロナウイルス感染症予㜵対⟇のために中止となった。その代᭰として

以下の஦業を実施した。 
࠙実施内容ࠚ 
ᮇ日 令和２年１１月１９日（ᮌ）１１�５０～１２�４５ 
対象 １学年生徒１９３名 
内容 ඲体講₇「地ᇦ活性化のために庄内で㉳業するព義」 

講ᖌ ྜ同会♫ Zork OLIe sKLIt ఀ藤㯞⾰子 Ặ 
  鶴南ࣕ࢟リアプロࢢラムとして、地ඖᑵ⫋、地ᇦを作るே㈈について考࠼させるものとなった。大学༞業後、

地ᇦ活性化できるே㈈を⫱成するという計画は、ᅜや県の地方๰生஦業ともྜ⮴し、ࣕ࢟リアᩍ⫱஦業とし

て㔜せなものとなってきている。 
（４）次年ᗘ࡬向けての課題 
௒年ᗘは実施できなかったが、次年ᗘは予定通り行うことで、地ඖ௻業に対する生徒の理解を῝めさせ、自

分自㌟のᑗ᮶の生き方について生徒が考࠼る機会を作ることができるように、さらなる検ウとᨵၿを続ける。 
 
Ｃ㸫պ 小中学校での⌮ᩘయ㦂඘実࡜㧗➼学校㛫での⌮ᩘయ㦂ࢆඹ᭷ࡍるࡵࡓの研究（ᡂᯝのබ表・ᬑཬ） 

（１）目ᶆ 
一日体㦂ධ学で中学生を対象とした実㦂や体㦂授業の実施、探究活動の発表、さらに小学校をゼ問し、本校

生徒による授業実践、その他にも小中学生や一般市Ẹを対象としたイ࣋ント࡬の参加等を通じて自分㐩のྲྀ

⤌を῝化発展させるとともに、本校での実践を広く࿘知、ᬑཬしていくことを目指す。また、㏆㞄の学校と

のࢿット࣡ークを本校が中心となってᵓ⠏し、生徒間の交流や協ാ体㦂の඘実、ᩍ員間の交流や、学校のᣢ

つࣀウࣁウのඹ᭷を図ることで、地ᇦ඲体の科学的⣲㣴の㔊成をᨭ࠼る。 
（２）௬ㄝ 
ａ 探究活動において実践した内容を小中学生や一般市Ẹを対象として発表することにより、探究活動内容の

῝化発展を図ることができる。 
㹠 探究活動において実践した内容を小中学生や一般市Ẹを対象として発表することにより、本校での実践を

地ᇦに広く࿘知、ᬑཬしていくことができる。 
㹡 ㏆㞄の学校とのࢿット࣡ークをᙉᅛにし、生徒間の交流や協ാ体㦂の඘実、ᩍ員間の交流や、学校のᣢつ

 。ウのඹ᭷を図ることで、地ᇦ඲体の科学的⣲㣴の㔊成につなげていくことができるࣁウࣀ
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（３）実践と成果 
ａ 実践内容 
Ａ 令和２年度スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会（８月７日～ オンライン）への参加 

ポスター発表「クマムシの誘引物質の探索」  発表者 ２年 小林怜奈 

Ｂ 本校生徒による小中学校での授業実践や交流 

ア 本校生徒４名（英語ゼミ所属：テーマ「Tsurunan “Speak Out” Project!」）による小中学校での授
業実践 

７月６日、１０月１日、１１月２６日に鶴岡市立朝暘第三小学校４年生に対し、１０月２日に鶴岡市立

鶴岡第三中学校２年生に対し実施した。 

   イ 本校生徒６名（数学ゼミ所属：テーマ「数夏 try！！」）による小中学生向け問題作成・交流 

    小中学生と高校生の数学的思考力の違いについて研究するために、小学校高学年と中学生を対象に、公

式などの知識が無くても解答できる問題やオリジナルの問題を作成し、公式に頼らずにどのように解答

できるかを検証しようとした。鶴岡市立朝暘第三小学校と鶴岡市立鶴岡第三中学校の児童・生徒に協力

をお願いした。地道な計算や図を描くなど工夫が見られ、公式利用で解決しがちな高校生にとっては『な

るほど』と感心させられた多様な解答が見られた。コロナ禍のためスタートが遅れ、授業研究もできず、

十分な検証まではできなかったため、継続研究を託せるようにしていきたい。 

  Ｃ Japan Super Science Fair（１０月３１日、１１月７日、８日、１４日）へのオンライン参加 

   本校生徒５名（生物ゼミ所属：テーマ「都市下水処理場におけるコリスチン耐性菌の検出」）が参加し、

各校代表生徒による探究活動のプレゼンテーションや、専門家による講義、ディスカッションなど、英語

を用いて幅広い交流が行われた。 

Ｄ 令和２年度山形県探究型学習課題研究発表会（１２月１９日） 

 コロナウイルス感染症の影響で、一堂に会しての開催は中止となった。 

   ①科学専門部の部（後日オンラインで実施） 

２テーマ出展し、次の賞を受賞した。 

     物理分野 最優秀賞 「粘性流体の回転時の挙動についての研究」  

２年 五十嵐啓太、佐藤凌、富樫拓海、石川詩乃、冨田樹 

     地学分野 優良賞 「砂たちの故郷を探し出せ！！」 

           ２年 野澤賢史、佐藤快晟、三浦龍星、川村祐毅 

   ②一般の部 

４テーマ出展をした。参加した生徒と発表テーマは以下の通り。 

・『:Kat Ls stanGarG eGucatLon？』（英語ゼミ）：加藤菜緒子・佐藤明 

・『鶴南の公式を作ろう！』（数学ゼミ）：服部晃大・冨田樹・佐藤正尚・上田侑聖 

・『＃庄内 Raiseプロジェクト』（生物Ｂゼミ）：野澤賢史・菅紫の・疋田夏海・紺野美桜・齋藤郁和 

・『クマムシの誘引物質の探索』（先端研）：小林怜奈 

   ポスターデータを審査員の方に送り、後日コメントをいただいた。 

   その他に、なんとか研究成果を発表する機会を作ろうと、同じ県内のＳＳＨ校である米沢興譲館高校がホ

スト校となり、『山形県ＳＳＨ校合同課題研究リモート発表会』を開催することになった。以下、その内

容を紹介する。 

ア 目的  

県探究型学習課題研究発表会一般の部に出場予定であったＳＳＨ指定各校の生徒について、リモートで

の発表会を実施することで研究成果を発表する機会を得る。また、質疑等他校との交流を通して、各自

の研究を見直し、更により良い課題研究に繋げることのできる示唆を得られる機会とする。 

イ 日時 令和２年１２月１９日（土） ９：２０ ～ １２：１０ 

ウ 参加校 米沢興譲館高校、鶴岡南高校、東桜学館高校 

エ 発表数と発表時間 発表数は各校４つの計１２発表 １発表：発表７分・質疑３分・準備１分 

  Ｅ 令和２年度東北地区サイエンスコミュニティ研究校発表会（１月２９日・３０日 岩手県奥州市）への

オンライン参加 

    ３テーマ（生徒８名）を出展した。 

     口頭発表「這い上がる流体 Weissenberg効果」（物理Ｂゼミ） 

がオンラインで、 

     ポスター発表「絹タンパク『セリシン』の抽出と化学的性質に関する研究」（化学Ｂゼミ） 

     ポスター発表「鳥海山に雲がかかると雨が降るのか！？」（地学ゼミ） 

が動画での発表を行った。 
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㹠 ホ౯のほⅬ 

ア 関心・意欲・態度 

・ྛά動のࡡらいをよࡃ理解して意欲的にྲྀり⤌ࢇでいるか。 
・㐃ᦠと発ಙを意識して主体的にྲྀり⤌ࢇでいるか。 

    イ 発表 

      ・自分㐩のྲྀり⤌みを、聞ࡃேによࡃ理解できるように発表できたか。 
   ・ά動の対象となる┦ᡭに合わࡏた対ᛂをしようとしていたか。 
㹡 仮説の検証 

  ア 仮説ａについて 
 。ことができたࡃのά動においても対象となる┦ᡭに合った内容、説明᪉ἲを㐺切に㑅ᢥし、進めてい࡝    
    また、ᵝ々なやりとりを通し、色々な視ⅬがあることにẼがつࡃ場㠃も数ከࡃあった。こࢀらのことか

ら仮説ａはṇ当性が高いとゝえる。 
  イ 仮説㹠について 
知ってもらうために意欲的に発表していࡃでいる研究内容をよࢇ⤌のྲྀ⤌においても、自分㐩のྲྀり࡝    

るᵝᏊが見らࢀた。ᑠ୰学校での授業実㊶や交流は自分㐩の探究ά動の一⎔として行っている㠃と自分

㐩の探究ά動を地元ᑠ୰学校に࿘知、ᬑཬするという㠃もあり、大きな意味をᣢつྲྀ⤌であることを実

感している。こࢀらのことから仮説㹠はṇ当性が高いとゝえる。 
  ウ 仮説㹡について 
    コロナ⚝ではあったが、８月の全ᅜの㹑㹑㹆校との交流、１２月の山形県内ྛ校との交流、１月の東北

地区内㹑㹑㹆校との交流に加えて、１０月の鶴南ࢮミ୰間発表会には山形県立酒田東高等学校の１校か

ら、２月の鶴南ࢮミ全体発表会には山形県立加ⱱ水⏘高等学校、山形県立酒田ග㝠高等学校の２校から

発表にཧ加していただいた。ᵝ々な高校と交流をᣢつことで᪂しい౯್ほや視ⅬにẼがつࡃことがで

き、お஫いにとって大ኚ᭷意義な機会となっている。また、今年度はオンラインでの交流もከかった。

≉に、県㹑㹑㹆ࣜࣔート発表会では、ポスター発表をオンラインで行うことについて本校も初めてであ

りᡭ探りではあったが、ポスターを஦前にデータでඹ᭷して㉁ၥをしやすࡃするな࡝、ᵝ々なࣀウࣁウ

をඹ᭷することができ、生徒同ᵝ、教員ഃも大ኚ㈗㔜な⤒㦂をࡏࡉていただいたと考えている。こࢀら

のことから仮説㹡はṇ当性が高いとゝえる。 
（４）ḟ年度࡬向けての課題 
  本校は令和㸴年度に㏆㞄の山形県立鶴岡北高等学校と⤫合し୰高一㈏校が設⨨ࢀࡉることとなっている。そ

のことも㋃まえて、以下をḟ年度の課題としたい。 
 ձ ᑠ୰学校࡬の発ಙ 
  ౛年࡝࡯の数ではないが、鶴南ࢮミのά動の一⎔としてᑠ୰学校で授業実㊶をするというケースが今年も見

らࢀた。また、ᑠ୰学生に自సのၥ題にᣮᡓしてもらうという初めてのヨみもあった。こࢀらは自分㐩の探

究ά動の一⎔として行っている㠃と自分㐩の探究ά動を地元のᑠ୰学生に࿘知、ᬑཬするという㠃もあり、

今後とも✚ᴟ的にこのようなྲྀ⤌を進めていきたい。また、୰学生に対しては１０月の学校説明会の時にཧ

加者全体にスࢸージ発表のᵝᏊを見ていただࡃな࡝、本校の実㊶のᵝᏊをࡉらに感ࡌていただࡃことができ

たのではないかと考えている。୰学と高校間の日⛬ㄪᩚはなかなかཝしいものはあるが、数年後に୰高一㈏

校が設⨨ࢀࡉることも意識しながら、ḟ年度も引き続き୰学生࡬の発ಙの部分をᙉ໬していࡃᚲせがあると

考えている。 
 ղ ㏆㞄高校との㐃ᦠ 
  今年度は県内ྛ地から本校の発表会で発表に来ていただࡃことも、௚校の発表会で本校生徒が発表する機会

【ᒣᙧ┴㹑㹑㹆ᰯྜྠㄢ㢟◊✲࣮ࣜࣔࢺ発表会の様子】 
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も౛年にẚ࡭て少なかった。しかし、できる㝈り研究ᡂ果を発表する機会をసり自身の研究をࣈラッシࣗア

ップしてもらおうと、オンラインを฼⏝した発表会を実施するな࡝ᕤኵし、学校ഃとしてもᵝ々なࣀウࣁウ

をᚓることができた。同ࡌようなࢸー࣐でも㐪う切りཱྀで分ᯒ、考ᐹしていࡃことの㠃ⓑࡉが広がっていけ

めとして᭦なる㐃ᦠのᣑ大、ネッࡌことができる。ḟ年度以㝆も地ᇦの高校をはࡃお஫いが高め合っていࡤ

ト࣡ークのᙉ໬を進めていきたい。また、オンライン実施でᚓたࣀウࣁウを今後もά⏝し、௚校ともඹ᭷で

きるようにດめたい。 
  また、数年後に鶴岡北高等学校と⤫合することになっているので、今年度はお஫いの現≧ᢕᥱにと࡝まった

が、将来を見ᤣえて鶴岡北高とのල体的な㐃ᦠを検ウしていきたい。 
 
㹁㸫ջ ◊✲ᡂᯝの♫会࡬の㑏ඖ࡜発ಙ㸦ᡂᯝのබ表࣭ᬑཬ㸧 

（１）目ᶆ 
鶴南ࢮミ発表会を実施し、㏆㞄の学生や一⯡市Ẹ࡬広ࡃ研究ᡂ果をබ表、ᬑཬしていࡃ。また、「科学技術

の発ᒎ」を「地᪉๰生」、「地ᇦά性໬」に⧅げるためのྲྀ⤌を地ᇦの高校・௻業・自἞体と㐃ᦠして進める。 
（２）仮説 
ａ 鶴南ࢮミ発表会を通ࡌてコミࣗニケーション⬟ຊ、プレࢮンࢸーション⬟ຊが高まるだけでなࡃ、࿘ᅖの

色々な研究にゐࢀ、やりとりをすることでᖜ広い視野と探究心が㣴わࢀる。 
㹠 研究ᡂ果を発ಙし、♫会に㑏元するᡭἲを地元௻業や௚の高校と協働して㛤発することで、地ᇦのᢪえる

課題やၥ題に目を向け、እ部に発ಙすることもできる、ᖜ広い視野をᣢつことができるようになる。 
㹡 「ࢧイエンス」が「アントレプレナー」にいかに結ࡧつࡃかを、ㄪᰝ・研究することで、地ᇦのᢪえる課

題やၥ題を発見し解Ỵする「ࠗ 地᪉๰生࠘に資するイ࣋ࣀーションシス࣒ࢸの構⠏」につながる考え᪉や

ጼໃを身につけることができる。 
（３）実㊶とᡂ果 
ａ 実㊶内容 
Ａ「鶴南ࢮミ୰間発表会」 

   ａ 実施日  令和２年１０月１３日（ⅆ） 
   㹠 会 場  山形県立鶴岡南高等学校体⫱館およࡧ๢㐨場 
   㹡 እ部ཧ加者 

本校㐠Ⴀᣦᑟጤ員４名、来㈱１１名、鶴南ࢮミእ部ᣦᑟ者８名、県内高校教員１１名、県内高校生４名 
合計３８名 

   ｄ 当日の日⛬ 
    １３㸸４５～１４㸸０５ 㛤会行஦ 
    １４㸸１０～１４㸸５０ ポスター発表（➨１ࢢループ）２３ࢸー࣐ 
    １４㸸５０～１５㸸３０ ポスター発表（➨２ࢢループ）２３ࢸー࣐ 
    １５㸸３０～１㸴㸸１０ ポスター発表（➨３ࢢループ）２３ࢸー࣐ 
    １㸴㸸１５～１㸴㸸４５ 㛢会行஦ 
   㹣 実施内容 
    発表者は本校２学年生徒全員１９㸴名とእ部高校生

４名。᪂ᆺコロナウイルス感染ᣑ大㜵Ṇのために会場

内に設⨨ࢀࡉた᳔Ꮚにᗙって発表を聞ࡃという形態

で実施した。ࢸー࣐数は㹑㹑探究３３、㹆㹑探究３４、

山形県立酒田東高等学校２の合計㸴９のポスター発

表を本校体⫱館およࡧ๢㐨場にて行った。㸴９のࢸー

ࢢྛ、ループに分けࢢを２３、２３、２３の３つの࣐

ループにおいては「発表４分、㉁␲ᛂ答２分、⛣動２

分」のࢧイクルを４回⧞り㏉し、ẖ回、進行ಀがᣦ示

を出して全体を動かすという形で進めていった。 
 
 
㹀「鶴南ࢮミ全体発表会」 

   ａ 実施日  令和３年２月４日（木） 
   㹠 会 場  Ⲯ㖟タクト鶴岡、山形県立鶴岡南高等学校体⫱館およࡧ๢㐨場 
   㹡 እ部ཧ加者 

本校㐠Ⴀᣦᑟጤ員３名、来㈱４名、鶴南ࢮミእ部ᣦᑟ者１３名、高校教員１０名、県内高校生２５名 
合計５５名 

【鶴南ゼミ୰㛫発表会の様子】 

33



   ｄ 当日の日⛬ 
     ９㸸３０～ ９㸸５０ 㛤会行஦ 
     ９㸸５０～１０㸸３０ ディ࣋ート大会Ỵ຾（１年生） 
    １０㸸４５～１２㸸１５ スࢸージ発表㸺㸵ࢸー࣐㸼 
    １３㸸３０～１４㸸１５ ポスター発表（➨１ࢢループ）２３ࢸー࣐ 
    １４㸸２０～１５㸸０５ ポスター発表（➨２ࢢループ）２３ࢸー࣐ 
    １５㸸１０～１５㸸５５ ポスター発表（➨３ࢢループ）２３ࢸー࣐ 
    １５㸸５５～１㸴㸸２０ 㛢会行஦ 
   㹣 実施内容 

発表者は本校２学年生徒全員１９㸴名とእ部高校生２５名。今回は初めて༗前୰にⲮ㖟タクト鶴岡を౑

い、１年生のディ࣋ートỴ຾大会とスࢸージ発表を行った。ディ࣋ートのࢸー࣐は「㸵５ṓ以上の高㱋

者の㐠㌿චチ㏉⣡を義ົ໬す࡭きである。᫝か㠀か」。クラス代表によるヨ合で຾ちṧった１年１⤌と

１年４⤌によるỴ຾ᡓが行わࢀた。⤊஢後に会場のスクࣜーンにᢞ影ࢀࡉた㹏㹐コーࢻを会場内にいる

全員がྛ自のス࣐ート࢛ࣇンでㄞみྲྀり、ᢞ⚊した。結果、ഹᕪで１年４⤌がඃ຾した。その後、スࢸ

ージ発表となり、㹑㹑探究４ࢸー࣐、㹆㹑探究３ࢸー࣐の合計㸵ࢸー࣐の発表があった。プレࢮンࢸー

ションࣇࢯトを⏝いて説明をする形で、そࢀࡒࢀのࢸー࣐ẖに「発表㸵分、㉁␲ᛂ答４分、‽ഛと∦௜

け１分」で進めた。その後学校に⛣動し、༗後からは体⫱館と๢㐨場でポスター発表を行った。ࢸー࣐

数は㹑㹑探究３２、㹆㹑探究３１、山形県立加ⱱ水⏘高等学校２、山形県立酒田ග㝠高等学校４の合計

㸴９であった。㸴９のࢸー࣐を２３、２３、２３の３つのࢢループに分け、ྛࢢループにおいては「発

表・㉁␲ᛂ答８分、記ධ・⛣動２分」のࢧイクルを４回⧞り㏉し、ẖ回、進行ಀがᣦ示を出して全体を

動かす形で進めた。 

㹠 ホ౯のほⅬ 
ａ 仮説ａについて 

   ・ά動の内容を㐺切にまとめた発表ポスター、発表、スライࢻになっているか。 
   ・自分㐩の探究ά動のᡂ果、実習の内容を理路ᩚ↛と聞ࡃேに理解できるように発表できたか。 

 ・自分㐩の探究ά動のࡡらいをよࡃ理解して意欲的にྲྀり⤌ࢇだか。また、௚の探究ά動の発表を┿๢に

聞いていたか。 
  㹠 仮説㹠について 
   ・地元௻業や地ᇦの௚の高校と㐃ᦠすることができたか。 
   ・地元௻業と㐃ᦠした探究ά動においては、その௻業のニーࢬにᛂえることができたか。 
   ・௚校と㐃ᦠした探究ά動においては、お஫いのᚓ意分野をάかしながら研究を進めていࡃことができた

か。 
   ・እ部と関わることで探究心の向上、視野のᣑ大をᅗることができたか。 
  㹡 仮説㹡について 
   ・地ᇦのᢪえる課題をᢅう関ಀ機関と㐃ᦠすることができたか。 
   ・地ᇦのᢪえる課題をᢅう探究ά動においては関ಀ機関と㐺切に㐃ᦠしながら進めていࡃことができたか。 
   ・ࠗ 地᪉๰生࠘を自分自身のၥ題として考えることができるようになったか。 
㹡 仮説の検証 
 

【1ᖺ⏕のࢺ࣮࣋࢕ࢹ኱会Ỵ຾の様子 ᢞ⚊ྛࡣ⮬のࡽ࠿࣐࣍ࢫ QRࢆࢻ࣮ࢥ฼⏝】 
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ａ 仮説ａについて 
୰間発表でいただいた内容、発表の௙᪉についてのᵝ々な意見を自分㐩なりにྲྀりධࢀ、その後の探究ά

動にάかすことができている。全体発表会では内容の深໬と発表ᡭἲの向上が見らࢀるものがከかった。

また、ྛ発表に対して㐺切な㉁ၥがከࡃなり、そࢀに対する回答もしっかりしたものになってきた、と後

日、㐠Ⴀᣦᑟጤ員の先生からも講ホをいただいた。発表するഃと聞ࡃഃが┦஌ຠ果で高め合うことができ

てきている。はࡌめて校እ施設で発表会を行ったが、᱁ㄪ高い㞺ᅖẼに౛年よりも⥭ᙇ感がቑした。また、

今年度はࡌめてసᡂした「鶴南ࢮミ࣐ニࣗアル」により、ポスターの内容もᩚ理ࢀࡉ、見やすࡃなったも

のがቑえた。こࢀらのことから仮説ａはṇ当性が高いとゝえる。 
㹠 仮説㹠について 
ᖹᡂ２９年度の୰間発表会から௚校生徒の発表機会を設けている。今年度は᪂ᆺコロナウイルスの影響が

あり、校እで発表をする、ということが㞴しい≧ἣであった。そのような୰でも௚校発表があったことは

㠀ᖖにありがたい。また、本校生徒が௚校の発表会࡬ཧ加することはྔわなかったが、今年度は໬学ࢮミ

のࢢループがはࡌめて「鶴岡シルクプロジ࢙クト」にཧ加し、鶴岡ᕤ業高校、鶴岡୰ኸ高校とシルクに関

㐃したά動をඹにし、地ᇦの高校、௻業との㐃ᦠを深めることができた。同世代間の交流や地ᇦ⏘業と㐃

ᦠの機会をᣢつことで視野が広がり、ά動のᖜが広がってきているとゝえる。こࢀらのことから仮説㹠は

ṇ当性が高いとゝえる。 
 

௚校からの発表 
㹆��୰間 㹆��全体 㹆��୰間 㹆��全体 㹐１全体 㹐２୰間 㹐２全体 
加ⱱ水⏘ 
庄内㎰業 

加ⱱ水⏘ 
鶴岡ᕤ業 
酒田ග㝠 
酒田東 

加ⱱ水⏘ 
酒田東 
酒田南 

加ⱱ水⏘ 
庄内㎰業 
鶴岡ᕤ業 
酒田ග㝠 
東ᱜ学館 
᪂庄東 

加ⱱ水⏘ 
庄内㎰業 
酒田東 
酒田ග㝠 
酒田南 
東ᱜ学館 

酒田東 加ⱱ水⏘ 
酒田ග㝠 

 ࣐ーࢸ㸴 ࣐ーࢸ２ ࣐ーࢸ�� ࣐ーࢸ�� ࣐ーࢸ８ ࣐ーࢸ９ ࣐ーࢸ５
 
㹡 仮説㹡について 

   地ᇦά性໬ࢮミで今年度ࢸー࣐としたのは᝟ሗ発ಙ、地⏘地ᾘ、地ᇦ་⒪だった。自分㐩で考え、行動し、

関㐃する地ᇦの᪉々とかかわっていࡃ୰でᡂ㛗する部分は大きࡃ、地ᇦ課題についての理解が深まるのは

もちࢇࢁのこと、地ᇦの課題を自分の課題としてᤊえるጼໃが身につࡃとともに、初対㠃の大ேとしっか

りと向き合ってやりྲྀりするຊを⫱ࡴことができた。また、ά動内容がホ౯ࢀࡉ、እ部のࣅジネスプラン

コンࢸストでཷ㈹したࢢループもあった。ࡉらに今年度は໬学ࢮミでもシルクを通した地ᇦとの㐃ᦠにྲྀ

り⤌ࢇだࢢループが出てきた。地ᇦの⏘業であるシルク⏘業のṔྐを学ࡧ、現ᅾの課題に対し、௻業の協

ຊをᚓながら科学的なアプローチをᅗࢁうとしている。ά動している生徒はࢧイエンスと地ᇦά性が㔜な

る部分を㔜せであるとᤊえており、自分㐩のྲྀ⤌を発ಙするࡃ࡭እ部の発表会にも意欲的にཧ加している。

こࢀらのことから仮説㹡のṇ当性は高いとゝえる。 

（４）ḟ年度࡬向けての課題 
 ձ 発表内容の඘実 
  今年度は「鶴南ࢮミ࣐ニࣗアル」をసᡂ、㓄ᕸし、ある⛬度のポスターの形式や発表内容のᩚ理ができた。

【鶴南ゼミ全体発表会の様子】 
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また、上学年からの⥅ᢎを目的に行っている２・３年合同ࢮミもຠ果的に機⬟している。課題としては、௚

のࢮミが今ࢇ࡝なά動を行っているのかが見えていないことや、校内での㐃ᦠを඘実ࡏࡉることな࡝がᣲげ

らࢀている。こࢀらに対して教員向けの「㹑㹑㹆だより」で᝟ሗ提౪、᝟ሗඹ᭷をᅗっていきたい。また、

まとまったά動時間をసり、ά動のᖜを広げることを目的に、学期に１回２時間㐃続のࢮミの時間の設定を

考えていࡃ。 
 ղ እ部発表機会のቑ加 
  校እで発表した生徒の感想等を㹑㹑㹆通ಙ等で広めてはいるが、実㝿に⤒㦂してきた生徒が一␒ኚ໬、ᡂ㛗

し、自分㐩の探究ά動や発表ᡭἲの向上につなげている。㝈らࢀた予⟬の୰、できる㝈りከࡃの生徒にእ部

での発表機会を୚えるᕤኵをしていࡃことがᚲせである。今年度はእ部での発表機会を༑分に☜ಖすること

はできなかったが、᪂たにオンラインでのཧ加、というᡭἲにより、いࡃつかの発表会にཧ加した。立࿨館

高校主ദのＪ㹑㹑㹄に今回初めてཧ加ࡏࡉていただいたのもオンライン㛤ദによるᜠᜨが大きいとゝえる。

ḟ年度以㝆もオンラインཧ加の㑅ᢥ⫥を༑分考えながらእ部発表機会を模⣴していきたい。 
 
㹁㸫ռ ኱Ꮫ࣭◊✲ᐊࢆゼၥࡿࡍ◊ಟ㸦⌮ᩘࢭミ࣮ࢼ㸧のᣑ඘ 

（１）目ᶆ 
㐃ᦠする大学の協ຊの下、理数科の生徒を対象に「理数セミナーⅠ」（ᐑᇛ研修）「理数セミナーⅡ」（つ

て、科学に対する興味関心をࡌ卒業生との交流等を通、ࢀ研修）を実施し、最先端技術や⅏ᐖ᚟興にゐࡤࡃ

高め、将来の科学技術の発ᒎをᢸう高いᚿをᾰ㣴する。 

（２）仮説 
ａ 最先端の施設で見学、講義体㦂をཷけることで、科学に対する興味関心、探究心がࡉらに高まり、主体的

に科学に関わるே㈈⫱ᡂにつなげることができる。 
㹠 ⿕⅏地᚟興の現≧を研修することにより、᚟興ᨭ᥼や㜵⅏・Ᏻ全に対して主体的に関わࢁうとするே㈈⫱

ᡂにつなげることができる。 
㹡 ௝ྎ㏆㑹や㤳都ᅪ㏆㑹で学ぶ卒業生との交流を通して進路を考える一助とすることができる。 

（３）実㊶ 
ａ 学習計画 
ア 科目名 ࢭᩘ⌮ࠕミ࣮ࢼϨࠖ（理数科２年生対象㸸令和２年４月２０日～２２日） 
 ϩࠖ（理数科２年生対象㸸令和３年３月１８日～２０日）࣮ࢼミࢭᩘ⌮ࠕ      
イ 形態   「஦前学習Ѝ研修Ѝ஦後学習Ѝᡂ果のまとめ」 
ウ 内容  大学、研究施設等をゼၥしての講義・施設見学・体㦂実習、本校卒業生との交流 
㹠 ホ౯のほⅬ 

ア ᡂ果のまとめ 
・自分の研修でのྲྀり⤌みを、௚ேがよࡃ理解できるようにまとめることができたか。 

イ 関心・意欲・態度 
・ྛά動のࡡらいをよࡃ理解して意欲的にྲྀり⤌ࢇでいるか。 

㹡 実施内容 

 ア 「理数セミナーⅠ」について 

  （目的） 

・最先端の大学研究施設で実習講義を体㦂することで、理系分野の視野を広げ興味・関心を高める。また、

進路ᚿᮃの㔊ᡂをᅗる。 

・᚟興ᨭ᥼にຊをධࢀているᐑᇛ県の大学（東北大学・ᐑᇛ大学・東北་科⸆科大学）で研修し、㜵⅏や

Ᏻ全、⿕⅏地の᚟興に対して見識を深める。 

・研究者・卒業生との対話を通して、将来の進路を考える一助とする。また、２年生で実施する鶴南ࢮミ

の進め᪉・研究にάかす。 

・団体行動の規律を身につけるとともに、クラスの団結を深める。 

  （内容） 

   東北大学・ᐑᇛ大学・東北་科⸆科大学の協ຊのもと、施設見学や実㦂・実習、㜵⅏についての研修、

卒業生との交流会を含めたᐑᇛ研修 

  当初は上記のような目的・内容で行うことを計画していたが、コロナウイルス感染症の影響で౛年の形で

は行えࡎ、代替஦業をいࢁいࢁ模⣴した結果、コロナの෌ᣑ大もあり、以下の通り校内でࠗᩘᏛࢭࣉࢵࢺ

ミ࣮࠘ࢼという஦業を行った。 

１ 目的  

大学准教授との講義を通して、数学をはࡌめとした理系分野の見聞を広げ、興味・関心を高めるととも

に、将来の進路を考える一助とする。 
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  ２ 時期 令和２年１２月２３日（水） 

  ３ 対象 ２学年理数科生徒（４０名） 

４ 場所 山形県立鶴岡南高等学校 鶴翔会館 

  ５ 内容  

・東北大学理学部数学科准教授 猪奥倫左 氏から「シャボン玉が丸いことを不等式で説明する」という

題目での模擬講義 

・講師から今回の講義にまつわる課題を提示していただき、その課題に全員でチャレンジする時間を設

ける。 

 

イ 「理数セミナーⅡ」について 

  （目的） 

・世界最先端の科学技術研究施設を見学することで、理系分野の視野を広げ興味関心を高める。 

・研究者との対話を通して、将来の進路を考える一助とする。 

・団体行動の規律を身につけるとともに、クラスの団結を深める。 

  （内容） 

  ・筑波宇宙センター・筑波大学・高エネルギー加速器研究機構（ＫＥＫ）等において施設見学や講義・実

習、卒業生との交流等を含めた筑波学園都市研修 

  ・山形県立酒田東高等学校理数探究科２年生との合同研修として行い、合同でミニ課題研究発表会等を行

う。 

  当初は上記のような目的・内容で行うことを計画していたが、こちらもコロナウイルス感染症の影響で、

昨年度（令和元年度）に引き続き当初計画した形での研修を行うことを断念した。しかし今年度は代替研

修として、以下の通りࠗ鶴ᒸ南㧗⌮ᩘ⛉࣭㓇⏣ᮾ㧗⌮ᩘ᥈✲⛉ྜྠ◊ಟ࠘を２つの学校を会場に実施する

予定である。 

１ 目的  

・研究者等との対話を通して、理系分野の見聞を広げ興味・関心を高め、将来の進路を考える一助とす

る。 

・庄内地区理数科としての学校交流を促進し、切磋琢磨し合って自己啓発に資する契機とする。 

 ２ 時期 令和３年３月１８日（木）～１９日（金） 【日帰り２日】 

  ３ 対象 本校２学年理数科生徒（４０名） ※酒田東高２学年理数探究科生徒（４８名） 

４ 場所 山形県立鶴岡南高等学校・山形県立酒田東高等学校 

  ５ 内容（予定） 

・高エネルギー加速器研究機構やＪＡＸＡの研究者によるオンライン講演会やディスカッション 

・山形大学理学部数学科の先生からの模擬講義 

・２校での課題研究発表交流会 

ｄ 仮説の検証 

ア 仮説ａについて 
 「理数セミナーⅠ代替研修（鶴岡南高数学トップセミナー）」実施後に生徒が提出したアンケートの結果

をみると、《知識・理解》《意欲・態度》《主体性》《協働》の項目で“とても向上した”“少し向上し

た”と答えた生徒の割合が９０％前後と予想以上に高かった。また、生徒のレポートからは「講義の内容

を聞いて、高校で学ぶ数学でも思った以上に色々なことを表現できるのだと感動し、数学の学習に対する

 【㸧の様子࣮ࢼミࢭࣉࢵࢺϨ௦᭰◊ಟ㸦鶴ᒸ南㧗 ᩘᏛ࣮ࢼミࢭᩘ⌮】
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意欲がますます増えた」「研究のプロセスの話はゼミ活動に活かせるものだったので是非活かしていきた

い」などのまとめが見られた。模擬講義では一部実演を入れながら、高校数学を使って説明できることを

ベースに講演していただいたこと、講義中には、研究のプロセスや「疑問ノート」の作成のススメなども

お話ししてくださったことから、数学をはじめとした理系分野の見聞を広げるだけではなく、学習や研究

に向かう態度や心構えについても多く学ぶことができたようである。将来の進路を考える一助にもなった

ようであり、理数科生徒の今後の活躍が期待できる。最先端の研修施設等を実際に触れることはできなか

ったが、これらのことから仮説ａはおおむね正当性は高いのではないかと考える。 
イ 仮説ｂについて 
 代替研修では復興や防災・安全に関する内容は触れられなかった。情報・科学コンピテンシーの授業で災

害と防災について扱ったり、進路研修で大川小学校跡地の訪問と語り部の方からお話を聞く機会を設けた

りしているが、今後の生徒の変容について注意深く見ていきたい。 
ウ 仮説ｃについて 
 代替研修では卒業生との交流も行うことができなかった。例年、生徒に近い視点から大学生活、講義や研

究内容、高校生時代の学習や生活について体験談を中心に話をしていただくことで、本校生徒からも多く

質問が出て、活発な交流会となり、積極的に自分の進路のことを考える１つの大きな機会であった。他の

事業でそのような機会を設けようと考えているが、今後の生徒の進路意識の変容について注意深く見てい

きたい。 
（４）次年度へ向けての課題 
① ３月に行われる今年度の「理数セミナーⅡ代替研修」について成果をまとめていく。これは山形県立酒田

東高等学校の理数探究科２年生との合同開催ということで準備を進めており、２校で行うメリットを活か

した取組を計画している。実施後、本校単独開催と合同開催における生徒の意識の変化など可能な限り検

証を行っていきたい。 
② 次年度の「理数セミナーⅠ（宮城研修）」・「理数セミナーⅡ（つくば研修）」については今年度当初計画し

ていた内容で実施したいと考えている。しかし、コロナウイルス感染症の影響でまた現地での研修を断念

しなければならないことも考えられる。オンラインの環境整備もだいぶ進んできたことから、オンライン

も活用しながら、生徒の科学に対する興味関心を高め、将来の科学技術の発展を担う高い志を涵養すると

いう目標を達成できるような取り組みも同時に考えていきたい。 
 
Ｃ－⑬ 大学・企業と連携した研究実績を進路指導へ活用するための研究 

（１）目標 
探究活動で取り組んだ内容を自身の進路決定に活かし、適切に進路選択ができる生徒を育成する。さらに、

自身の活動の成果を学校推薦型・総合型選抜に活用し進学する生徒を拡大させる高大接続の研究を、大学と

協働で行う。また、地元の研究施設や企業の研究機関等と生徒との繋がりをＳＳＨの活動を通じてより深化

させ、生徒が大学卒業後に、ＳＳＨで関わりを持った地元企業や研究機関が就職先となることや、地方創生、

地方の活性化に寄与する人材育成に繋がる生徒のキャリア形成に役立つ取り組みに繋げていく研究を行う。 
（２）仮説 
ａ 探究活動をはじめとするＳＳＨの諸活動によって形成された研究意欲や知識、研究成果により、学校推薦

型・総合型選抜や推薦入試の合格者が拡大する。 
ｂ 探究活動をはじめとするＳＳＨの諸活動によって形成された研究意欲や知識により、地元企業や研究機関

が就職先の選択肢の一つに加わる。 
（３）実践と成果 

鶴南ゼミでの探究活動や校外の大会等に出場する準備を通じて、課題を設定して仮説を立て、調査結果を分

析して論理的に発表する力が養われたと考える。そして、生徒の中にはこれらの活動で学んだ方法論や分析

力、発表力をもとにして、志望理由や入学後の研究計画等の作成に活かして学校推薦型・総合型選抜で合格

を勝ち取った者もいた。慶応義塾大学環境情報学部に合格した生徒は、先端生命科学研究所の特別研究生と

しての“ゼブラフィッシュと高転移性がん細胞を用いた漢方薬の研究“を通じて”生物の発生“に興味を持

ち、大学での研究テーマとして考えている。東京外国語大学国際社会学部に合格した生徒は、ゼミでは”地

域活性化の方策”について学んだ事を活かして、地域と協力して活性化イベントに参加し、人と地域とのつ

ながりの大切さについて学び、さらに県青少年交流事業で中国訪問をした際に、日本と海外の国々（特にア

ジア諸国）との良好な関係こそが未来の平和につながることを意識し、大学では国際社会学部で日本と韓国

の良好な関係構築に貢献したい、という希望を持っている。横浜市立大学国際教養学部に合格した生徒は、

２年時の英語ゼミでは“小学生の興味関心を促す効果的な英語の授業”をテーマとして模擬授業を行って分

析し、授業実践力を向上させた。さらに、英語ディベート県大会への参加を通じて、相手の意見を分析して

自分達の意見を発表する力を養ったことが、入試の際のプレゼンテーションと質疑への応答に活かされた。
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᪂₲大学ேᩥ学部に合᱁した生徒（２名）は、ࢮミά動での”ロンࢢセラーၟရのせᅉ”についてከゅ的な

㠃からㄪᰝし、そࢀをもとに大学では”表象ᩥ໬ㄽ”を研究したいというᕼᮃをᣢっていたり、“アニ࣓に

おける㹀㹅㹋の意味“についてㄪᰝし、大学では”࣓ディアㄽ“を学ࡧたい、というᕼᮃをᣢっている。こ

のように、ࢮミά動での研究を大学でも⥅続したり、ࢮミά動に加えて地ᇦでのά動や交流஦業・ྛ✀大会

等࡬のཧ加を通ࡌて自分が興味関心のあるࢸー࣐を見つけ、そࢀを大学での研究にάかす生徒が出ているこ

とは、このά動が生徒の将来の進路Ỵ定に大きな影響を୚えていることを示す。この஦業を将来も⥅続する

஦が、本校の発ᒎにᚲࡎⰋい結果をもたらすと考える。 
（４）ḟ年度࡬向けての課題 
  学校᥎⸀ᆺ・⥲合ᆺ㑅ᢤにおいては、ᚿᮃ理⏤やά動実⦼がධ学後の研究ά動にᚲせな学ຊとしてより㔜視

るⅭのࡏࡉながら思考ຊ・ุ断ຊ・表現ຊ等を向上ࡏࡉる場合がከいⅭ、探究ά動と教科ᣦᑟをࣜンクࢀࡉ

ᣦᑟ体ไの☜立と、そࢀをධヨ合᱁に⧅げるⅭのඹ通理解にᇶ࡙いたᣦᑟ体ไが一ᒙồめらࢀる。 
 
※こࢀまでの学校᥎⸀ᆺ・⥲合ᆺ㑅ᢤ合᱁者数の᥎⛣ 
全体（左ḍはᅜබ立大学、ྑḍは⚾立大学） 
 +�� +�� +�� +�� +�� +�� +�� 5１ 5２ 

理系 
�� �� �� �� �� �� �� �� � 

� � �� � �� � �� � �� � �� � �� � �� � � � 

ᩥ系 
� � �� �� � �� �� �� � 

� � � � � � � � � � � � � �� � � � � 
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東北大学Ａ㹍（左ḍはⅡ期、ྑḍはϪ期） 
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Ｄ ＳＳＨ事業を推進するための評価・検証方法の研究 

連携する大学の研究者の指導のもと、県内外の連携する高校の協力を得ながら、組織マネジメントやカリキ

ュラムマネジメントの手法を用いて評価・検証法の研究を進めることで、客観的にＳＳＨ各事業の成果を検

証し、研究の改善に繋げることができる。また、教師自身の指導力・学校力の向上に繋げることができる。 

Ｄ－⑭ 評価・検証法の研究とＳＳＨ事業を効果的に運営するための研究（事業の評価） 
（１）目標 
客観的にＳＳＨ事業を評価する方法について研究し、研究開発の内容・結果の事前・事後の評価による検証

を行い、事業改善につなげていく。また、教育工学・学習科学など専門家の研修を定期的に受け、本校に合

った授業評価法について研究を進めることにより、教師の指導力向上・授業改善、学校力アップに繋げてい

く。 

（２）仮説 
ａ 組織マネジメントやカリキュラムマネジメントの手法を用いて評価・検証法の研究を進めることで、客観

的にＳＳＨ各事業の成果を検証し、事業の改善につなげることができる。 
ｂ 組織マネジメントやカリキュラムマネジメントの手法を用いて評価・検証法の研究を進めることで、教師

自身の指導力の向上につながり、学校力の向上につなげることができる。 
（３）実践 
 ａ 内容 
下記の計画表の通り、レポートや自己評価シートおよびアンケート調査を行っている。ただし、これは大

まかなものであり、一つ一つの事業や日々の授業・活動の中でその都度、教員・生徒の事業評価や自己評

価、第三者からの評価を踏まえながらＰＤＣＡサイクルにあてはめて事業改善をはかっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ① 学校設定教科『探究』 学校設定科目「鶴南ゼミ（基礎）」の評価の実践 
  １年生徒全員対象の「鶴南ゼミ（基礎）」について、各科目で「関心・意欲・態度」「思考・判断・表現・技

能」「知識・理解」の３観点に関する活動内容に即した評価項目を作成してもらい、各科目３時間（ディベー

トのみ７時間）の講座終了後に講座担当者が評価を行った。また、１年間の探究活動終了後には生徒の自己

評価も行い、生徒の活動の検証を行った。 
② 学校設定教科『探究』 学校設定科目「鶴南ゼミ（探究）」の評価の実践 

  ２年生徒全員対象の「鶴南ゼミ（探究）」について、研究に関する５項目と研究経過報告レポート（学年末は

１年間の研究要旨）をもとに、学期ごと各ゼミ担当教員が評価を行った。また、中間発表会終了後・全体発

表会終了後・１年間の探究活動終了後にはそれぞれ生徒の自己評価も行い、生徒の活動の検証を行った。 
 ③ 鶴南ゼミ中間発表会・全体発表会における生徒発表の評価の実践 
１０月に行われる鶴南ゼミ中間発表会、２月に行われる鶴南ゼミ全体発表会にて、評価の指標（資料Ｄ－１）

鶴岡南高校　評価・検証計画

中旬 鶴南ゼミ（基礎・探究）の評価法についての原案作成

下旬 鶴南ゼミ（基礎・探究）の評価法の決定　・　SSH事業評価の指標の確認【職員会議にて】

中旬 SSH基礎アンケートの実施

下旬 鶴南ゼミ（探究）の経過報告レポート配布・回収

７月 中旬 鶴南ゼミ（基礎・探究）の１学期評価

８月 中旬 SSH基礎アンケート結果集計作業および分析

９月 下旬 中間発表会におけるポスター発表評価シート・教員評価シート・振り返りシート・各種アンケートの作成

１０月 中旬 中間発表会でのポスター発表評価シート・教員評価シート・振り返りシート・各種アンケートの実施・集計・分析

１１月 中旬 鶴南ゼミ（探究）の経過報告レポート配布・回収

１２月 上旬 鶴南ゼミ（基礎・探究）の２学期評価

中旬 全体発表会におけるポスター＆ステージ発表評価シート・教員評価シート・振り返りシート・各種アンケートの作成

下旬 SSH意識調査の実施（JSTより送られてくる）

上旬 全体発表会におけるポスター＆ステージ発表評価シート・教員評価シート・振り返りシート・各種アンケートの実施・集計・分析

中旬 報告書のまとめ作成、鶴南ゼミ（基礎・探究）の自己評価シート配布・回収

３月 上旬 鶴南ゼミ（基礎・探究）の学年末評価

　※発表会における教員評価についての校内研修を行う（１０月上旬の中間発表会前に）

４月

６月

１月

２月
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も฼用して作成した『発表会᣺り㏉りシート』（資料Ｄ－２）やルーࣈリックを用いた『ポࢱࢫー発表評価シ

ート』（資料Ｄ－㸲）を作成し౑用することで、発表会を通して探究活動の自己評価・௚己評価を行った。ࡉ

らに、２つの発表会にて『ポࢱࢫー発表・ࢸࢫージ発表教員評価シート』（資料Ｄ－５）を教員による評価も

行った。᫖年度は２月の全体発表会前に行った評価に関する校内研修を、௒年度は１０月の中間発表会前に

行い、評価項目やẁ㝵について教員間で目⥺合わࡏをしたり、ルーࣈリック表や方法についての意ぢ஺᥮を

行ったりした。 
 մ 基礎アンケート調査の実᪋ 
  ＳＳＨ事業開ጞ前の意識調査としてＳＳＨ基礎アンケート（資料Ｄ－㸶）を㸴月２２日㹼７月３日の期間に 

１・２・３年生対象に実᪋した。⵳✚ࡉれたデーࢱをもとに、生徒の⯆࿡・関心・学習意欲➼、意識のኚ容

についてศᯒ・検証を行い、各㒊門の事業の⥲ᣓと改善を行࠺。 
  յ 中間発表会・全体発表会終了後の生徒・教員・外㒊に対するアンケート実᪋ 
  １０月に行われる鶴南ゼミ中間発表会、２月に行われる鶴南ゼミ全体発表会にཧຍした㐠Ⴀ指導ጤ員や外㒊

指導者、௚校の教員を対象に発表会に関するアンケートを実᪋・ศᯒし、生徒の活動を検証する。 
 ն 㹅ＰＳࢫࢸトの実᪋ 
  １期目に行っていた本校⊂自のＳＳＨࢫࢸトを、より客観ᛶを㔜どするとい࠺観点からẸ間業者による、ၥ

㢟発ぢ・解Ỵにᚲ要な思考力➼を るྠ内容のアࢫࢭメントࢫࢸトに⨨き᥮えて１２月に実᪋した。また、

２月末にศᯒ会を行い、本校の現≧☜ㄆや௒後の指導の方向ᛶについて検ウした。 
 շ ༞業生㏣㊧調査の実᪋ 
  ᫖年度までとྠᵝに༞業生㏣㊧調査を実᪋した。対象はᖹ成２㸴年度༞業生（大学㝔修ኈㄢ⛬修了を᝿定）

およびᖹ成２㸶年度༞業生（大学学㒊༞業を᝿定）とした。実᪋方法は調査౫㢗のはがきを㏦り、そのはが

きに記㍕してある㹏㹐ࢥーࢻから㹵㹣ｂ上で㉁ၥ項目にᅇ⟅してもら࠺方法をとった。また、その方法にຍ

えてＳ㹌Ｓを฼用してྠ⣭生にᣑᩓしてもら࠺方法も用いた。 
ｂ 評価の観点 

  本校ＳＳＨ事業の評価の指標に基࡙き各✀アンケートを作成し、実᪋結果をศᯒする。また、１月に生

徒・ಖㆤ者・教員に実᪋している㹈Ｓ㹒からのＳＳＨ意識調査の結果もཧ考にし、本校ＳＳＨ事業の評

価、検証を行࠺。 

 㹡 結果・ศᯒ・考ᐹ・仮説の検証 

ア 鶴南ゼミ中間発表会と全体発表会の後に２年生に対して行った「᣺り㏉りシート」の結果（資料Ｄ

－３）をぢると、௒年度もす࡭ての項目で中間発表会後よりも全体発表会後の࠺࡯が５（㐩成でき

ている）や㸲（㐩成のために、すでに実行に⛣すことができており、㐩成まであと一Ṍのとこࢁに

きている）の๭合が上᪼した。また、その๭合も᫖年度ྠᵝ、࡯とࢇどの項目で㸷０㸣⛬度の高い

್となっている。⮫時ఇ業で探究活動のࢱࢫートが㐜れ、ど࠺なるか心㓄ではあったが、ఇ業中に

᫖年度の要旨㞟をぢながらࢸーマについて考えࡏࡉるなど、ྍ 能な㝈り工ኵをしてྲྀり組ࢇだ結果、

生徒が㐩成ឤ・‶㊊ឤをもって活動にບࡴことができ、その点については大いに評価できる。 
௒年度も「չ発表内容を⪺き、␲ၥ点を㐺ษに㉁ၥすることができたか㸽」の自己評価がこの中で

は一␒పい結果となった。また、「ռ㉁ၥに対して㐺ษなᅇ⟅ができたか㸽」の全体発表会自己評

価も᫖年度より⣙１０ポイントపくなった。１年生の᣺り㏉りアンケートでも「ඛ㍮の発表に対し

て㉁ၥができたか」とい࠺ၥいに対して『ఱを㉁ၥすれࡤいいかわからࡎ、㉁ၥできなかった』と

ᅇ⟅した生徒は全体発表会後で �����（前年度 �����）であった。この結果のཎᅉの１つは、௒ᅇ
の発表会のᙧ態にある。௒年度はࢼࣟࢥ対⟇として、発表ࣈーࢫに間㝸を✵けて᳔Ꮚを設⨨してお

஫いの㊥㞳をとっての発表となった。また、マࢫクを╔用しながらの発表となり、後方までኌがき

。ᙳ㡪があったと考えられるࡎとᒆかないこともあった。そのことが㉁ၥやそのᅇ⟅にᑡなからࢇࡕ

一方、全体発表会のࢸࢫージ発表では時間の関ಀで㏵中で㉁ၥをᡴࡕษらࡊるを得ないくらい㉁ၥ

がฟるよ࠺にはなっており、その点は評価できる。㉁ၥができる、それに対して㐺ษなᅇ⟅ができ

る、とい࠺ことについては、ゼミ発表会のときだけではなく、௚の活動内でもᶵ会があるので、そ

こでも㐺ษな評価ができるよ࠺な工ኵを考えていくことがḟ年度のㄢ㢟の１つである。 
  イ １年生の鶴南ゼミ࠙基礎ࠚの᭱後の時間に年間の᣺り㏉りアンケートを行った。合計⣙㸶０㸣の生

徒が᮶年度の鶴南ゼミ࠙ 探究ࠚに向けてのࢸーマỴめのཧ考になったとᅇ⟅しており、２年生での

活動につながるよ࠺なྲྀり組みができたのではないかと考えられる。３年前から行っているディベ

ートも「≀事をしっかりと理解した上で、ㄽ理的思考、ᢈ判的思考をし、┦手と㆟ㄽする力を身に

つける」とい࠺目的がおおࡡࡴ㐩成できているのではないか、といえるࢥメントがከかった。しか

し、発表‽ഛをする時間が▷かった、௒年度はあまり実㦂ができなくて実㦂がしたかった、などの

ኌもあり、ḟ年度の計画に活かしていきたい。 
    ２年生の鶴南ゼミ࠙探究ࠚの᭱後の時間にも年間の᣺り㏉りアンケートを行った。௒年度も３年生
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からゼミ活動をጞめるにあたってのアࣂࢻイࢫをもら࠺時間を設定し、ࢸーマ設定や研究計画を❧

てる㝿のࣄントをもらったり、ඛ行研究を意識してもらったりした。アンケートでは合計㸷０㸣௨

上の生徒がゼミ活動を行࠺上で「ཧ考になった」と⟅えており、᫝㠀自ศ㐩の研究をᘬき⥅いで࡯

しいといࢥ࠺メントもぢられた。各ゼミ担当のඛ生方も᫖年度の཯┬を活かして、それぞれのゼミ

に合った進め方をしていただき、᭷意⩏な時間になったと考えられる。Ⰻい方法をまとめ、ḟ年度

にᘬき⥅いでいきたい。その௚アンケートからは、ゼミ活動を通して、ከくの知識、┦手࡬ఏえる

ための表現力、ࢢループ内で考えのඹ᭷などを行いながら活動できたことによる協調ᛶなど、それ

ぞれがいࢇࢁな力を身につけることができたと実ឤして活動できたことがㄞみྲྀれる。 
᫖年度ຠ果があった評価に関する校内研修を、௒年度は１０月の中間発表会前に行った。ඛ生方が ࢘

評価する時に実㝿にᅔっていることやルーࣈリックの観点の㐪いなどについて意ぢ஺᥮すること

で、ඹ通ㄆ識を☜ㄆしたりルーࣈリック表の改善につなげたりできた。教員の␗動もあるので、ẖ

年この時期に行えるよ࠺計画をしていきたい。また、学校としての目指していきたい研究・発表の

の指導につなげていくよりよい方法を検ウしていくことがḟ年࡬ールを考えていくことや生徒ࢦ

度のㄢ㢟である。（資料Ｄ－１２）。 
基礎アンケートの結果については、ᖹ成２㸶年度㹼௧࿴２年度の過年度ẚ㍑をศᯒする中で、本校 ࢚  

のＳＳＨでのྲྀり組みや理科・ᩘ学に関する能力やࢭンࢫ向上に対して、大きな期ᚅをᢪいてධ学

してくる生徒が年々ቑຍし、௒年度は �����にも上った（資料Ｄ－㸷）。ྠࡌく教員の意識調査の
結果をみると、学習指導要㡿よりも発ᒎ的な内容について㔜どしましたかとい࠺ၥいに対して͆ 大

ኚ㔜どした 、͇͆やや㔜どした と͇ᅇ⟅した教員が �����（௧࿴ඖ年度デーࢱ）となっている。また、
生徒の科学技⾡に対する⯆࿡・関心・意欲、学習に対する意識に関して、⣙㸶０㸣のඛ生方がቑし

ているとᅇ⟅している（資料Ｄ－１０）。生徒の前向きな意識のኚ容を⫙でឤࡌながら、指導内容・

実᪋内容を検ウしＳＳＨ事業に携わっていると考えられる。ḟ年度もᘬき⥆き生徒・ಖㆤ者・ᆅᇦ

の方々の期ᚅにᛂえられるよ࠺な㨩力あるྲྀり組みを、そして、教員が意欲的にྲྀり組める手❧て

を考え、実践していきたい。 
また、理ᩘ科２年生に対しては理ᩘࢭミࢼーを実᪋したり、ゼミ活動の成果をなる࡭くከく発表で

きるሙをᥦ౪したりするなど、理ᩘ科⊂自のྲྀ組を行っているが、その成果もアンケート結果に表

れている。ᩘ学・理科の授業やၥ㢟₇習において自ศなりに᪂たな␲ၥをᣢったり、᪂たな解法を

思いついたりする経㦂や実㦂・観ᐹ結果からඹ通点・┦㐪点・␲ၥ点を上げることができることに

ついて、２年生から３年生のẚ㍑やᬑ通科理⣔・ᩥ⣔とのẚ㍑において、高い結果がฟている（資

料Ｄ－㸷）。これらの経㦂や力が自ಙとなり、✚ᴟ的に科学に関わ࠺ࢁとしているጼໃがఛえる。 
トでは３つの思考力（ᢈ判的思考力・協ാ的思考力・๰㐀的思考力）を ることができࢫࢸ㹅ＰＳ ࢜  

る。一᫖年度よりྲྀりධれたࢫࢸトであり、௒年度をྵめ３年間の結果が（資料Ｄ－７）である。

Ａẁ㝵が高校ẁ㝵で目指したいレベルとして設定ࡉれているのだが、௒年度は᫖年度までにẚ࡭て

ᴫࡡపい結果であった。ࢼࣟࢥのᙳ㡪でྎ‴࡬の進㊰研修をはࡌめ、１・２年生ともにᵝ々な活動

がไ㝈ࡉれたことはཎᅉの１つであると考えられる。௦᭰事業を計画・実᪋し、⿵ってきたつもり

ではあるが、୙㊊していた㒊ศもあったのかもしれない。௒まで行ってきた１つ１つのྲྀ組にどࢇ

なຠ果があったのか෌度᫂☜にし、どのよ࠺な力を身につけࡏࡉたいのかとい࠺点と↷らし合わࡏ

て、ḟ年度௨㝆も事業計画・実᪋を行っていきたい。また、２月末に㹅ＰＳࢫࢸトを୺ദしている

業者から講師をお࿧びし、ศᯒ会を行࠺。௒ᅇの結果やศᯒ会での内容を学校全体でඹ᭷し、指導

にᙺ❧てていきたい。 
  カ ௒年度の༞業生㏣㊧調査の結果はこれまでと大きくኚわらࡎ、大学㝔࡬の進学⋡は理⣔を中心に

全ᅜᖹᆒよりも高いᩘ್が得られていることや、鶴南ゼミの探究活動が大学での研究活動に

（�����）、また、鶴南ゼミの発表会に関わる活動が大学での研究発表に（�����）ᙺに❧ったと⟅
えた༞業生がከかった。そして理ᩘ科ฟ身の生徒は理ᩘࢭミࢼーが進㊰Ỵ定に（�����）ᙺに❧っ
たと考えている๭合も高い。௒ᅇから ᚟はがきをやめて㹵㹣ｂᅇ⟅のみの受௜にしてみたが、Ｓ

㹌Ｓを฼用した࿘知も行っているためか、ᅇ⟅ᩘはこれまでと大きくኚわらなかった。（資料Ｄ－

１１） 
（㸲）ḟ年度࡬向けてのㄢ㢟 
ａ 生徒・教員がともに成㛗を実ឤできるよ࠺な探究活動の῝໬・授業の改善・評価法をᘬき⥆き検ウ・実践

していく。≉に、２ᅇの㐠Ⴀ指導ጤ員会でのごຓゝや௒年度の㹅ＰＳの結果などを通して、１つ１つのྲྀ

組のࡡらいや目標、ຠ果の㔜要ᛶを改めてㄆ識することができた。ḟ年度は客観ᛶを高めることを意識し

ながら、その１つ１つのྲྀ組の評価法を改善し、目標に対する㐩成度➼がより᫂☜になるよ࠺な工ኵを考

え、実践していく。 
ｂ 学校設定教科『探究』の学校設定科目「鶴南ゼミ（基礎）」「鶴南ゼミ（探究）」の評価法について、発表会

4�



௨外の場㠃でのホ౯の඘実という視点で、先生方の意見をいただきながらᨵၿを続けていく。 
ｃ 卒業生㏣跡調査は次年度௨㝆も⥅続ண定だがᅇ答⋡を上げるための手立てを検ウする。 

 㹢 中㛫ホ౯を௨ୗのようにまとめ、その対応について検ウし、できる部分から実践する。 
   ① ホ౯のᐈほ性を高めるᕤኵ 
   ② 発表会௨外の場㠃におけるホ౯の඘実 
   ճ 理数科の課題研究の質向上のための時㛫・ᣦᑟ体ไ☜ಖ 
   մ 課題研究における生徒の୺体的なテーマ設定 
   յ 多ᒱにΏる探究テーマのᣦᑟに対応するための外部人材の積極的活用とその際の㐃ᦠ方法のᕤኵ 
   ն 校内研修等の組⧊的な取組の計画的な実施 
   շ 地域活性化ゼミのࢧイ࢚ンスⰍのᙉ調 
   ո ྛ✀コンテスト等への参加生徒のᨭ᥼ᙉ化 
   չ 校内における成果の「⥅ᢎ」に㈨する取組の඘実 
   պ 開発した教材等の積極的බ開 
   これらをもとに今年度の活動にᨵၿを加えている部分もある。次年度௨㝆もＳＳＨの活動が良い方向に向

かっていくように上グ１㸮㡯目に༑分␃意しながら進めていく。 
 
㹂－տ㐠Ⴀ指導ጤဨ఍の㛤ദ 

  ௧࿴㸰ᖺᗘ ➨㸯ᅇ ᒣᙧ┴❧㭯ᒸ༡㧗➼学ᰯ㹑㹑㹆㐠Ⴀ指導ጤဨ఍ 

（௧和２年 㸷月３㸮日開催 内容は別ῧ㈨ᩱ） 

  ௧࿴㸰ᖺᗘ ➨㸰ᅇ ᒣᙧ┴❧㭯ᒸ༡㧗➼学ᰯ㹑㹑㹆㐠Ⴀ指導ጤဨ఍ 

（௧和３年 ２月㸳日開催 内容は別ῧ㈨ᩱ） 

 

㹂－րሗ࿌᭩のసᡂ 

  報࿌᭩の作成を行い、校内でまとめた次年度に向けたᨵၿ点をもとに今後の計画を෌考するとともに、ࡈ協

力をいただいている࿘㎶の㐃ᦠ校や協力校、大学や研究ᐊにお㓄りし、ࡈ意見やࡈᣦᑟをいただきながら、

᭦なる事業のᨵၿと成果のᬑཬにດめる。 
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関係資料
５－１

山形県立鶴岡南高等学校教育課程表

全日制 校長名

第二学年 計

文系 理系 文系 理系

国 語 総 合 ○ 4 5 5 5 (a) は選択群を表す。

現 代 文 Ｂ 4 5 4
古 典 Ｂ 4 6 5
国 語 探 究 0,1
世 界 史 Ａ a○ 2 2 2 0,2 0,2
世 界 史 Ｂ a○ 4 2 2 0,3,5 0,5
日 本 史 Ａ b○ 2 0,2 0,2
日 本 史 Ｂ b○ 4 2* 2* 　　3* (b)3 　　3* 0,3,5 0,5
地 理 Ａ b○ 2  2*  2* 0,2 0,2
地 理 Ｂ b○ 4 0,3,5 0,5
現 代 社 会 ○ 2 2 2 2
倫 理 2 0,3
政 治 ･ 経 済 2 0,3
現 代 社 会 探 究 1

SS 数 学 ※ ○ 5 14,１７ 18

SS 物 理 ※ ○ 2 2 2,8

SS 化 学 ※ ○ 4    2* 4    4* 8

SS 生 物 ※ ○ 2 3,6 2,8
2* 1+2

SS 地 学 ※ ○ 2 3,6

体 育 ○ 7～8 2 7 7
保 健 ○ 2 1 2 2
音 楽 Ⅰ ｃ○ 2 0,2,3 0,2
美 術 Ⅰ ｃ○ 2 0,2,3 0,2
音 楽 Ⅱ 2 0,3
美 術 Ⅱ 2 0,3
コミュニケーション英語Ⅰ ○ 3 3 3 3 (b) は選択群を表す。

コミュニケーション英語Ⅱ 4 4 4
コミュニケーション英語Ⅲ 4 4 3
英 語 表 現 Ⅰ 2 2 2 2
英 語 表 現 Ⅱ 4 4 4
英 語 探 究 0,3
家 庭 基 礎 ○ 2 2 2 2

情報・科学コンピテンシー※ ○ 2 2 2

鶴南ゼミ（基礎）※ ○ 1 1 1 1
鶴南ゼミ（探究）※ ○ 1 1 1

○ 3 0 1 1
31 93 93
31 93 93

ﾎｰﾑﾙｰﾑ活動 1 3 3

生徒会活動

５５分

注）科目のゴシック体は必履修科目である。ただし、a , b , cはそれらの科目から一つ選択することを意味する。※はSSH研究開発関連。

卒業までに修得すべき単位数 93 授業の１単位時間

特
別
活
動

1 1 1 1

1～３年　５ｈ

入   学   式 〔４月〕  １・３ 年 （２ｈ）
演 劇 鑑 賞 〔６月〕  １～３年 （３ｈ）
球 技 大 会 〔６月〕  １～３年 （２日）
創立記念日 〔７月〕　１～３年 （３ｈ）

南   高   祭  〔７月〕      １～３年 （２日）
防 災 訓 練  〔５・１０月〕 １～３年 （２ｈ）
激   励   会  〔１２月〕    １～３年 （３ｈ）
卒   業   式  〔３月〕      ２･３ 年 （２ｈ）

探
究 1 1

教科探究は学校設定教科、鶴南ゼミ（基礎）・鶴南
ゼミ（探究）は学校設定科目（H29年度開設）

新入生歓迎会、部紹介  〔４  月〕 （３ｈ） 　　　生徒総会 〔５月・１０月〕 （２ｈ）

学校行事
１年　74ｈ
２年　106ｈ
３年　67ｈ

31 31
最   低 31 31 31 31

総合的な探究の時間 0 0 1 1
【選択について】
(a） は、そのグループから１科目選択。
但し、芸術の２年次の選択は、１年次の科
目を継続して履修する。
(b) はそのグループから２教科２科目選
択。但し、地歴は、2･3年で履修したものと
は別の科目を選択する。芸術は、1年次の
Ⅰの科目を継続して履修する。
ホームルーム活動は毎週木曜日４校時

総
計

最   高 31 31

家
庭

情
報

情報・科学コンピテンシーは学校設定科目
（H29年度開設）

2 2
(b)3

2

英語探究は学校設定科目（H27年度開
設）4 3

1年次の * はその中から１科目を選択
(a）、(b) は選択群を表す。
(b)選択では、音楽Ⅱ・美術Ⅱはそれぞれ
に対応するⅠを付した科目を履修した後
に履修できる。

外
国
語

4

SS物理・SS化学・SS生物・SS地学は学校設
定科目（H24年度開設）
＊はいずれかを選択
3年次文系理科はSS生物、SS地学の選択
で２年次選択した科目を２単位、選択しな
かった科目を１単位履修する。
３年次理系理科選択*は２年次の科目を継
続して履修する。

SS数学は学校設定科目(H24年度開設)
３年次文系の(b) は選択群を表す。

芸
術

2* (a)1

 (b)3

2

4

保
体

2 2 3 3
1 1

数
学

6 6 3+(b)3 7

理
科

(a)1

地
理
歴
史

２年次の選択は、「世界史A」と「日本史B」

か「地理B」、または「世界史B」と「日本史

A」か「地理A」のいずれかとする。Ａ科目と

Ｂ科目は時期を分けてまとめて学習する。

（Ａ→Ｂ→Ａの順)

３年次の選択 * は、２年次の科目を継続し

て履修する。(b) は選択群を表す。

公
民

(b) は選択群を表す。
現代社会探究は学校設定科目（H26年度
開設）(b)3

1

国
語

3 2 2 2 国語探究は学校設定科目（H25年度開
設）3 3 3 2

課程 学科 普通科 　　　　　坂　尾　　　　聡　　　　印

教

科
科 目

必履
修科
目○

 標準単
位数

第一学年
第三学年

備考
文系 理系
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全日制

国 語 総 合 ○ 4

現 代 文 Ｂ 4

古 典 Ｂ 4

世 界 史 Ａ a○ 2 2

世 界 史 Ｂ a○ 4 2

日 本 史 Ａ b○ 2

日 本 史 Ｂ b○ 4 2* 　　3*

地 理 Ａ b○ 2  2*

地 理 Ｂ b○ 4

現 代 社 会 ○ 2

体 育 ○ 7～8

保 健 ○ 2

音 楽 Ⅰ c○ 2

美 術 Ⅰ c○ 2

コミュニケーション英語Ⅰ ○ 3

コミュニケーション英語Ⅱ 4

コミュニケーション英語Ⅲ 4

英 語 表 現 Ⅰ 2

英 語 表 現 Ⅱ 4

家 庭 基 礎 ○ 2

情報・科学コンピテンシー※ ○

理 数 数 学 Ⅰ ○ 5

理 数 数 学 Ⅱ ○ 9

理 数 数 学 特 論 2～6

理 数 物 理 ○ 2～6

理 数 化 学 ○ 2～6 　　2* 4 　　4*

理 数 生 物 ○ 2～6 　　4※

理 数 地 学 ○ 2～6

課 題 研 究 1～2

鶴南ゼミ（基礎）※ ○ 1

鶴南ゼミ（探究）※ ○ 1

○ 1

ﾎｰﾑﾙｰﾑ活動

生徒会活動

注）科目のゴシック体は必履修科目である。ただし、a , b  , c はそれらの科目から一つ選択することを意味する。※はSSH研究開発関連。

総合的な探究の時間 0 0 1 1

総
計

最   高 31 31 31 93

探
究

卒業までに修得すべき単位数 93 授業の１単位時間 ５５分

ホームルーム活動は毎週木曜日４校時

1～３年　5ｈ 新入生歓迎会、部紹介  〔４  月〕 （3ｈ） 　生徒総会 〔５月・１０月〕 （２ｈ）

学校行事
１年　74ｈ
２年 １06ｈ
３年　67ｈ

入   学   式 〔４月〕  １・３ 年 （２ｈ）

理数セミナー 〔４月〕    ２ 年 （３日）

演 劇 鑑 賞 〔６月〕  １～３年 （３ｈ）

球 技 大 会 〔６月〕  １～３年 （２日）

創立記念日 〔７月〕　１～３年 （３ｈ）

南   高   祭  〔７月〕      １～３年 （２
日）
防 災 訓 練  〔５・１０月〕 １～３年 （２
ｈ）
激   励   会  〔１２月〕    １～３年 （３
ｈ）

特
別
活
動

1 1 1 3

最   低 31 31 31 93

２年次の理科の選択 * は１科目を選択す
る。

３年次の理科の選択 *は、２年次の科目を
継続して履修する。2 2,8

0,4 ３年次の理科の選択※は１科目を選択す
る。

4,8

1

1

1

1
教科探究は学校設定教科、鶴南ゼミ（基礎）・鶴南
ゼミ（探究）は学校設定科目（H29年度開設）

２・３年次の理数数学Ⅱ・数学数学特論は
分野ごとまとめて学習する。4 5 9

3 2 5

家
庭

2 2

理
数

5 5

2 2,8

情
報

2 2 情報・科学コンピテンシーは学校設定科目
（H29年度開設）

3

2 2

7

1年次の * はその中から１科目を選択。
0,2

外
国
語

3 3

芸
術

2*
0,2

4

2 2 4

4

3

保
体

2

２年次の選択は、「世界史A」と「日本史B」
か「地理B」、または「世界史B」と「日本史A」
か「地理A」のいずれかとする。Ａ科目とＢ科
目は時期を分けてまとめて学習する。（Ａ→
Ｂ→Ａの順)
３年次の選択 * は、２年次の科目から１科
目を継続して履修する。

0,5

0,2

0,5

1 1 2

公
民

2 2

2 3

0,2

0,5

地
理
歴
史

0,2

2 4

2 2 4

国
語

5 5

教

科
科 目

必履修
科目○

標準
単位数

第一学年 第二学年 第三学年 計 備　　考

2

山形県立鶴岡南高等学校教育課程表

課程 学科 理数科 校長名 　　　　　坂　尾　　　　聡　　　　印
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５－２ 令和２年度山形県立鶴岡南高等学校スーパーサイエンスハイスクール運営指導委員会 

① 令和２年度 第１回山形県立鶴岡南高等学校スーパーサイエンスハイスクール運営指導委員会 

令和２年９月３０日（水） 
１５：００～ 

出席者 
運営指導委員 
山形大学農学部長 村山秀樹、東北公益文科大学長 神田直弥、鶴岡市役所企画部長 阿部真一、 
山形県立鶴岡北高等学校長 佐賀井仁、東北大学大学院工学研究科教授 安藤晃（オンライン）、 
オリエンタルモーター株式会社鶴岡カンパニー 岡島克之（オンライン） 
山形県教育庁高校教育課 
指導主事 櫻井潤 
山形県立鶴岡南高等学校 
校長 坂尾聡、事務部長 藤橋弘行、教頭 砂田智、小松範明、五十嵐雄大、三宅国彦、青山武、木村良二、

安野浩夫、池田雅明、工藤正明、佐藤清輔、鏡雄一、齋藤雅子、土門和宏、菅原恭子 
１ 開会 
２ 山形県教育委員会挨拶（高校教育課 指導主事 櫻井潤） 
３ 山形県立鶴岡南高等学校長挨拶 （坂尾聡 校長） 
４ 委員紹介 
５ 運営指導委員長選出 
６ 協議 
（１）中間ヒアリングの結果とこれまでのＳＳＨ事業について 
（２）今年度のＳＳＨ事業について 
（３）質疑及び運営指導委員からのご指導ご助言 
安藤：中間評価について、今回は結構厳しめの評価を受けた学校が多かったが、提出された書類の書きぶりで評

価が大きく変わっているという分析もある。実際のヒアリングの時の印象と出された結果との違いもある

ようだが、鶴岡南はどうだったかを聞きたい。中高一貫と３期目に向かい方向性を決めていかなければな

らない時期に入っているが、中間評価の結果を見ながら強みをどうやって出すかを考えていってほしい。

評価の基準に則った書き方をしているか、そしてその基準を満たしているかどうかで今回もポイントをつ

けられ結果が出された。書面で評価された中で「校長のリーダーシップの下、全教員参画型の指導体制が

構築されているか」、「探究活動においては特徴ある活動が展開されてその結果が形になって表れているか」

（対外実績等も含む）、「ＳＳＨ活動の評価がきちんとなされてその結果を踏まえた実質的な形として学校

全体の教育の指導体制が強化されているか」（改善を計画的に行っているか）、もちろん「外部人材という

ことで大学との連携を強く進めているか」「高大接続事業として動いているか」という部分がポイントで

ある。高大接続については山形大学との連携をこれまでの実績として強調していくことはとても有効であ

る。 
佐藤：中間ヒアリングで印象に残っているのは、理数科と普通科の違いに注目していたこと。文科省は理数科と

いうことに特別感を求めていることが伝わってきた。 
安藤：ＳＳＨはもともと理系人材特化を目指してやってきたが、あるときから全体に広げる取組に変わっていき、

その後理数科特化の話と変化してきている。鶴岡南は全校体制からスタートしており、普通高校とＳＳＨ

校の違いを考えたときに理数探究の深まりというのは必要なことであると感じる。 
櫻井：１期目の中間ヒアリングでは全校体制ということが評価され、５段階中２段階であった。今回は全校でや

るというのは当然で、その中で更に飛び抜けた生徒をどのように育成するかと考えたときに理数科生徒の

特化を強調された。ほぼ全教員が探究活動の指導をしているがその指導方法の共有やそれをいかに高める

取組を現段階でしていたか、次どのようにするかを打ち出すことができていれば良かったかもしれない。

あとは２期目の学校は他よりも厳しめに言われた感じがした。 
神田：中間評価の結果を受けて対応していく必要があると考えさせられた。教育課程の研究開発について現時点

において教育課程が完成したのかどうか、不足している点はどこなのか、がよくわからない。様々な取組

を通じて生徒が成長していることは間違いないと思うがこれが教育課程になっているのかというところ

をどのように検証していくかが評価になってくる。具体的な人財育成像がこれまでの取組にどのように紐

付けられているのか、それぞれの事業を行うことによって何を実現したいのかが見えにくい状況になって

いるので、そこを整理して見える化を図ると何ができていて、更に伸ばせる部分はどこなのかが明確にな
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ってくる。カリࣗ࢟ラ࣒をసることで言えば、まࡎカリࣗ࢟ラ࣒ができたかどうか、という評価があり、

次にカリࣗ࢟ラ࣒ができていてもその通りに授業が展開されていなければ効果は༙ῶするので࢕ࢸーࢳ

ングのど点での評価も必要。そして、何回、何時間やったという具体的数್で表現するア࢘トプット。こ

れらを踏まえて生徒はどのように成長したかというア࢘トカ࣒がある。これらを一体的な形で整理してい

くと良い。࢘ࢻࣈのポンࢳ⤮の㡯目を結ぶ཮方向の▮印は何なのか、それぞれの事業と生徒の状ែの㛵連

を具体的にグ㏙できるとそれが目ᶆになってくる。これらを書き出していくのは大変だがㄝ明するときに

ㄝ明しやすくなるのでこのポンࢳ⤮もうまく活⏝してほしい。理数科の生徒について、「出るᮺをᘬき出

す」には出ているᮺをどのように検出するかを௙᥃けとして入れ㎸むことも㔜要。 
坂尾：教育課程について、確かに課㢟研究の取組はよくなってきている。しかしこれが教科の学⩦にどのように

生かされているかというほ点で見るとまだまだ足りない部分はある。教科学⩦に探究的な学びをどのよう

に入れていくかはᮏ校の課㢟であり、このど点はᣢち続けなければならない。そのような中でとんがった

生徒をどう育てていくかというࣂランスの取り方も課㢟である。 
阿部：東北で研究者の数の多さは௝ྎ、┒岡に次いで鶴岡というࢹータが出ている。鶴南࣑ࢮやࢧイエンスパー

ࢳット等の企画にᘬき続き࣑ࢧイオࣂで研究活動が活発になってきた証である。ඛ➃研で行われているࢡ

ࣕࣞンࢪしてほしい。ࣂイオࢼ࣑ࢭーもやるのでᆅᇦとの連携ということでこのような企画にも᫝㠀参ຍ

してもらいたい。中高一貫校は校⯋が㞳れているがࢪࢹタル面でのࣁーࢻ整ഛをお㢪いしている。また主

体的な学びをࢧポートするというほ点からの࢞ࢠスࢡールの導入等、鶴岡市も応᥼していく。３期目に向

かって鶴岡市に要ᮃ等あればご┦ㄯいただきたい。 
村山：生徒は㉳業ᐙをព㆑すると大学入学後もᑡし変わってくる。様々な࣋ンࣕࢳー企業のあるࢧイエンスパー

 。の活⏝は生徒にとって面ⓑいࢡ
佐賀井：普通の理科とＳＳ理科は教えているෆᐜはどのように違うのか、そしてどのように探究に生かされるの

か。普通高校にはない実㦂ᶵ材などどのようなものをᥞえているのか。大学院のඛ生方࡬質ၥだが、高校

の探究活動で何を㌟につけると大学や大学院で活㌍できるようになるか。また、出るᮺを見つけたらどの

ように育てるか、どういうカリࣗ࢟ラ࣒にするのが良いのか、ᮏ人がやりたいことができるようなᰂ㌾な

ものにする必要があるのかなと思う。ᆅᇦ活性化࣑ࢮのࢧイエンスⰍの強調ができれば᪂しい鶴岡南高校

⊂⮬のものができる。 
五十嵐：通ᖖはᆅ学基♏の後にᆅ学をᒚಟするがＳＳᆅ学のሙྜは㛵連する㡯目は㡰␒を入れ᭰えてᢅうことが

できる。また、教科書を㉸えた⎔ቃや㈨※というഃ面もᢅい、生徒の教㣴を高めている。 
三宅：生≀についてもྠ様で生≀基♏と生≀のෆᐜをᶓ᩿的にᢅっている。また、教科書に㍕っていないような

実㦂もᢅった。実㦂⿦⨨としてはࢧー࣐ルࢧイࢡラー௨外のものは大体そろっている。ࢧー࣐ルࢧイࢡラ

ーがあればࡦととおり分子生≀学的な実㦂はྍ⬟であるという状ែである。 
安藤：探究活動をするときに大事なことについて、どういうど点をᣢって何を主ᙇしたいのかが見えない発表が

多い。スタートの時点で見えている必要はないが、研究を進めるうちに形成されていくもの。᪂しいど点

を見つける、ポイントを㏣求していくጼໃが大ษ。 
神田：社会科学のሙྜは⮬らࢹータを㞟めることもあるし、᪤Ꮡのものを調࡭るということもある。ດຊをᝰし

まࡎどれだけ調࡭られるか、そのプࣟࢭスをᴦしめるか、が大事。 
岡島：高校生の段階から࣑ࢮを通じてᖜ広い年௦やⰍ々な⎔ቃで活動できていることは㠀ᖖに良い。ຮ強しなが

らこのようにᖜ広い活動を⤒㦂したことは社会に出てからもプラスになる。ᮏ社でも௙事をするୖで、疑

ၥをᣢち、事実を調࡭、見えるように♧して協ຊをᚓる、具体化する、と探究に通じることをᥖげている。

高校生の段階からこのような探究活動をしていけば大学でも、社会に出ても活㌍できるだろう。 
村山：大学は⊃く深くやっているが、「広くຮ強する」というのが௬ㄝを立てたり、実㦂をࢨࢹインするときに役

に立つ。高校生、大学１࣭２年生もこういうところをຮ強してもらいたい。 
安藤：࢕࢘ࢼࣟࢥルスのᙳ㡪で様々な஺ὶはṆまっている。ここで㐲㝸での参画を✚ᴟ的に取り入れるかどうか

で違いが出てくる。鶴岡南も㐲㝸での࣓リットをうまく活⏝して外部との連携を検ウしてみてはどうか。 
坂尾：１期目、２期目の中間ヒアリングを通して国としてのＳＳＨ事業の方㔪の変化が見られることを⫋員にも

伝えた。ᖹ成３０年の有㆑者会議の方向性も踏まえ、ᮏ校では理数系のᚓពな生徒のຊを更に伸ばすとい

う௙組みをసることが必要である。࢘ࢻࣈのポンࢳ⤮のパー１ࢶつ１つについて今何ができていて何がで

きていないかをまとめ、有㆑者会議のど点とྜわせてྜ⮴している部分を伸ばしていくという方向性が３

期目⏦ㄳには必要になってくる。２期の活動をまとめ、評価し、全⫋員で共有し、次のᡭ立てを考えてい

く。 
㸵 㛢会 
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ղ 令和２年度 第２回山形県立鶴岡南高等学校スーパーサイエンスハイスクール運営指導委員会 

令和３年２月５日（㔠） 
１３：３０～ 

出席者 
運営指導委員 
東北公益文科大学長 神田直弥、鶴岡市役所企画部ᨻ⟇企画課主ᖿ ⓑᖭ有、 
鶴岡市立鶴岡➨三中学校長 す⬥ᗤ、山形県立鶴岡北高等学校長 佐賀井仁、 
山形大学農学部長 村山秀樹（オンライン）、東北大学大学院工学研究科教授 安藤晃（オンライン）、 
山形県教育庁高校教育課 
指導主事 櫻井潤 
山形県立鶴岡南高等学校 
校長 坂尾聡、事務部長 藤橋弘行、教頭 砂田智、小松範明、五十嵐雄大、三宅国彦、青山武、長㇂部満、 
木村良二、齋藤ᜨ⨾、安野浩夫、池田雅明、ⓒ℩⨾ዉ子、工藤正明、三ᾆ᫴、佐藤清輔、鏡雄一、青山ᑾ、 
齋藤雅子、土門和宏、菅原恭子 

１ 開会 
２ 山形県教育委員会挨拶（高校教育課 指導主事 櫻井潤） 
３ 山形県立鶴岡南高等学校長挨拶 （坂尾聡 校長） 
４ 協議 
（１）今年度のＳＳＨ事業ሗ࿌について 
（２）᮶年度のＳＳＨ事業計画（３期目⏦ㄳの構᝿を含む）について 
（３）質疑及び運営指導委員からのご指導ご助言 
佐賀井：㸿㹇部について活動の成果と౑⏝ᶵ材について教えてほしい。 
木村：村山ᆅ༊にある木工会社の社長さんが山形県を㸿㹇で日ᮏ一にするという思いで、様々な高校にኌがけを

し、㈶ྠする学校が活動している。ƫ 材については協ຊしてくれる企業をເって㹎㹁等を೉りている状況。

ングも活⏝しながら㈨㔠をᚓている。㐌１回オンラインでのㅮᗙを受ㅮし、分からな࢕ࢹン࢓ࣇࢻ࢘ラࢡ

いところがあればྛᆅ༊のࢥーࢳ役の方に聞いたり、オンラインでやり取りしたりしている。県ෆで１１

校あり、ࢸー࣐を「もの࡙くり」にするグループと「スポーࢶ」にするグループに分かれて取り組んでい

る。ᮏ校は「もの࡙くり」で、今回は「カンࢼ」について研究をしている。２月ୖ᪪の３日間で中間発表

会をし、３月には㸿㹇⏥子ᅬにも参ຍணᐃ。㹎㹁は普通の㹎㹁である。 
神田：㠀ᖖに多くの取組を行っているが、一つ一つの取組が目ᶆに対して十分な成果がᚓられているのかどうか

が分からない。そして、┦஫の㛵連性が分からない。一␒下に鶴南࣐࣑ࢮニࣗアルをసる、⫋員研ಟ会を

するという取組を進めるための準ഛ、土ྎがある。そのୖにカリࣗ࢟ラ࣒の⦅成による生徒全体のᗏୖげ

を図るというのが２階部分としてある。３階部分はࢥンࢸストやྛ✀イ࣋ント࡬の参ຍなど一部のඃれた

生徒の取組。そして᭱後にア࢘トカ࣒として進学実績がある。そのような構㐀で見たときにྛ取組がそれ

ぞれの役๭をどのくらい㐩成できたかが成果となる。ࢥンࢸスト等の参ຍ数も目ᶆに↷らしてどうだった

のかが分からない。こういったことが数್的に評価できるとどの㡯目に対して今後どのように進めていけ

ば良いかが見えてくる。今回ᣲげられた３０の取組が目ᶆを㐩成できているのかどうかが見えてくると３

期目に向かう際に何を伸ばさなくてはならないのかが明確化してくる。 
ⓑᖭ：やまがたイ࣋ࣀーシࣙンプࣟグラ࣒で３఩受㈹したࢸー࣐はどのようなものか。シルࢳࣀࢡカラ２０２０

は㠀ᖖに┒会だった（後日市役所ࣟࣅーに㛵連成果≀を展♧）。᮶年度もシルࢡ㛵連の研究を続け、シルࢡ

 。カラ２０２１（２月）に参ຍしてほしいࢳࣀ
佐藤：やまがたイ࣋ࣀーシࣙンプࣟグラ࣒について、３఩受㈹となったグループのࢸー࣐は鶴岡の㣗文化に㛵す

るࢿࢪࣅスプランであった。 
神田：３期目の取組᱌はពḧ的だがなかなか大変そうだ。特に大変そうだと感じたのは１人１つ௨ୖの外部ࢥン

スト等に参ࢸンࢥスト等の参ຍの必㡲化。これをやるとඃれた人を伸ばすというよりも、大変な生徒をࢸ

ຍできるࣞ࣋ルにᘬきୖげる方に目がいってしまう。今回のアプࣟーࢳは、これまでの取組に対してどの

ような課㢟があるのかを明確にして、その課㢟に対して一Ṍࡎつ๓進するというアプࣟーࢳ。これは何Ṍ

進むとࢦールにたどり╔くのかということが明確になっておらࡎ、๓進はするが結ᒁこれによってどのよ

うな成果が出るのかが見えにくく、アࣆールしにくい。それを通して何を実現したいのかというࢦールが

あったほうが良い。そこで文科省が᭱㏆言っていることを見てみると一つはࢪࢹタルᢏ⾡活⏝によるಶ別

᭱㐺化がある。全体のᗏୖげという面で生徒一人一人の฿㐩度に応じた効果的なࢪࢹタルᢏ⾡の活⏝によ
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り、ඛ生方のୖ఩ᒙ࡬の対応もᡭཌくしていくことができる。もう一つは文理⼥ྜである。6RFLHW\���の
時௦において文系だから分からないとは言っていられない。探究活動も文系、理系と分かれており、文系

の発表はࢹータがないものも見られる。ࢹータに基࡙いて取組を更に進めることができるように文系と理

系の生徒が一⥴になって取り組むことにより文系生徒も科学ᢏ⾡に㛵するࢭンスを高めることができる。

ᆅᇦ活性などについても文理⼥ྜで取り組めるྍ⬟性は高い。一部の人でなく様々な学ၥ分野の人の▱見

を活⏝してၥ㢟ゎ決できた方が良い。このような⼥ྜというど点も必要である。これらのことに㛵連して

ールタᐃをし、これまでの取組を改めて見直し、何を進めていけば良いのかを考えるというやり方もあࢦ

る。 
ⓑᖭ：⚾もྠ様に子どもたちの㈇ᢸが大きいと感じる。外部連携の௙方の検ウとのことだが、鶴岡市としては企

業との連携をࡦࡐお㢪いしたいと考えている。鶴岡南高校は༞業後にᆅඖにᡠってくる生徒がᑡないが、

ぶとඛ生௨外の大人との㛵りがᆅඖ࡬のឡ╔につながってくるのでⰍ々な企業からの協ຊのもと連携を

深めていってほしい。㸿㹇部については᮶年度から鶴岡高ᑓもຍわるので連携の㍯を広げてほしい。 
安藤：１２月に行われたＳＳＨのᅾり方についての有㆑者会議の中で、指ᐃ期数に応じたᅾり方が出されている。

Ϩ期は開発と安ᐃ、ϩ期は安ᐃと特Ⰽ、Ϫ期は特Ⰽと変㠉、ϫ期は深化と⢭選、Ϭ期はඛ導となっている。

Ϫ期目௨㝆は中間評価の結果等も踏まえて更なる特Ⰽ࡙くりやϨ࣭ϩ期௨ୖの取組の深化がㄆめられるሙ

ྜに㝈り指ᐃされる、と指ᐃ校数を制㝈する文言が見られる。Ϫ期目を目指すに当たり、特Ⰽを深め、変

㠉を含めるෆᐜにしていくことが必要。鶴南は様々な活動を行っており、今回は㸿㹇部も出てきたり、ま

た、ᆅᇦ連携は㠀ᖖにඃれた活動をしており、ඛ導的な᪂しい開発が期ᚅされている。これまでやってき

たからこそ次のスࢸップができるという考えで取り組んでほしい。このような中で、ＳＳＨ、課㢟研究を

指導できる教員が育っているという考え方も大事。 
村山：ᆅᇦ連携で目⋢になるか㸽何から何までやるというのは大変なのではないか。 
安藤：ᆅᇦ連携は௨๓から期ᚅされているがなかなかうまくいっていない部分である。山形大学を含めた連携が

期ᚅされる。 
す⬥：᫖日はじめて発表会を見させてもらった。探究型学⩦が求める主体的、対話的で深い学びを体現するもの

であった。この活動を⥅続的に௙組んでいけば生徒ྠኈが่⃭しྜい、向ୖᚰを㣴うことができ、学びを

᥀り下げようとするጼໃも⮬ࡎと㌟につく。ࢸー࣐は多ᒱにΏり、⮬分が▱りたいこと学びたいことに主

体的に取り組むጼが育まれている。࣑ࢮの活動の一⎔でᮏ校においての鶴南生による授業実㊶があったが、

㠀ᖖにᇽ々としていて良かった。 
佐賀井：᫖日の発表会を見てࣞ࣋ルがୖがったと感じた。質疑応⟅が研究のᮏ質をᤊえたものが多く、大変良か

った。ඛ行研究や㈨ᩱをㄞみ㎸んでいることがやり取りの向ୖにつながったと思われる。３期目はこうい

う方向性で行く、と学校が決めれば、それに十分対応できる生徒が育っていると感じる。࣐ニࣗアルの整

ഛやඛ生方の研ಟを行ったことの効果は生徒の活動に表れたと思う。３期目については、これまではＳＳ

Ｈをやっているというというだけで大きな特徴になっていたものが、全国で探究活動をやるのが普通にな

ってきている中で更に特徴を出すのはなかなか㞴しい。研究が、日々Ⰽ々なことを考え、その中で疑ၥを

ᣢったことを研究すると良い研究になり、࣒リࣖリࡡࡦり出すとὸいものになるのとྠ様で、普段鶴南ࢮ

を指導しているඛ生方が課㢟と感じていること等から出てきたものがᮏ≀の３期目の方向性になると࣑

思う。一点✺◚になるのか、ᖜ広いໟᣓ的なものになるのかはあるだろうが、࿘ᅖから見て、鶴南࣑ࢮは

ここがすごい、ここが特徴というものを打ち出せれば良い。文理⼥ྜ、᝟ሗࢹータ、ࣂイオ等特徴を出せ

る部分はⰍ々と考えられる。鶴南のඛ生方の中からᆅに足のついた実現ྍ⬟な３期目の᪂しい取組が出て

くると思う。 
村山：ࢼࣟࢥだからできることを考えてほしい。ྎ ‴の学校とオンラインでの஺ὶを考えてみてはどうか。また、

Ⰽ々なことをやると↔点がぼけてくる。↔点を⤠り、目⋢をసることが大事。 
５ 㛢会 
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５－３ データおよび参考資料 

（資料Ｄ－１） 

 S
S
H

事
業

の
評

価
に

つ
い

て
研

究
開

発
課

題
名

「
T
S
U

R
U

O
K
A

 S
C

IE
N

C
E
 C

L
U

S
T
E
R

」
に

お
け

る
Ｓ

Ｓ
Ｈ

活
動

の
深

化
に

よ
る

科
学

技
術

の
発

展
を

担
う

『
人

財
』
の

育
成

。

地
域

に
集

積
す

る
最

先
端

の
研

究
機

関
や

大
学

・
企

業
・
自

治
体

、
近

隣
の

Ｓ
Ｓ

Ｈ
、

Ｓ
Ｐ

Ｈ
校

等
（
T
S
U

R
U

O
K
A

  
S
C

IE
N

C
E
　

C
L
U

S
T
E
R

）
と

の
連

携
に

よ
る

、
幅

広
い

視
野

で
多

様
な

テ
ー

マ
の

探
究

活
動

を
深

化
・
発

展
さ

せ
る

こ
 と

で
、

地
域

や
日

本
、

世
界

が
直

面
す

る
課

題
を

発
見

し
解

決
す

る
能

力
を

身
に

付
け

、
学

術
文

化
都

市
『
鶴

岡
』
を

  
牽

引
し

、
世

界
で

活
躍

す
る

科
学

技
術

の
発

展
を

担
う

高
い

志
を

持
っ

た
『
人

財
』
の

育
成

を
行

う
。

研
究

開
発

の
目

標
①

研
究

機
関

や
大

学
・
企

業
・
自

治
体

等
と

連
携

し
た

探
究

活
動

や
言

語
活

動
を

通
じ

て
、

科
学

的
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

を
伸

長
し

幅
広

い
探

究
心

を
身

に
付

け
た

『
人

財
』
の

育
成

。

②
ＩＣ

Ｔ
活

用
能

力
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

身
に

付
け

、
学

術
文

化
都

市
「
鶴

岡
」
を

牽
引

し
、

地
域

や
日

本
、

世
界

が
直

面
す

る
課

題
や

問
題

を
発

見
し

解
決

す
る

『
人

財
』
の

育
成

。
 

③
国

際
的

な
視

野
を

持
ち

世
界

で
活

躍
す

る
科

学
技

術
の

発
展

を
担

う
『
人

財
』
の

育
成

。

Ｓ
Ｓ

Ｈ
評

価
検

証
の

指
標

柱
目

指
す

学
校

像
と

『
人

財
』
像

内
容

研
究

開
発

の
目

標
と

の
対

応

・
本

校
生

徒
の

実
態

に
即

し
た

教
材

や
指

導
法

を
開

発
し

、
教

育
に

活
か

す
こ

と
が

出
来

る
。

科
学

技
術

の
発

展
を

担
う

・
自

然
科

学
や

社
会

科
学

の
基

本
的

な
事

柄
を

幅
広

い
分

野
に

わ
た

り
知

っ
て

い
る

。
幅

広
い

探
究

心
を

身
に

つ
け

る

・
基

礎
的

な
科

学
用

語
を

覚
え

、
科

学
技

術
に

関
す

る
文

章
が

理
解

出
来

る
。

幅
広

い
探

究
心

を
身

に
つ

け
る

・
探

究
活

動
を

通
し

て
、

主
体

的
に

課
題

を
発

見
す

る
こ

と
が

出
来

る
。

幅
広

い
探

究
心

を
身

に
つ

け
る

・
実

験
、

調
査

結
果

を
踏

ま
え

て
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

す
る

こ
と

が
出

来
る

。
幅

広
い

探
究

心
を

身
に

つ
け

る

・
課

題
を

分
析

し
、

解
決

方
法

を
み

つ
け

、
課

題
解

決
に

向
け

て
行

動
す

る
こ

と
が

出
来

る
。

幅
広

い
探

究
心

を
身

に
つ

け
る

・
研

究
内

容
を

柔
軟

に
発

展
・
応

用
す

る
こ

と
が

出
来

る
。

幅
広

い
探

究
心

を
身

に
つ

け
る

・
研

究
成

果
を

校
内

だ
け

で
な

く
公

的
な

場
に

お
い

て
発

表
す

る
こ

と
が

出
来

る
。

科
学

技
術

の
発

展
を

担
う

・
国

際
科

学
技

術
コ

ン
テ

ス
ト

に
参

加
す

る
意

欲
を

持
っ

た
生

徒
を

育
て

る
こ

と
が

出
来

る
。

科
学

技
術

の
発

展
を

担
う

・
電

子
デ

バ
イ

ス
に

よ
る

情
報

の
検

索
方

法
を

知
り

、
正

確
な

情
報

を
収

集
す

る
こ

と
が

出
来

る
。

科
学

的
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

の
伸

長
、

ＩＣ
Ｔ

活
用

能
力

を
身

に
付

け
る

・
情

報
端

末
機

器
の

使
い

方
を

覚
え

、
様

々
な

活
動

の
中

で
効

果
的

に
利

用
す

る
こ

と
が

出
来

る
。

科
学

的
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

の
伸

長
、

ＩＣ
Ｔ

活
用

能
力

を
身

に
付

け
る

・
数

値
・
数

量
デ

ー
タ

の
処

理
・
分

析
が

出
来

る
。

科
学

的
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

の
伸

長
、

ＩＣ
Ｔ

活
用

能
力

を
身

に
付

け
る

・
デ

ジ
タ

ル
化

さ
れ

た
デ

ー
タ

を
様

々
な

ツ
ー

ル
で

適
切

に
処

理
す

る
こ

と
が

出
来

る
。

科
学

的
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

の
伸

長
、

ＩＣ
Ｔ

活
用

能
力

を
身

に
付

け
る

・
情

報
の

探
索

、
収

集
、

選
択

、
活

用
、

発
信

が
出

来
る

。
科

学
的

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
の

伸
長

、
ＩＣ

Ｔ
活

用
能

力
を

身
に

付
け

る

・
英

語
で

研
究

内
容

を
ま

と
め

る
こ

と
が

出
来

る
。

国
際

的
な

視
野

を
も

ち
世

界
で

活
躍

す
る

・
国

際
交

流
事

業
を

通
し

て
、

他
国

の
文

化
・
習

慣
を

理
解

す
る

こ
と

が
出

来
る

。
国

際
的

な
視

野
を

も
ち

世
界

で
活

躍
す

る

・
英

語
に

よ
る

相
手

の
意

見
を

丁
寧

に
か

つ
要

点
を

押
さ

え
て

聞
く
こ

と
が

出
来

る
。

国
際

的
な

視
野

を
も

ち
世

界
で

活
躍

す
る

・
論

理
的

に
物

事
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

、
わ

か
り

や
す

い
説

明
が

出
来

る
。

国
際

的
な

視
野

を
も

ち
世

界
で

活
躍

す
る

・
他

の
高

校
等

と
連

携
し

、
小

・
中

学
生

に
理

数
の

楽
し

さ
を

伝
え

る
こ

と
が

出
来

る
。

地
域

や
日

本
、

世
界

が
直

面
す

る
課

題
や

問
題

を
発

見
し

解
決

す
る

・
国

内
や

地
域

産
業

で
起

こ
っ

て
い

る
こ

と
を

理
解

し
、

進
路

選
択

に
い

か
す

こ
と

が
出

来
る

。
地

域
や

日
本

、
世

界
が

直
面

す
る

課
題

や
問

題
を

発
見

し
解

決
す

る

・
将

来
の

職
業

観
を

育
成

し
、

進
路

意
識

を
高

め
る

こ
と

が
出

来
る

。
地

域
や

日
本

、
世

界
が

直
面

す
る

課
題

や
問

題
を

発
見

し
解

決
す

る

・
専

門
的

な
研

究
機

関
や

大
学

の
最

先
端

の
研

究
に

触
れ

、
理

系
分

野
の

視
野

を
広

げ
る

こ
と

が
出

来
る

。
地

域
や

日
本

、
世

界
が

直
面

す
る

課
題

や
問

題
を

発
見

し
解

決
す

る

・
科

学
技

術
と

日
常

の
社

会
と

の
関

連
性

を
理

解
し

、
進

路
選

択
に

活
か

す
こ

と
が

出
来

る
。

地
域

や
日

本
、

世
界

が
直

面
す

る
課

題
や

問
題

を
発

見
し

解
決

す
る

・
様

々
な

経
験

を
通

し
て

養
わ

れ
た

力
を

自
己

評
価

し
、

今
後

に
活

か
す

こ
と

が
出

来
る

。

・
探

究
活

動
や

S
S
H

事
業

に
お

け
る

成
果

を
客

観
的

に
評

価
す

る
こ

と
が

出
来

る
。

・
評

価
し

た
内

容
か

ら
課

題
を

見
つ

け
、

改
善

へ
向

け
て

取
り

組
む

こ
と

が
出

来
る

。

研
究

開
発

の
目

的

到
達

目
標

(評
価

の
観

点
)

Ａ
理

数
才

能
を

伸
長

さ
せ

、
研

究
機

関
・
大

学
・
企

業
自

治
体

等
と

連
携

し
た

探
究

活
動

の
深

化
発

展
に

向
け

た
研

究

学
校

設
定

科
目

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
実

践
と

改
善

に
よ

り
高

度
な

研
究

や
探

究
活

動
の

素
地

と
な

る
確

か
な

知
識

を
系

統
的

に
定

着
さ

せ
る

こ
と

を
目

指
す

。
幅

広
い

テ
ー

マ
で

、
研

究
所

・
大

学
・
企

業
・
自

治
体

等
と

連
携

し
た

探
究

活
動

に
取

り
組

む
こ

と
で

、
科

学
に

対
す

る
探

究
心

を
高

め
、

地
域

や
日

本
、

世
界

が
直

面
す

る
課

題
を

発
見

し
解

決
す

る
能

力
を

身
に

つ
け

た
科

学
技

術
の

発
展

を
担

う
高

い
志

を
持

っ
た

『
人

財
』
の

育
成

を
目

指
す

。

「
S
S
科

目
」
の

開
設

と
教

材
開

発
、

指
導

法
や

評
価

方
法

の
研

究

全
校

生
徒

が
取

り
組

む
探

究
活

動
『
鶴

南
ゼ

ミ
』
の

深
化

・
発

展

探
究

活
動

『
鶴

南
ゼ

ミ
』
に

お
け

る
『
地

方
創

生
』
分

野
の

開
設

と
拡

大

科
学

部
活

動
の

充
実

と
発

展
、

高
度

・
先

端
研

究
に

取
り

組
む

生
徒

の
育

成

国
際

科
学

技
術

コ
ン

テ
ス

ト
等

へ
の

生
徒

の
参

加
数

、
入

賞
数

の
増

加
に

向
け

た
取

組

Ｄ
Ｓ

Ｓ
Ｈ

事
業

を
推

進
す

る
た

め
の

評
価

・
検

証
方

法
の

研
究

連
携

す
る

大
学

の
研

究
者

の
指

導
の

も
と

、
県

内
外

の
連

携
す

る
高

校
の

協
力

を
得

な
が

ら
、

組
織

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

や
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

手
法

を
用

い
て

評
価

・
検

証
法

の
研

究
を

進
め

る
こ

と
で

、
客

観
的

に
Ｓ

Ｓ
Ｈ

各
事

業
の

成
果

を
検

証
し

、
研

究
の

改
善

、
教

師
の

指
導

力
の

向
上

、
学

校
力

の
向

上
に

つ
な

げ
る

こ
と

を
目

指
す

。

評
価

・
検

証
法

の
研

究
と

Ｓ
Ｓ

Ｈ
事

業
を

効
果

的
に

運
営

す
る

た
め

の
研

究

・
S
S
H

テ
ス

ト
（
→

G
P

S
テ

ス
ト

に
変

更
）
の

他
校

と
の

比
較

分
析

の
実

施

・
個

々
の

取
組

に
お

け
る

ア
ン

ケ
ー

ト
、

学
習

レ
ポ

ー
ト

等
に

よ
る

検
証

・
運

営
指

導
委

員
に

よ
る

評
価

・
卒

業
生

へ
の

追
跡

調
査

・
既

存
の

本
校

独
自

調
査

に
よ

る
検

証

Ｂ
科

学
的

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
を

伸
長

し
、

ＩＣ
Ｔ

活
用

能
力

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
向

上
、

英
語

力
向

上
の

た
め

の
研

究

本
校

生
徒

の
実

態
に

即
し

た
独

自
教

材
、

学
校

設
定

科
目

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
開

発
に

よ
り

、
全

て
の

生
徒

の
科

学
的

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
を

伸
長

さ
せ

、
ＩＣ

Ｔ
機

器
を

活
用

す
る

能
力

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
含

む
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
向

上
さ

せ
る

こ
と

を
目

指
す

。
海

外
の

高
校

と
の

継
続

し
た

研
究

内
容

等
の

交
流

に
よ

り
、

グ
ロ

ー
バ

ル
な

視
野

を
育

み
、

世
界

で
活

躍
す

る
『
人

財
』
の

育
成

を
目

指
す

。

学
校

設
定

科
目

「
情

報
・
科

学
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

」
の

開
設

と
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
開

発

ＩＣ
Ｔ

機
器

を
活

用
す

る
能

力
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

育
成

英
語

力
の

向
上

と
海

外
の

高
等

教
育

校
と

の
交

流
、

連
携

の
拡

大

研
究

成
果

の
社

会
へ

の
還

元
と

発
信

Ｃ
理

数
体

験
充

実
の

た
め

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
発

に
よ

り
広

い
視

野
を

持
っ

た
理

数
系

人
財

を
育

成
す

る
研

究

企
業

・
自

治
体

と
の

連
携

を
強

化
し

た
キ

ャ
リ

ア
教

育
や

小
・
中

・
高

の
各

発
達

段
階

に
ふ

さ
わ

し
い

理
数

体
験

を
重

ね
る

機
会

を
設

け
る

中
核

拠
点

と
し

て
、

将
来

の
職

業
観

、
地

域
の

特
色

の
あ

る
自

然
や

産
業

、
科

学
技

術
等

に
興

味
・
関

心
を

持
つ

児
童

・
生

徒
の

育
成

を
目

指
す

。

鶴
南

キ
ャ

リ
ア

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

研
究

開
発

小
中

学
校

で
の

理
数

体
験

充
実

と
高

等
学

校
間

で
の

理
数

体
験

を
共

有
す

る
た

め
の

研
究

鶴
翔

ア
カ

デ
メ

イ
ア

（
大

学
模

擬
講

義
）
の

取
組

の
充

実

大
学

・
研

究
室

を
訪

問
す

る
研

修
（
理

数
セ

ミ
ナ

ー
）
の

拡
充

研
究

実
績

を
進

路
指

導
へ

活
用

す
る

た
め

の
研

究

��



（資料Ｄ－㸰） 

  令和２年度 鶴南ゼミ全体発表会  振り返りアンケート 

 

 （質問１～１３は１つ選択する形式です） 

質問１：あなたの所属ゼミを教えて下さい。（選択肢省略） 

質問２：【課題発見】探究活動を通して、主体的に課題を発見することができましたか？ 

□ 達成できている。 

□ 達成のために、すでに実行に移すことができており、達成まであと一歩のところにきている。 

□ 達成のために何をすればよいかわかっていて、実行に移すことができている。（実行に移そうとしている） 

□ 達成のために何をすればよいかわかっているが、実行には移すことができていない。（実行の準備ができていない） 

□ 達成のために何をすればいいかわからない。 

 ※以下、質問３～１３の選択肢は質問２と同じです。 

質問３：【先行研究から学ぶ】発見した課題に対して、先行研究等を踏まえ、その課題に関する基本的な知識・

事柄を理解することができましたか？ 

質問４：【テーマ設定】発見した課題に対して、適切なテーマ設定をすることができましたか？ 

質問５：【仮説】設定したテーマに対して、適切に仮説等を立てることができましたか？ 

質問６：【研究計画】仮説等を検証するための適切な研究方法・研究計画を立てることができましたか？ 

質問７：【研究結果】実験の様子・結果を正確に記録し、まとめることができましたか？ 

質問８：【分析・考察】複数の実験・調査の結果から総合的に法則性を検討し、仮説の検証を行うことができま

したか？ 

質問９：【結論・今後の展望】結論や今後の展望を明確に説明することができましたか？ 

質問１０：【批判的思考力】発表内容を聞き、疑問点を適切に質問することができましたか？ 

質問１１：【プレゼン力①】聞き取りやすい話し方であり、聴衆の反応を意識して発表できましたか？ 

質問１２：【プレゼン力②】発表者の意図が伝わるグラフや表、図を選択することができましたか？ 

質問１３：【プレゼン力③】質問に対して適切な回答ができましたか？ 

 （質問１４～１６は記述式による回答です） 

質問１４：各自もらったコメントの中で、印象に残ったもの・これからの活動に役立ちそうなもの・後輩に伝

えたいことなどがあったら、ここに入力してください。 

質問１５：全体発表会やここまでのゼミ活動を通して、自分の発表・活動の良かったところや改善すべきだっ

たところなどについて入力してください。 

質問１６：全体発表会やここまでのゼミ活動を通して、自分自身成長できたと感じた部分はありますか？下の

項目から選び、その内容を具体的に書いて下さい。（複数でも構いません） 

【知識・技能・思考力・判断力・表現力・興味・関心・主体性・協調性・人間性・その他】 

 

ͤ㭯༡࣑ࢮ୰㛫Ⓨ⾲఍࡛ྠࡰ࡯ࡶᵝࢆࡢࡶࡢ౑⏝ࠋࡓࡋ 
ධຊ࣭㞟ィࡣ Classi ᰴᘧ఍♫࡛ᥦ౪ࡿ࠸࡚ࡋ Classi  ࠋࡓࡗ⾜࡚࠸⏝ࢆ
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（資料Ｄ－㸱）  
 

 

 

ͤ（資料Ｄ－㸰）ࡢ㑅ᢥ⫥ࠕࠊ࡚࠸ࡘ࡟㐩ᡂ࡛ࠗࢆࠖࡿ࠸࡚ࡁ㸳 ࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡍ⛣࡟⾜ᐇ࡟࡛ࡍࠊ࡟ࡵࡓࡢ㐩ᡂࠕࠊ࠘

㸲ࠗࢆࠖࡿ࠸࡚ࡁ࡟ࢁࡇ࡜ࡢṌ୍࡜࠶࡛ࡲ㐩ᡂࠊࡾ࠾࡚ ᐇࠊ࡚࠸࡚ࡗ࠿ࢃ࠿࠸ࡼࡤࢀࡍࢆఱ࡟ࡵࡓࡢ㐩ᡂࠕࠊ࠘

ࠖ（ࡿ࠸࡚ࡋ࡜࠺ࡑ⛣࡟⾜ᐇ）ࠋࡿ࠸࡚ࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡍ⛣࡟⾜ 㸱ࠗࢆ ࡚ࡗ࠿ࢃ࠿࠸ࡼࡤࢀࡍࢆఱ࡟ࡵࡓࡢ㐩ᡂࠕࠊ࠘

ࠖ（࠸࡞࠸࡚ࡁ࡛ࡀഛ‽ࡢ⾜ᐇ）ࠋ࠸࡞࠸࡚ࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡍ⛣ࡣ࡟⾜ᐇࠊࡀࡿ࠸ 㸰ࠗࢆ ࠸࠸ࡤࢀࡍࢆఱ࡟ࡵࡓࡢ㐩ᡂࠕࠊ࠘

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ㞟ィ࡚࠼᭰ࡳㄞ࡟１࠘ࠗࢆࠖ࠸࡞ࡽ࠿ࢃ࠿

 

 

 

＜２年生振り返りシートによる自己評価の結果＞

5 4 ５と４の計 昨年度との比較 5 4 ５と４の計 昨年度との比較

①【課題発見】探究活動を通して、主体的に課題を発見す
ることができる。

45.9% 21.0% 66.9% -4.4% 71.3% 20.4% 91.7% -2.2%

②【先行研究から学ぶ】発見した課題に対して、先行研究
等を踏まえ、その課題に関する基本的な知識・事柄を理解
することができる。

53.6% 22.7% 76.3% -2.1% 67.5% 24.2% 91.7% 1.7%

③【テーマ設定】発見した課題に対して、適切なテーマ設
定をすることができる。

68.0% 20.4% 88.4% 2.3% 86.0% 11.5% 97.5% 4.7%

④【仮説】設定したテーマに対して、適切に仮説等を立て
ることができる。

64.6% 17.1% 81.7% 3.2% 68.8% 21.7% 90.5% -1.8%

⑤【研究計画】仮説等を検証するための適切な研究方法・
研究計画を立てることができる。

48.1% 26.5% 74.6% 3.7% 70.7% 19.1% 89.8% -2.5%

⑥【研究結果】実験の様子・結果を正確に記録し、まとめ
ることができる。

56.9% 20.4% 77.3% 2.3% 76.4% 19.7% 96.1% 3.8%

⑦【分析・考察】複数の実験・調査の結果から総合的に法
則性を検討し、仮説の検証を行うことができる。

35.4% 30.9% 66.3% -0.5% 67.5% 24.8% 92.3% 3.3%

⑧【結論・今後の展望】結論や今後の展望を明確に説明す
ることができる。

61.1% 22.2% 83.3% -1.0% 77.1% 18.5% 95.6% -0.6%

⑨【批判的思考力】発表内容を聞き、疑問点を適切に質問
することができる。

32.6% 28.2% 60.8% 3.8% 42.7% 19.1% 61.8% -2.1%

⑩【プレゼン力①】聞き取りやすい話し方であり、聴衆の
反応を意識して発表できる。

44.8% 36.5% 81.3% 2.8% 64.3% 25.5% 89.8% -4.7%

⑪【プレゼン力②】発表者の意図が伝わるグラフや表、図
を選択することができる。

60.8% 23.2% 84.0% -2.0% 78.3% 15.9% 94.2% -0.8%

⑫【プレゼン力③】質問に対して適切な回答ができる。 44.8% 32.6% 77.4% 4.1% 59.9% 21.7% 81.6% -9.4%

中間発表会後
（５・４のみ表示）

全体発表会後
（５・４のみ表示）
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（資料Ｄ－㸲） ͤ㭯༡࣑ࢮ୰㛫Ⓨ⾲఍࡛ྠࡰ࡯ࡶᵝࢆࡢࡶࡢ౑⏝ࠋࡓࡋ 
ˋԧ２年ࡇ ᰋҤἎἱμ˳ႆᘙ˟ ἯἋἑーႆᘙ評価シート 

 （   ）ྕ␒࣮ࢱࢫ࣏ ࣉ࣮ࣝࢢ（   ） 

ほⅬ࣭ᑻᗘ Ϫ ϩ Ϩ 

࠙◊✲ෆᐜ࡜タᐃ⌮⏤ࠚ ㄢ㢟ࡢ࣐࣮ࢸࡸタᐃࡀ㐺ษ࡛ࡢࡑࠊ

タᐃ⌮⏤ࡶ᫂☜࡛ࠋࡿ࠶ 
ㄢ㢟ࢆ࣐࣮ࢸࡸタᐃࠊࡋタᐃ⌮⏤ࢆ

㏙ࠋࡿ࠸࡚࡭ 
ㄢ㢟ࠊ࣐࣮ࢸࡸタᐃ⌮⏤ࡲࠊ࠸࡞ࡀ

 ࠋ࠸ࡃ࡟ࡾ࠿ࢃࠊࡣࡓ

࡚ࢀࡽ࡚❧࡟ࡶ࡜࡜᰿ᣐࡶ➼௬ㄝ ࠚ௬ㄝࡢ✲◊࠙

 ࠋࡿ࠸
௬ㄝ➼ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽ࡚❧ࡣ ௬ㄝ➼ࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡽ࡚❧ࡀ 

࠙◊✲᪉ἲࠚ ௬ㄝ➼᳨ࢆドࡢࡵࡓࡿࡍ༑ศ࡞ᐇ

㦂ࡸㄪᰝࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ 
௬ㄝ➼᳨ࢆドࡢࡵࡓࡿࡍᐇ㦂ࡸㄪ

ᰝࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ 
᳨ドࡢࡵࡓࡿࡍ◊✲᪉ἲࡀ㐺ษ࡛

 ࠋ࠸࡞ࡣ

࠙ᐇ㦂࣭ㄪᰝ⤖ᯝࠚ 
࠙ศᯒ࣭⪃ᐹࠚ 

ⓗྜ⥲ࡽ࠿ᯝ⤖ࡢᐇ㦂࣭ㄪᰝࡢᩘ「

⾜ࢆド᳨ࡢ௬ㄝࠊࡋウ᳨ࢆἲ๎ᛶ࡟

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ

ᐇ㦂࣭ㄪᰝࡢ⤖ᯝࡑࠊࢀࡽࡵ࡜ࡲࡀ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋウ᳨ࢆἲ๎ᛶ࡟ᇶࢆࢀ
ᐇ㦂࣭ㄪᰝ⤖ᯝࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋ♧ࢆ㐺

ษࢆࡉḞࠋࡿ࠸࡚࠸ 

࠙௒ᚋࡢᒎᮃࡸ⤖ㄽࠚ ⤖ㄽࡸㄢ㢟ࠊ௒ᚋࡢᒎᮃࡀ᫂☜࡟㏙

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽ࡭
⤖ㄽࡸㄢ㢟ࠊ௒ᚋࡢᒎᮃࡀ㏙ࢀࡽ࡭

 ࠋࡿ࠸࡚
⤖ㄽ࣭ㄢ㢟࣭௒ᚋࡢᒎᮃࡀ㏙ࢀࡽ࡭

 ࠋ࠸࡞࠸࡚

 ࠚຊࣥࢮࣞࣉ࠙
㐩ᡂ࡛ࠊࡕ࠺ࡢ┠㡯ࡢྑͤ

 ࠋࡴᅖ࡛ۑࢆྕ␒ࡿ࠸࡚ࡁ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ⾲Ⓨ࡚ࡋព㆑ࢆ཯ᛂࡢ⾗⫈ࠊࡾ࠶᪉࡛ࡋヰ࠸ࡍࡸࡾྲྀࡁ⪺ １

㸰 Ⓨ⾲⪅ࡢពᅗࡀఏࠊ⾲ࡸࣇࣛࢢࡿࢃᅗࢆ࡝࡞㑅ᢥࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

㸱 ㉁ၥ࡟ᑐ࡚ࡋ㐺ษ࡞ᅇ⟅ࠋࡿ࠸࡚ࡋࢆ 

  ࢺ࣓ࣥࢥ

 ӐぢᏛ⪅᝟ሗӑ （   ）ᖺ ⏨Ꮚ࣭ዪᏊ ྡ๓（              ） ͤ↓グྡ࡛࠸ࡼࡶ 
 

（資料Ｄ－㸳） ͤ㭯༡࣑ࢮ୰㛫Ⓨ⾲఍࡛ྠࡰ࡯ࡶᵝࢆࡢࡶࡢ౑⏝ࠋࡓࡋ 

 

ˋԧ２年２ ࡇ年ᰋҤἎἱμ˳ႆᘙ˟ ἯἋἑーႆᘙὉἋἘーἊႆᘙ ૙Ճ評価シート ホ౯⪅㸸（            ） 

 （     ）ྕ␒⾲Ⓨࢪ࣮ࢸࢫ 㸭 （    ）ྕ␒࣮ࢱࢫ࣏ ࣉ࣮ࣝࢢ（   ）

ほⅬ࣭Ⅼᩘ 㸳 㸲 㸱 㸰 １ 

࠙◊✲ෆᐜ࡜タᐃ⌮⏤ࠚ 

᥈✲άື࡚ࡋ࡜㐺ษ࡞ㄢ

㢟ࢆ࣐࣮ࢸࡸタᐃ࠾࡚ࡋ

㐺ษࡶ⏤⌮タᐃࡢࡑࠊࡾ

 ࠋࡿ࠶࡛

᥈✲άື࡚ࡋ࡜㐺ษ࡞ㄢ

㢟ࢆ࣐࣮ࢸࡸタᐃ࠾࡚ࡋ

࡭㏙ࡶ⏤⌮タᐃࡢࡑࠊࡾ

 ࠋࡿ࠸࡚

ㄢ㢟ࢆ࣐࣮ࢸࡸタᐃࠊࡋ

タᐃ⌮⏤ࢆ㏙ࠋࡿ࠸࡚࡭ 

ㄢ㢟ࠊ࣐࣮ࢸࡸタᐃ⌮⏤

࠿ࢃࠊࡀࡿ࠸ࡣ࡚࡭㏙ࢆ

 ࠋ࠸ࡃ࡟ࡾ

タᐃࢆ࣐࣮ࢸࡸㄢ㢟ࡢࡑ

 ࠋ࠸࡞ࡽ࠿ࢃࡀ⏤⌮ࡓࡋ

 ࠚ௬ㄝࡢ✲◊࠙

ඛ⾜◊✲ࢆ࡝࡞㋃࡞࠼ࡲ

ࡀ➼௬ㄝ࡞⬟ドྍ᳨ࡽࡀ

ෆᐜࡢࡑࡾ࠾࡚ࢀࡽ࡚❧

 ࠋࡿ࠶㐺ษ࡛ࡶ

ඛ⾜◊✲ࢆ࡝࡞㋃࡞࠼ࡲ

ࡀ➼௬ㄝ࡞⬟ドྍ᳨ࡽࡀ

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽ࡚❧

᳨ドྍ⬟࡞௬ㄝ➼ࡀ❧࡚

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽ

௬ㄝ➼࠸ࡣ࡚ࢀࡽ࡚❧ࡀ

࠶࡛⬟ド୙ྍ᳨ࠊࡀࡿ

 ࠋࡿ

௬ㄝ➼࡞࠸࡚ࢀࡽ࡚❧ࡀ

ࢸࡀ➼௬ㄝࠊࡣࡓࡲࠋ࠸

࠸࡚ࢀ㞳ࡅ࠿ࡣ࡜࣐࣮

 ࠋࡿ

࠙◊✲᪉ἲࠚ 

௬ㄝ➼᳨ࢆドࡢࡵࡓࡿࡍ

ᐇ㦂ࡸㄪᰝ࠾࡚ࡗ⾜ࢆ

✀ࡸᅇᩘ࡟᪉ἲࡢࡑࠊࡾ

㢮࡝࡞༑ศ࡞ᕤኵࡀぢࡽ

 ࠋࡿࢀ

௬ㄝ➼᳨ࢆドࡢࡵࡓࡿࡍ

ᐇ㦂ࡸㄪᰝ࠾࡚ࡗ⾜ࢆ

✀ࡸᅇᩘ࡟᪉ἲࡢࡑࠊࡾ

㢮࡝࡞ከᑡࡢᕤኵࡀぢࡽ

 ࠋࡿࢀ

௬ㄝ➼᳨ࢆドࡢࡵࡓࡿࡍ

ᐇ㦂ࡸㄪᰝ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ

 ࠋࡿ

௬ㄝ➼᳨ࢆドࡢࡵࡓࡿࡍ

ᐇ㦂ࡸㄪᰝࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ

 ࠋ࠸࡞࠼࠸ࡣ࡜༑ศࠊࡀ

௬ㄝ➼᳨ࢆドࡢࡵࡓࡿࡍ

ᐇ㦂ࡸㄪᰝࡣ࡚ࡋ࡜㐺ษ

 ࠋ࠸࡞ࡣ࡛

࠙ᐇ㦂࣭ㄪᰝ⤖ᯝࠚ 
࠙ศᯒ࣭⪃ᐹࠚ 

ᐇ㦂࣭ㄪᰝࡢ⤖ᯝཬࡧศ

ᯒࡽ࠿⥲ྜⓗ࡟ἲ๎ᛶࢆ

᳨ウ࡛࡜ࡇࡿࡍ௬ㄝ᳨ࡢ

ドࠊࡾ࠾࡚ࡗ⾜ࢆ‶㊊࠸

 ࠋࡿ࠶ෆᐜ࡛ࡃ

ᐇ㦂࣭ㄪᰝࡢ⤖ᯝཬࡧศ

ᯒࡽ࠿⥲ྜⓗ࡟ἲ๎ᛶࢆ

᳨ウࠊࡋ௬ㄝ᳨ࡢドࢆ⾜

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ

ᐇ㦂࣭ㄪᰝࡢ⤖ᯝ࡜ࡲࡀ

ἲ๎࡟ᇶࢆࢀࡑࠊࢀࡽࡵ

ᛶ᳨ࢆウࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

ᐇ㦂࣭ㄪᰝ⤖ᯝ࡚ࡋ♧ࢆ

ἲ๎࡟ᇶࢆࢀࡑࠊࡀࡿ࠸

ᛶ᳨ࢆウࡣ࡟࡛ࡲࡿࡍ⮳

 ࠋ࠸࡞࠸࡚ࡗ

ᐇ㦂࣭ㄪᰝ⤖ᯝ࡚ࡋ♧ࢆ

࡞ࡶศᯒ࣭⪃ᐹࠋ࠸࡞࠸

Ḟࢆࡉ㐺ษࠊࡣࡓࡲࠋ࠸

 ࠋࡿ࠸࡚࠸

࠙⤖ㄽࡸ௒ᚋࡢᒎᮃࠚ 

⤖ㄽࡸ௒ᚋࡢᒎᮃࡀ᫂☜

⾜ඛࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽ࡭㏙࡟

࠶ෆᐜ࡛ࡿᚓࡾ࡞࡟✲◊

 ࠋࡿ

⤖ㄽࡸ௒ᚋࡢᒎᮃࡀ᫂☜

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽ࡭㏙࡟

⤖ㄽࡸ௒ᚋࡢᒎᮃࡀ㏙࡭

㣕࡟ෆᐜࠊࡀࡿ࠸࡚ࢀࡽ

㌍ࡿ࠸࡚ࡋ㒊ศࠋࡿ࠶ࡀ 

⤖ㄽ࣭ࡵ࡜ࡲࡸㄢ㢟ࡸ௒

ᚋࡢᒎᮃ୍࠿ࡽࡕ࡝ࡢ᪉

 ࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡽ࡭㏙࠿ࡋ

⤖ㄽ࣭ࡵ࡜ࡲࡸㄢ㢟ࡸ௒

ᚋࡢᒎᮃ୍ࡀษ㏙ࢀࡽ࡭

 ࠋ࠸࡞࠸࡚

 ࠚຊࣥࢮࣞࣉ࠙
ࡁ㐩ᡂ࡛ࠊࡕ࠺ࡢ┠㡯ࡢྑͤ

 ࠋࡴᅖ࡛ۑࢆྕ␒ࡿ࠸࡚

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ⾲Ⓨ࡚ࡋព㆑ࢆ཯ᛂࡢ⾗⫈ࠊࡾ࠶᪉࡛ࡋヰ࠸ࡍࡸࡾྲྀࡁ⪺  １
㸰  Ⓨ⾲⪅ࡢពᅗࡀఏࠊ⾲ࡸࣇࣛࢢࡿࢃᅗࢆ࡝࡞㑅ᢥࠋࡿ࠸࡚ࡋ 
㸱  ㉁ၥ࡟ᑐ࡚ࡋ㐺ษ࡞ᅇ⟅ࠋࡿ࠸࡚ࡋࢆ 

  （ࡤࢀ࠶）ࢺ࣓ࣥࢥ

Ḥ評価ࢸỊᾢᾢᾗ評価ਃ࢘のẦầỚộỂ੩ЈửấᫍẟẲộẴẇίẴẫにᨼᚘにλるのỂẆ᧍˟ࡸኳʕࢸẴẫẪỤẟộỂに੩ЈửấᫍẟẲộẴẇὸ 
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（資料Ｄ－㸴） 㸺㭯༡࣑ࢮ୰㛫Ⓨ⾲఍࣭඲యⓎ⾲఍ࡢᩍဨホ౯ࡢⅬᩘ㸼 
 

  
 
 
 

（資料Ｄ－㸵） 㹅㹎㹑ࡢࢺࢫࢸ⤖ᯝ  （ͤA ホ౯㸸㧗ᰯ༞ᴗ᫬ࠋࡿ࠸࡚ࡋ࡜ࠊࣝ࣋ࣞ࠸ࡓࡋࡊࡵ࡟） 

 
 

ᖹᆒ点 標‽೫ᕪ ᖹᆒ点 標‽೫ᕪ

研究内容と設定理⏤ 5 3.36 0.646 3.73 0.743

研究の௬説 5 3.14 0.596 3.39 0.678

研究方法 5 3.02 0.739 3.54 0.816

実験・調査結果・分析・考ᐹ 5 3.04 0.744 3.46 0.75

今後の展ᮃや結論 5 3.43 0.715 3.65 0.754

プレゼン䠍（ヰし方） 3 1.1 1.446 1.25 1.479

プレゼン䠎（グラ䝣やᅗ） 3 1.38 1.542 1.31 1.488

プレゼン䠏（㉁問へのᅇ⟅） 3 0.96 1.401 0.98 1.407

ྜィ 34 19.43 21.31

‶点
㻾㻞中間発表会 㻾㻞全体発表会

＜批判的思考力（総合）：情報を抽出し吟味する＞
ᖺ度 ᖺ度
学ᖺ 学ᖺ

ཷ験人数 ཷ験人数

評価（人数） ༢⣧ ⣼積 ༢⣧ ⣼積 ༢⣧ ⣼積 評価（人数） ༢⣧ ⣼積 ༢⣧ ⣼積 ༢⣧ ⣼積
S 1 1 S 2 2 2 2
A 61 62 81 81 42 42 A 92 94 81 81 59 61
B 130 192 113 194 118 160 B 94 188 110 191 112 173
C 4 196 194 28 188 C 7 195 191 15 188
D 196 194 188 D 195 191 188

＜協働的思考力（総合）：他者との共通点・違いを理解する＞
ᖺ度 ᖺ度
学ᖺ 学ᖺ

ཷ験人数 ཷ験人数

評価（人数） ༢⣧ ⣼積 ༢⣧ ⣼積 ༢⣧ ⣼積 評価（人数） ༢⣧ ⣼積 ༢⣧ ⣼積 ༢⣧ ⣼積
S 1 1 1 1 S 2 2
A 31 32 69 70 57 57 A 43 43 82 82 88 90
B 143 175 113 183 112 169 B 142 185 101 183 89 179
C 21 196 11 194 18 187 C 10 195 7 190 9 188
D 196 194 1 188 D 195 1 191 188

＜創造的思考力（総合）：情報を関連づける・類推する＞
ᖺ度 ᖺ度
学ᖺ 学ᖺ

ཷ験人数 ཷ験人数

評価（人数） ༢⣧ ⣼積 ༢⣧ ⣼積 ༢⣧ ⣼積 評価（人数） ༢⣧ ⣼積 ༢⣧ ⣼積 ༢⣧ ⣼積
S 3 3 4 4 S 3 3 4 4
A 96 99 87 91 33 33 A 112 115 95 99 56 56
B 92 191 97 188 124 157 B 75 190 87 286 116 172
C 4 195 6 194 30 187 C 5 195 5 191 16 188
D 1 196 194 1 188 D 195 191 188

2018 2019 2020
高校䠎ᖺ生 高校䠎ᖺ生 高校䠎ᖺ生

高校䠎ᖺ生 高校䠎ᖺ生 高校䠎ᖺ生

195 191 188

195 191 188

2018 2019 2020

2018 2019 2020
高校䠎ᖺ生 高校䠎ᖺ生 高校䠎ᖺ生

高校䠍ᖺ生 高校䠍ᖺ生 高校䠍ᖺ生

195 191 188

2018 2019 2020

196 194 188

2018 2019 2020

196 194 188

高校䠍ᖺ生 高校䠍ᖺ生 高校䠍ᖺ生

2018 2019 2020

196 194 188

高校䠍ᖺ生 高校䠍ᖺ生 高校䠍ᖺ生
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66+ᇶ♏ࢣࣥ࢔ーࢺ��

ࢆࠉࡿࡲࡣ࡚࠶࡟࠼⟆ࡢ㉁ၥࡢࢺーࢩࢡー࣐⏝⟆ᅇࠉͤ
ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋࡪࡘࡾሬࡃ㖄➹㸦㹆㹀௨ୖ㸧࡛㯮ࡸ㸦㯮࣭㟷㸧ࣥ࣌ーࣝ࣎ࠉࠉ

㹏㸯㸬ᛶูࠉࠉࠉࠉձࠉ⏨ᛶࠉࠉࠉࠉࠉղࠉዪᛶ

Ϩࠉ⛉Ꮫᢏ⾡࡟ᑐࡿࡍព㆑࡟㛵࡚ࡋ㉁ၥࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠼⟆࡟

㹏㸰㸬⛉Ꮫᢏ⾡࡟ᑐ࡚ࡋ⯆࿡࣭㛵ᚰࡀ㧗࠸᪉࡜ࡔᛮࠋ࠿ࡍࡲ࠸

ձࠉ㠀ᖖ࡟㧗࠸ ղࠉ㧗࠸ ճࡾࡲ࠶ࠉ㧗࠸࡞ࡃ մࠉ඲ࡃ㧗࠸࡞ࡃ

㹏３㸬⛉Ꮫᢏ⾡࡟㛵ࡿࡍ᪂⪺グ஦࣭㞧ㄅ࣭᭩⡠ࢆㄞࠋ࠿ࡍࡲࡳ

ձࡃࡼࠉㄞࡴ ղࠉ᫬ࠎㄞࡴ ճࡾࡲ࠶ࠉㄞ࠸࡞ࡲ մࠉ඲ࡃㄞ࠸࡞ࡲ

㹏㸲㸬᭱ࠕඛ➃ᢏ⾡ࠖ࡜ゝࠊ࡚࠸ࡘ࡟ࡢࡶࡿࢀࢃᐇ㝿࡟㛵࡜࠸ࡓࡳ࡚ࡗࢃᛮࠋ࠿ࡍࡲ࠸

ձࠉ᫝㠀ࡶ࡜
࠸ࡓࡳ࡚ࡗࢃ㛵ࠉࠉ

ղࠉᶵ఍ࡤࢀ࠶ࡀ
࠸ࡓࡳ࡚ࡗࢃ㛵ࠉࠉ

ճ࡝࡯ࢀࡑࠉ㛵ࡾࢃ
࠸࡞ࢃᛮ࡜࠸ࡓ����

մࠉ඲ࡃ㛵ࡾࢃ
࠸࡞ࡃࡓ����

յ࠸࡞ࡽ࠿ࢃࠉ

㹏５㸬⛉Ꮫᢏ⾡࡟㛵ࡿࡍᏛ⩦ศ㔝࡛ࠊ⯆࿡ࢆᣢࢆࡢࡶࡘ㑅ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡛ࢇ（」ᩘᅇ⟅ྍ）

ձࠉ≀⌮ ղࠉ໬Ꮫ ճࠉ⏕≀ մࠉᆅᏛ յᩘࠉᏛ

㹏㸴㸬⛉Ꮫᢏ⾡࡟㛵ࡿࡍศ㔝࡛ࠊ⯆࿡ࢆᣢࢆࡢࡶࡘ㑅ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡛ࢇ（」ᩘᅇ⟅ྍ）

ձࠉ⎔ቃ ղ࣮ࢠࣝࢿ࢚ࠉ ճࠉᮦ料 մࠉ⏕࿨⛉Ꮫ յ࣮ࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥࠉ
����⛉Ꮫ

նࠉேᕤ▱⬟ շࠉㄆ▱⛉Ꮫ ոࠉᏱᐂᕤᏛ չࡢࡑࠉ௚（ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ）ࠉ

ϩࠉᅜ㝿஺ὶ࡟㛵࡚ࡋ㉁ၥࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠼⟆࡟

㹏㸵㸬ᅜ㝿஺ὶ஦ᴗࡿࡼ࡟እᅜゼၥࠊࡸእᅜேࡅཷࡢ࢖ࢸࢫ࣒࣮࣍ࡢධࠊࡣࡓࡲࠊࢀᅜෆࠊࡿࡅ࠾࡟

ᩥ໬஺ὶ࡟࡝࡞ࢺࣥ࣋࢖ཧຍࠋ࠿ࡍࡲࡾ࠶ࡀ࡜ࡇࡓࡋ

ձࠉఱᅇࡿ࠶ࡶ ղࡿ࠶ࠉ ճ࠸࡞ࡾࡲ࠶ࠉ մࠉ඲࠸࡞ࡃ

㹏㸶㸬እᅜࡢே࡜఍ヰ࡟࡜ࡇࡿࡍ᢬ᢠࠋ࠿ࡍࡲࡾ࠶ࡀ

ձࡿ࠶ࡾ࡞࠿ࠉ ղࡿ࠶ࠉ ճ࠸࡞ࡾࡲ࠶ࠉ մࠉ඲࠸࡞ࡃ

㹏㸷㸬ᅜ㝿஺ὶ஦ᴗࡿࡼ࡟እᅜゼၥࠊࡸእᅜேࡅཷࡢ࢖ࢸࢫ࣒࣮࣍ࡢධࠊࡣࡓࡲࠊࢀᅜෆࠊࡿࡅ࠾࡟

ᩥ໬஺ὶ࡟࡝࡞ࢺࣥ࣋࢖௒ᚋཧຍ࡜࠸ࡓࡁ࠸࡚ࡋᛮࠋ࠿ࡍࡲ࠸

ձࠉ᫝㠀ࡶ࡜
࠸ࡓࡁ࠸࡚ࡋࠉࠉ

ղࠉᶵ఍ࡤࢀ࠶ࡀ
࠸ࡓࡁ࠸࡚ࡋࠉࠉ

ճࡓࡋ࡝࡯ࢀࡑࠉ
࠸࡞ࢃᛮ࡜࠸ࠉࠉ

մࠉ඲࠸࡞ࡃࡓࡋࡃ յ࠸࡞ࡽ࠿ࢃࠉ

ࠊ࡚ࡗక࡟ࢀࡑࠋࡓࡋࡲࡾ࡞࡟ᰯ㇟஦ᴗᑐ࠘（6XSHU�6FLHQFH�+LJK�VFKRRO）+66ࠗࡣ㭯༡ࠊࡾࡼ᫖ᖺᗘࠉ

ձࠉ௒ࡓࡗ࠿࡞࠼⾜࡛ࡲᐇ㦂ࡸ᥈✲άືࠋࡿ࡞࡟⬟ྍࡀ
ղ᭱ࠉඛ➃࡛ά㌍ࡿࡍⴭྡ࡞᪉࡜ࠎゐࠋࡿ࠼ྜࢀ
ճࠉᾏእࡢᏛᰯࡢ࡜ᅜ㝿஺ὶࠋࡿࡁ࡛ࡀ

ࠋࡍࡲࡁ࡚ࡗධ࡟୰ࡢᏛᰯ⏕άࡀάື࡞ࠎᵝࡿࡍࡋᚋᢲࢆ᥈✲ᚰ࣭ዲወᚰࡢⓙࠊࡓࡋ࡜ᰕࢆ࡜ࡇࡓࡗ࠸࡜
άືࠊ࡟ࡵࡓࡃ࠸࡚ࡋ࡟ࡢࡶ࠸ࡼࡾࡼࢆᐃᮇⓗ࡟ⓙࡸࢺ࣮ࢣࣥ࢔ࡽ࠿άື࡟㛵ࡿࡍឤ᝿➼࡜࠸ࡓࡾ࡜ࢆ
ࠋࡍࡲࡋ࠸ࡀࡡ࠾ࢆ༠ຊࡈࠊ࡛ࡢࡍࡲ࠸࡚࠼⪄
ࠊ࡛ࡢࡍࡲ࠸ᛮ࡜࠸ࡓࡾ࡜ࢆࢺ࣮ࢣࣥ࢔ព㆑ㄪᰝࠊ࡛࡜ࡇ࠺࠸࡜஦ᴗ㛤ጞ+66ࡢ௒ᖺᗘࡣ௒ᅇࠊ࡚ࡉ
ୗグࡢ㉁ၥ஦㡯ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠼⟆࡟

Ϫࠉ᝟ሗᶵჾࡢά⏝࣭᥈✲άື࡟㛵࡚ࡋ㉁ၥࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠼⟆࡟

㹏��㸬␲ၥ࡟ᛮ࡟࡜ࡇࡓࡗᑐ࡚ࡋ⮬ศࠋࡿ࠸࡚ࡋ࡜࠺ࡼ࠼⪄࡟ࡾ࡞

ձࡿ࠸࡚ࡋࡶࡘ࠸ࠉ ղࡿ࠶ࡶ࡜ࡇࡿࡍࠉ ճࡾࡲ࠶ࠉ⮬ศ࡛
࠸࡞࠼⪄ࠉࠉ

մࠉ඲ࡃ⮬ศ࡛
࠸࡞࠼⪄ࠉࠉ

㹏��㸬␲ၥ࡟ᛮ࡟࡜ࡇࡓࡗᑐࠊ࡚ࡋ,QWHUQHWࡸᦠᖏࢆ࡝࡞฼⏝࡚ࡋㄪࠋ࠿ࡍࡲࡾ࠶ࡀ࡜ࡇࡓ࡭

ձࡶࡘ࠸ࠉ
ࡿ࠸࡚ࡋ⏝฼ࠉࠉ

ղࠉ฼⏝ࡶ࡜ࡇࡿࡍ
ࡿ࠶ࠉࠉ

ճࡾࡲ࠶ࠉ฼⏝࠸࡞ࡋ մࠉ඲ࡃ฼⏝࠸࡞ࡋ

㹏��㸬⛉Ꮫᢏ⾡࡟࡟㛵ࡿࢃ᝟ሗᶵჾࢆࢺࣇࢯࡸ฼⏝ࠊࡋィ ࡸศᯒࠋ࠿ࡍࡲࡾ࠶ࡀ࡜ࡇࡓࡗ࡞ࡇ࠾ࢆ

ձࡃࡼࠉ฼⏝
ࡿ࠸࡚ࡋࠉࠉ

ղࠉ฼⏝࡜ࡇࡓࡋ
ࡿ࠶ࡀࠉࠉ

ճࡾࡲ࠶ࠉ฼⏝ࡓࡋ
࠸࡞ࡀ࡜ࡇࠉࠉ

մࠉ฼⏝࡜ࡇࡓࡋ
࠸࡞ࡀࠉࠉ

յ࠸࡞ࡽ࠿ࢃࠉ

㹏��㸬ᩘᏛ࣭⌮⛉ࡢᤵᴗࡸ⩦₇ࠊ࡚࠸࠾࡟ᐇ㦂࣭ほᐹࢆ㏻࡚ࡋ⮬ศ࡟ࡾ࡞᪂࡞ࡓ␲ၥࢆᣢࡘ⤒㦂ࠋ࠿ࡍࡲࡾ࠶ࡀ࡜ࡇࡓࡋࢆ

ձࡿ࠶ࡃࡼࠉ ղࡿ࠶ࡁ࡝ࡁ࡜ࠉ ճ࠸࡞ࡾࡲ࠶ࠉ մࠉ඲࠸࡞ࡃ յ࠸࡞ࡽ࠿ࢃࠉ

㹏��㸬ᩘᏛ࣭⌮⛉ࡢၥ㢟₇⩦ࠊ࡚࠸࠾࡟⮬ศࡢࡾ࡞᪂࡞ࡓゎἲࢆᛮࡓ࠸ࡘ࠸⤒㦂ࠋ࠿ࡍࡲࡾ࠶ࡀ࡜ࡇࡓࡋࢆ

ձࡿ࠶ࡃࡼࠉ ղࡿ࠶ࡁ࡝ࡁ࡜ࠉ ճ࠸࡞ࡾࡲ࠶ࠉ մࠉ඲࠸࡞ࡃ յ࠸࡞ࡽ࠿ࢃࠉ

㹏��㸬ᐇ㦂࣭ほᐹ⤖ᯝࡽ࠿ඹ㏻Ⅼ࣭┦㐪Ⅼࢆᣦ᦬ࠋ࠿ࡍࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ

ձࡿࡁ࡛ࠉ ղࡿࡁ࡛ࡸࡸࠉ ճ࠸࡞ࡁ࡛ࡾࡲ࠶ࠉ մ࠸࡞ࡁ࡛ࠉ

㹏��㸬ᐇ㦂࣭ほᐹ⤖ᯝ࡚ࡋ࡟࡜ࡶࢆ␲ၥⅬࠋ࠿ࡍࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡆୖࢆ

ձࡿࡁ࡛ࠉ ղࡿࡁ࡛ࡸࡸࠉ ճ࠸࡞ࡁ࡛ࡾࡲ࠶ࠉ մ࠸࡞ࡁ࡛ࠉ

㹏��㸬ḟࡢᶵჾࡕ࠺ࡢ౑ࢆࡢࡶࡿ࠼඲࡚㑅࡛ࢇୗࠋ࠸ࡉ

ձࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥ࢖ࠉ ղࢺࣇࢯࣟࣉ࣮࣡ࠉ ճࠉ⾲ィ⟬ࢺࣇࢯ մࢺࣥ࢖࣏࣮࣡ࣃࠉ յ࣓ࣛ࢝ࣝࢱࢪࢹࠉ

ն࣮࣓࣮ࣝࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥࠉ

ϫࠉ㹑㹑㹆㛵㐃⾜஦ࡸᤵᴗ࡛௨ୗࡢຠᯝ➼࡟ᮇᚅࠋ࠿ࡍࡲ࠸࡚ࡋ

㹏��㸬⌮⛉࣭ᩘᏛ࣭ඛ➃⛉Ꮫ➼ࠊࡸࡳ⤌ࡾྲྀ࡞࠺ࡑࢁࡋࡶ࠾ࡢ᥈✲άື࡟ཧຍ࡛ࠋࡿࡁ

ձࠉከࡿ࠶ࡃ ղࠉᑡࡿ࠶ࡋ ճ࠸࡞ࡾࡲ࠶ࠉ մࠉ඲࠸࡞ࡃ

㹏��㸬⌮⛉࣭ᩘᏛ࡟㛵ࡿࡍ⬟ຊ࡟ୖྥࡢࢫࣥࢭࡸᙺ❧ࠋࡘ

ձࠉከࡿ࠶ࡃ ղࠉᑡࡿ࠶ࡋ ճ࠸࡞ࡾࡲ࠶ࠉ մࠉ඲࠸࡞ࡃ

㹏��㸬⌮⣔Ꮫ㒊ࡢ㐍Ꮫ࡟ᙺ❧ࠋࡘ

ձࠉከࡿ࠶ࡃ ղࠉᑡࡿ࠶ࡋ ճ࠸࡞ࡾࡲ࠶ࠉ մࠉ඲࠸࡞ࡃ

㹏��㸬኱Ꮫ㐍Ꮫᚋࡢᚿᮃศ㔝᥈࡟ࡋᙺ❧ࠋࡘ

ձࠉከࡿ࠶ࡃ ղࠉᑡࡿ࠶ࡋ ճ࠸࡞ࡾࡲ࠶ࠉ մࠉ඲࠸࡞ࡃ

⿬ࡃ⥆࡬

㹏��㸬ᑗ᮶ࡢᚿᮃ⫋✀᥈࡟ࡋᙺ❧ࠋࡘ

ձࠉከࡿ࠶ࡃ ղࠉᑡࡿ࠶ࡋ ճ࠸࡞ࡾࡲ࠶ࠉ մࠉ඲࠸࡞ࡃ

㹏��㸬ᅜ㝿ᛶ࡟ୖྥࡢᙺ❧ࠋࡘ

ձࠉከࡿ࠶ࡃ ղࠉᑡࡿ࠶ࡋ ճ࠸࡞ࡾࡲ࠶ࠉ մࠉ඲࠸࡞ࡃ

㹏��㸬᝟ሗᶵჾࢆά⏝ࡿࡍ⬟ຊࣥࣙࢩ࣮ࢸࣥࢮࣞࣉࡸ⬟ຊ࡟ୖྥࡢᙺ❧ࡘ

ձࠉከࡿ࠶ࡃ ղࠉᑡࡿ࠶ࡋ ճ࠸࡞ࡾࡲ࠶ࠉ մࠉ඲࠸࡞ࡃ

Ϭࠉ㐍㊰࡟㛵࡚ࡋ㉁ၥࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠼⟆࡟

㹏��㸬⌧ẁ㝵࡛ࡢ㐍㊰ᕼᮃࡘ１ࢆ㑅ࠋ࠸ࡉ࡞ࡧ

ձࠉ⌮⣔ ղᩥࠉ⣔ ճࠉయ⫱⣔ մࠉⱁ⾡⣔ յࠉᮍᐃ

㹏��㸬ᑗ᮶࡞࠺ࡼࡢ࡝ࠊ⫋ᴗ࡟ᑵ࠿࠸ࡓࡁỴࠋ࠿ࡍࡲ࠸࡚ࡗࡲ

ձࡾࡁࡗࡣࠉ
����Ỵࡿ࠸࡚ࡗࡲ

ղࡡࡴ࠾࠾ࠉ
����Ỵࡿ࠸࡚ࡗࡲ

ճࡾࡲ࠶ࠉ
����Ỵ࠸࡞࠸࡚ࡗࡲ

մࠉ඲ࡃ
����Ỵ࠸࡞࠸࡚ࡗࡲ

㹏��㸬ᑗ᮶࡞࠺ࡼࡢ࡝ࠊ⫋ᴗࠋ࠿ࡍࡲ࠸࡚࠼⪄࡜࠸ࡓࡁࡘ␒୍࡟

ձࠉ኱Ꮫ࣭බⓗ◊
⪅✲◊ࡢᶵ㛵✲ࠉࠉ

ղࠉ௻ᴗࡢ◊✲⪅
⪅⾡ᢏ࣭ࠉࠉ

ճࠉᢏ⾡⣔ࡢබົဨ մࠉ୰Ꮫᰯ࣭㧗➼
࣭⛉⌮ࡢᏛᰯࠉࠉ
Ꮫᩍဨᩘࠉࠉ

յࠉ་ᖌ（ṑ⛉་ᖌ
（ࡴ་ྵ⋇࣭ࠉࠉ

նࠉ⸆๣ᖌ շࠉ┳ㆤᖌ ոࡢࡑࠉ௚
ᴗ⫋ࡢ⣔ᩘ⌮ࠉࠉ

չࡢࡑࠉ௚
ᴗ⫋ࡢ⣔ᩥࠉࠉ

պࠉᮍᐃ

㹏��㸬㹏��࡛ձ⌮⣔ࢆ㑅ࡔࢇே࡟㉁ၥ࡛ࠋࡍ኱Ꮫ୍࡛␒ᑓᨷ࠸ࡓࡋศ㔝ࠋ࠿ࡍ࡛ࢀ࡝ࡣ

ձࠉ⌮Ꮫ㒊⣔ ղࠉᕤᏛ㒊⣔ ճࠉ་Ꮫ࣭ṑᏛ㒊⣔ մࠉ⸆Ꮫ㒊⣔ յࠉ┳ㆤᏛ㒊⣔

նࠉ㎰Ꮫ㒊⣔
（ࡴ་ྵ⋇）ࠉࠉ

շࠉ⏕ά⛉Ꮫ
ᐙᨻᏛ㒊⣔࣭ࠉ

ոࠉᩍ⫱Ꮫ㒊⣔
（ᑓᨷᩘ⌮）ࠉࠉ

չࡢࡑࠉ௚⌮⣔ պࠉᮍᐃ

㹏��㸬㹏��࡛ղᩥ⣔ࢆ㑅ࡔࢇே࡟㉁ၥ࡛ࠋࡍ኱Ꮫ୍࡛␒ᑓᨷ࠸ࡓࡋศ㔝ࠋ࠿ࡍ࡛ࢀ࡝ࡣ

ձᩥࠉᏛ㒊⣔ ղࠉேᩥᏛ㒊⣔ ճࠉᩍ⫱Ꮫ㒊⣔
（⣔ᑓᨷᩥ）ࠉࠉ

մࠉἲᏛ㒊⣔ յࠉ⤒῭࣭ၟᏛ㒊⣔

նࠉእᅜㄒᏛ㒊⣔ շࠉ♫఍Ꮫ㒊⣔ ոࠉᅜ㝿㛵ಀᏛ㒊⣔ չࡢࡑࠉ௚ᩥ⣔ պࠉᮍᐃ

ϭࢣࣥ࢔ࠉーࡓࢀ࠿⪺࡛ࢺෆᐜ௨እ࡛㭯ᒸ༡㧗ᰯ࡟ᮇᚅ࠸ࡓࡳ࡚ࡗࡸࠊࡸ࡜ࡇࡿࡍ
άື࣐ࠊࡤࢀ࠶ࡀ࡝࡞ーࢩࢡーࡢࢺ⿬㠃࡟⏤⮬࡟᭩ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠸

 
（資料Ｄ－㸶） 
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66+ᇶ♏ࢣࣥ࢔ーࢺ��

ࢆࠉࡿࡲࡣ࡚࠶࡟࠼⟆ࡢ㉁ၥࡢࢺーࢩࢡー࣐⏝⟆ᅇࠉͤ
ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋࡪࡘࡾሬࡃ㖄➹㸦㹆㹀௨ୖ㸧࡛㯮ࡸ㸦㯮࣭㟷㸧ࣥ࣌ーࣝ࣎ࠉࠉ

㹏㸯㸬ᛶูࠉࠉࠉࠉձࠉ⏨ᛶࠉࠉࠉࠉࠉղࠉዪᛶ

Ϩࠉ⛉Ꮫᢏ⾡࡟ᑐࡿࡍព㆑࡟㛵࡚ࡋ㉁ၥࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠼⟆࡟

㹏㸰㸬⛉Ꮫᢏ⾡࡟ᑐ࡚ࡋ⯆࿡࣭㛵ᚰࡀ㧗࠸᪉࡜ࡔᛮࠋ࠿ࡍࡲ࠸

ձࠉ㠀ᖖ࡟㧗࠸ ղࠉ㧗࠸ ճࡾࡲ࠶ࠉ㧗࠸࡞ࡃ մࠉ඲ࡃ㧗࠸࡞ࡃ

㹏３㸬⛉Ꮫᢏ⾡࡟㛵ࡿࡍ᪂⪺グ஦࣭㞧ㄅ࣭᭩⡠ࢆㄞࠋ࠿ࡍࡲࡳ

ձࡃࡼࠉㄞࡴ ղࠉ᫬ࠎㄞࡴ ճࡾࡲ࠶ࠉㄞ࠸࡞ࡲ մࠉ඲ࡃㄞ࠸࡞ࡲ

㹏㸲㸬᭱ࠕඛ➃ᢏ⾡ࠖ࡜ゝࠊ࡚࠸ࡘ࡟ࡢࡶࡿࢀࢃᐇ㝿࡟㛵࡜࠸ࡓࡳ࡚ࡗࢃᛮࠋ࠿ࡍࡲ࠸

ձࠉ᫝㠀ࡶ࡜
࠸ࡓࡳ࡚ࡗࢃ㛵ࠉࠉ

ղࠉᶵ఍ࡤࢀ࠶ࡀ
࠸ࡓࡳ࡚ࡗࢃ㛵ࠉࠉ

ճ࡝࡯ࢀࡑࠉ㛵ࡾࢃ
࠸࡞ࢃᛮ࡜࠸ࡓ����

մࠉ඲ࡃ㛵ࡾࢃ
࠸࡞ࡃࡓ����

յ࠸࡞ࡽ࠿ࢃࠉ

㹏５㸬⛉Ꮫᢏ⾡࡟㛵ࡿࡍᏛ⩦ศ㔝࡛ࠊ⯆࿡ࢆᣢࢆࡢࡶࡘ㑅ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡛ࢇ（」ᩘᅇ⟅ྍ）

ձࠉ≀⌮ ղࠉ໬Ꮫ ճࠉ⏕≀ մࠉᆅᏛ յᩘࠉᏛ

㹏㸴㸬⛉Ꮫᢏ⾡࡟㛵ࡿࡍศ㔝࡛ࠊ⯆࿡ࢆᣢࢆࡢࡶࡘ㑅ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡛ࢇ（」ᩘᅇ⟅ྍ）

ձࠉ⎔ቃ ղ࣮ࢠࣝࢿ࢚ࠉ ճࠉᮦ料 մࠉ⏕࿨⛉Ꮫ յ࣮ࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥࠉ
����⛉Ꮫ

նࠉேᕤ▱⬟ շࠉㄆ▱⛉Ꮫ ոࠉᏱᐂᕤᏛ չࡢࡑࠉ௚（ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ）ࠉ

ϩࠉᅜ㝿஺ὶ࡟㛵࡚ࡋ㉁ၥࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠼⟆࡟

㹏㸵㸬ᅜ㝿஺ὶ஦ᴗࡿࡼ࡟እᅜゼၥࠊࡸእᅜேࡅཷࡢ࢖ࢸࢫ࣒࣮࣍ࡢධࠊࡣࡓࡲࠊࢀᅜෆࠊࡿࡅ࠾࡟

ᩥ໬஺ὶ࡟࡝࡞ࢺࣥ࣋࢖ཧຍࠋ࠿ࡍࡲࡾ࠶ࡀ࡜ࡇࡓࡋ

ձࠉఱᅇࡿ࠶ࡶ ղࡿ࠶ࠉ ճ࠸࡞ࡾࡲ࠶ࠉ մࠉ඲࠸࡞ࡃ

㹏㸶㸬እᅜࡢே࡜఍ヰ࡟࡜ࡇࡿࡍ᢬ᢠࠋ࠿ࡍࡲࡾ࠶ࡀ

ձࡿ࠶ࡾ࡞࠿ࠉ ղࡿ࠶ࠉ ճ࠸࡞ࡾࡲ࠶ࠉ մࠉ඲࠸࡞ࡃ

㹏㸷㸬ᅜ㝿஺ὶ஦ᴗࡿࡼ࡟እᅜゼၥࠊࡸእᅜேࡅཷࡢ࢖ࢸࢫ࣒࣮࣍ࡢධࠊࡣࡓࡲࠊࢀᅜෆࠊࡿࡅ࠾࡟

ᩥ໬஺ὶ࡟࡝࡞ࢺࣥ࣋࢖௒ᚋཧຍ࡜࠸ࡓࡁ࠸࡚ࡋᛮࠋ࠿ࡍࡲ࠸

ձࠉ᫝㠀ࡶ࡜
࠸ࡓࡁ࠸࡚ࡋࠉࠉ

ղࠉᶵ఍ࡤࢀ࠶ࡀ
࠸ࡓࡁ࠸࡚ࡋࠉࠉ

ճࡓࡋ࡝࡯ࢀࡑࠉ
࠸࡞ࢃᛮ࡜࠸ࠉࠉ

մࠉ඲࠸࡞ࡃࡓࡋࡃ յ࠸࡞ࡽ࠿ࢃࠉ

ࠊ࡚ࡗక࡟ࢀࡑࠋࡓࡋࡲࡾ࡞࡟ᰯ㇟஦ᴗᑐ࠘（6XSHU�6FLHQFH�+LJK�VFKRRO）+66ࠗࡣ㭯༡ࠊࡾࡼ᫖ᖺᗘࠉ

ձࠉ௒ࡓࡗ࠿࡞࠼⾜࡛ࡲᐇ㦂ࡸ᥈✲άືࠋࡿ࡞࡟⬟ྍࡀ
ղ᭱ࠉඛ➃࡛ά㌍ࡿࡍⴭྡ࡞᪉࡜ࠎゐࠋࡿ࠼ྜࢀ
ճࠉᾏእࡢᏛᰯࡢ࡜ᅜ㝿஺ὶࠋࡿࡁ࡛ࡀ

ࠋࡍࡲࡁ࡚ࡗධ࡟୰ࡢᏛᰯ⏕άࡀάື࡞ࠎᵝࡿࡍࡋᚋᢲࢆ᥈✲ᚰ࣭ዲወᚰࡢⓙࠊࡓࡋ࡜ᰕࢆ࡜ࡇࡓࡗ࠸࡜
άືࠊ࡟ࡵࡓࡃ࠸࡚ࡋ࡟ࡢࡶ࠸ࡼࡾࡼࢆᐃᮇⓗ࡟ⓙࡸࢺ࣮ࢣࣥ࢔ࡽ࠿άື࡟㛵ࡿࡍឤ᝿➼࡜࠸ࡓࡾ࡜ࢆ
ࠋࡍࡲࡋ࠸ࡀࡡ࠾ࢆ༠ຊࡈࠊ࡛ࡢࡍࡲ࠸࡚࠼⪄
ࠊ࡛ࡢࡍࡲ࠸ᛮ࡜࠸ࡓࡾ࡜ࢆࢺ࣮ࢣࣥ࢔ព㆑ㄪᰝࠊ࡛࡜ࡇ࠺࠸࡜஦ᴗ㛤ጞ+66ࡢ௒ᖺᗘࡣ௒ᅇࠊ࡚ࡉ
ୗグࡢ㉁ၥ஦㡯ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠼⟆࡟

Ϫࠉ᝟ሗᶵჾࡢά⏝࣭᥈✲άື࡟㛵࡚ࡋ㉁ၥࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠼⟆࡟

㹏��㸬␲ၥ࡟ᛮ࡟࡜ࡇࡓࡗᑐ࡚ࡋ⮬ศࠋࡿ࠸࡚ࡋ࡜࠺ࡼ࠼⪄࡟ࡾ࡞

ձࡿ࠸࡚ࡋࡶࡘ࠸ࠉ ղࡿ࠶ࡶ࡜ࡇࡿࡍࠉ ճࡾࡲ࠶ࠉ⮬ศ࡛
࠸࡞࠼⪄ࠉࠉ

մࠉ඲ࡃ⮬ศ࡛
࠸࡞࠼⪄ࠉࠉ

㹏��㸬␲ၥ࡟ᛮ࡟࡜ࡇࡓࡗᑐࠊ࡚ࡋ,QWHUQHWࡸᦠᖏࢆ࡝࡞฼⏝࡚ࡋㄪࠋ࠿ࡍࡲࡾ࠶ࡀ࡜ࡇࡓ࡭

ձࡶࡘ࠸ࠉ
ࡿ࠸࡚ࡋ⏝฼ࠉࠉ

ղࠉ฼⏝ࡶ࡜ࡇࡿࡍ
ࡿ࠶ࠉࠉ

ճࡾࡲ࠶ࠉ฼⏝࠸࡞ࡋ մࠉ඲ࡃ฼⏝࠸࡞ࡋ

㹏��㸬⛉Ꮫᢏ⾡࡟࡟㛵ࡿࢃ᝟ሗᶵჾࢆࢺࣇࢯࡸ฼⏝ࠊࡋィ ࡸศᯒࠋ࠿ࡍࡲࡾ࠶ࡀ࡜ࡇࡓࡗ࡞ࡇ࠾ࢆ

ձࡃࡼࠉ฼⏝
ࡿ࠸࡚ࡋࠉࠉ

ղࠉ฼⏝࡜ࡇࡓࡋ
ࡿ࠶ࡀࠉࠉ

ճࡾࡲ࠶ࠉ฼⏝ࡓࡋ
࠸࡞ࡀ࡜ࡇࠉࠉ

մࠉ฼⏝࡜ࡇࡓࡋ
࠸࡞ࡀࠉࠉ

յ࠸࡞ࡽ࠿ࢃࠉ

㹏��㸬ᩘᏛ࣭⌮⛉ࡢᤵᴗࡸ⩦₇ࠊ࡚࠸࠾࡟ᐇ㦂࣭ほᐹࢆ㏻࡚ࡋ⮬ศ࡟ࡾ࡞᪂࡞ࡓ␲ၥࢆᣢࡘ⤒㦂ࠋ࠿ࡍࡲࡾ࠶ࡀ࡜ࡇࡓࡋࢆ
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Q15䠖実験・観ᐹ結果から共通点・相㐪点を
指᦬することができますか。

Q16䠖実験・観ᐹ結果をもとにして
␲問点をあげることができますか。

　　「①できる」と⟅えた生徒の๭ྜの変化 　　「①できる」と⟅えた生徒の๭ྜの変化

䠮1ᖺ2ᖺ生理数科　→　䠮2ᖺ　3ᖺ生理数科 䠮1ᖺ2ᖺ生理数科　→　䠮2ᖺ　3ᖺ生理数科

17.6䠂　→　33.3䠂 22.9䠂　→　35.9䠂

　Q12䠖数学・理科のᤵ業において、
　　　　₇習や実験・観ᐹを通して自分なりに
　　　　᪂たな␲問をもつ経験をしたことがありますか。

Q14䠖数学・理科の問題₇習において、自分なりの᪂た
な解法をᛮいついた経験をしたことがありますか。

　　「①よくある」・「②とき䛹きある」と⟅えた生徒の๭ྜ 「①よくある」「②とき䛹きある」と⟅えた生徒の๭ྜ

䠮2ᖺ　3ᖺ生理数科　　3ᖺ生理系　　3ᖺ生文系 䠮2ᖺ　3ᖺ生理数科　　3ᖺ生理系　　3ᖺ生文系

　　　　80.0䠂　　　　　　70.4䠂　　　　　55.9䠂 　　　　70.0䠂　　　　　　55.6䠂　　　　　37.7䠂

Ｈ28ᖺ　1ᖺ生　→　Ｈ29ᖺ　1ᖺ生　→　Ｈ30ᖺ　1ᖺ生　→　䠮1ᖺ　1ᖺ生　→　䠮2ᖺ　䠍ᖺ生

34.8䠂　 　　→　 　　39.5䠂　 　　→　 　　42.9䠂　　　→　　　45.2䠂　　→　　48.7䠂

Q18䠖SSH関連行事やᤵ業で、
理科・数学・先端科学等のおもし䜝䛭うな取り組みや探究活動に参加できることにᮇᚅしている

　　「①多くある」と⟅えた生徒の๭ྜの変化

Ｈ28ᖺ　1ᖺ生　→　Ｈ29ᖺ　1ᖺ生　→　Ｈ30ᖺ　1ᖺ生　→　䠮1ᖺ　1ᖺ生　→　䠮2ᖺ　䠍ᖺ生

30.3䠂　 　　→　 　　32.3䠂　 　　→　 　　31.4䠂　　　→　　　35.0䠂　　→　　30.5䠂

Q19䠖SSH関連行事やᤵ業で、
理科・数学に関する能力やセンスの向上にᙺ❧つことにᮇᚅしている

　　「①多くある」と⟅えた生徒の๭ྜの変化

問㻠　ＳＳＨの取組において、学習指導要㡿よりも発展的な内容について重視しましたか。（ᅇ⟅䛿䠍つだけ）

10 23.3% 27 62.8% 6 14.0%

0 0.0% 0 0.0% 43 100.0%

2 3

䠪 䠳
ィ

↓ᅇ⟅ ↓効

大変重視した やや重視した 重視しなかった
1

23.3%

62.8%

14.0% 0.0%0.0%
1
2
3
䠪

䠳

問6　ＳＳＨの取組に参加したことで、生徒の科学技術に対する興味・関心・意欲䛿増したとᛮいますか。（ᅇ⟅䛿䠍つだけ）

13 30.2% 21 48.8% 2 4.7% 3 7.0% 4 9.3%

0 0.0% 0 0.0% 43 100.0%

問7　ＳＳＨの取組に参加したことで、生徒の科学技術に関する学習に対する意欲䛿増したとᛮいますか。（ᅇ⟅䛿䠍つだけ）

13 30.2% 23 53.5% 1 2.3% 1 2.3% 5 11.6%

0 0.0% 0 0.0% 43 100.0%

䠪
ィ

大変増した わからない

↓ᅇ⟅

大変増した やや増した 効果がなかった

䠪

2 31 4 5
わからない

2 3

䠳
↓ᅇ⟅ ↓効

4 5

もともと高かった

䠳

効果がなかった

ィ

1
もともと高かった

↓効

やや増した

30.2%

48.8%

4.7%

7.0%
9.3% 0.0%0.0%

1
2
3
4
5
䠪
䠳

30.2%

53.5%

2.3%
2.3%

11.6% 0.0% 0.0%
1
2
3
4
5
䠪
䠳
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５－４

課題研究テーマ一覧
テーマ ゼミ テーマ ゼミ

1 気象条件がハマヒルガオの花弁の老化に与える影響 先端研 41 希望はあるんか？ 社会

2 人と働くロボット「ｃｏｂｏｔｔａ」 ～無人縁日への挑戦～ 物理A 42 その投稿に愛はあるんか？～SNS上の誹謗中傷について～ 社会

3 変幻自在？テンセグリティ！ 物理A 43 世界の埋葬方法の変化 社会

4 弱火で10分を強火で5分は大丈夫？ 物理A 44 どこまで知ってる？医療の格差 社会

5 余熱の正しい使い方は？ 物理A 45 山形県の若者！STAYやまがた！～実はすごかった？山形県～ 社会

6 カオスを考えるな,感じるな, 見ろ! 物理B 46 一点でも高く！！ 社会

7 温度差ってすごい 物理B 47 あなたの知らないオノマトペの世界 国語

8 這い上がる流体，ワイゼンベルグ現象 物理B 48 新世代の隠れた庄内弁 国語

9 この差って何ですか（鮭の銀とブナとの鮮度の落ち方の違い） 化学A 49 かぐや姫の犯した罪とは－。 国語

10 この差って何ですか？～「つやのあるトマト」と「つやのないトマト」の差～ 生物A 50 竹取物語探究！！ 国語

11 麹菌の酵素産生に及ぼす糖類の影響 生物A 51 詠み手が秘めた想いとは　－花・夢・涙－ 国語

12 究極のサツマイモを食べたい！！ 生物A 52 我が黒髪へ。 国語

13 つや姫も熱中症対策！！ 生物A 53 ２人の童話作家と狐 国語

14 新クリーンエネルギーになれる？！～微生物と身近な有機物を用いた発電～ 生物A 54 怖い絵本　～エドワード・ゴーリーの世界～ 国語

15 都市下水処理場におけるコリスチン耐性菌の検出 生物A 55 絵本の文章　大解析！ 国語

16 鶴岡と共に、あらんことを。〜まだまだ知らない…魅惑の庄内の真実！？〜 地域活性 56 Tsurunan "Speak Out" Project ! 英語

17 鶴岡駅前 Makes you happy 地域活性 57 To make a friendly society for foreign people. 英語

18 朝日！藤島！！おらだのLALAランチ☆ 地域活性 58 Discover ! Deliver ! Traditional Food Culture in Tsuruoka ! 英語

19 訪問看護のメリットを知ってほしい！ 地域活性 59 What's the merit of Yamagata's movie industry? 英語

20 光害マップの作成 地学 60 Compared and Improving -Tsuruoka with SDGs- 英語

21 複素数と円の幾何ver2 数学 61 What an unique food culture we have ! 英語

22 鶴南の公式とその応用 数学 62 アニメーション表現における動きの省略化はどこまで可能か 芸術

23 数夏try! !+ 数学 63 ショパンの魅力～１００年以上も日本人に愛される理由～ 芸術

24 数学の力を伸ばすには？ 数学

25 「君」「の」「母」「校」「は」「？」 数学

26 インターリーブ効果の数学学習への応用 数学

27 日本の食文化を守りたい 家庭

28 ナメクジの命を守れ！ 家庭

29 ジャンプの可能性³ 保体

30 身長ってやっぱり遺伝？ 保体 1 超音波スピーカーによる視覚障害者用ホーム転落防止システムの開発 物理A

31 チートディの効果と重要性 保体 2 シルク魅力発見プロジェクト 化学B

32 体力テスト・極 保体 3 ＃庄内Raiseプロジェクト 地域活性

33 曲と景気の相関関係 社会 4 鳥海山に雲がかかると雨が降るのか！？ 地学

34 伸びる投稿とは 社会 5 権力の乱用か？集団的自衛権の行方を探る 社会

35 ジブリに息づく信仰 社会 6 What's standard education? 英語

36 なぜ鶴岡に中高一貫校は必要なのか！？ 社会 7 クマムシの誘引物質の探索 先端研

37 ヨーロッパとメルヘンの深層 社会

38 自己肯定感を下げているのはだあれ？？ 社会 ※　番号 　はメンバーに理数科の生徒を含むもの

39 空気を読むことについて 社会

40 アメリカ黒人差別～公民権運動を通して～ 社会

ステージ発表

（資料Ｄ－１㸰） 
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